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「バイトがしたいな」

　俺は家のリビングのソファでテレビを見ている時に、ふと思って呟つぶやいた。

「バイト？」

　ソファで一緒にテレビを見ていた妹の凛り恵えが、不思議そうに聞き返してきた。

「ああ、バイト」

「なんでいきなり？」

「部活もやってないから放課後は暇だし、バイトをしてお金を稼ぎたいと思って」

　もともと俺は、この世界に来る前まではバイトをしていた。

　この世界、「幼おさな馴な染じみお嬢様が邪魔をして、普通のラブコメが出来ない」というラブコメ漫画の中に入ってから二ヶ月ほどが経ち、学校の制服も夏服となった。

　二ヶ月の間に起こったことを、俺は一生忘れることが出来ないだろう。

　漫画で一番推しだった嶋しま田だ聖せいに出会い、会った瞬間に告白してしまい……いろいろとあってから、付き合うこととなった。

　本当に前の世界にいた時には考えられないことだ。

　幸せすぎて、この世界が夢でいつか目が醒さめるんじゃないかと思って、少しビクビクしているくらいだ。

　まあそこは置いておいて、俺はこの世界に来る前はバイトをしていた。

　バイトをしていた理由としては、『おじょじゃま』の推しである聖ちゃんのグッズとかを買うためにお金を稼ぎたかったからだ。

　しかし今、この世界に入って聖ちゃんと付き合い、直接推しに貢ぐことが出来る。

　こんな幸せな消費があるだろうか。

　だがバイトをしていない今、全然お金がない。

　これから夏になっていろいろとイベントがあるから、それまでにはお金を貯めておきたい。

「聖ちゃんとこれからも付き合っていく中で、お金は必ひつ須すだろう？」

「ああ、聖さんのためか」

　妹の凛恵も聖ちゃんとは会っていて、すでに俺と聖ちゃんが恋人関係にあることを知っている。

　……自分で恋人関係っていうのはなんか恥ずかしいな。

「いいんじゃない。どんなバイトをするの？」

「まあ、普通にカフェとかの店員かな」

　前の世界もそんなバイトをしていたし。

「ここらへんの近くでカフェのバイトを募集してるところにしようかな」

「いいと思うよ」

「カフェだと軽い料理とかも学べると思うし、そしたら凛恵にも振る舞えるからな」

「んっ、楽しみにしてる」

　少し口角を上げて笑った凛恵。

　んー、俺の妹が可愛い。

　思わず凛恵の頭に手を伸ばして撫なでてしまう。

「な、撫でないで」

「絶対に美味おいしい料理を作ってやるからな、待ってろよー」

　そんなことをしながら、俺達はまったりと家で過ごした。




　翌日、学校の昼休み。

　いつもの五人で固まって、机を寄せ合って教室で昼食を食べる。

「勇ゆう一いち、今日もお弁当を作ってきたわ。今日のおすすめはハンバーグよ。一口サイズのハンバーグだけど、もちろん手作りよ」

「えっ、マジか、すげえな」

「はい、あーん」

「いや、それはいつも言ってるけど、恥ずかしいんだが……」

「勇一のために朝から頑張って作ってきたのよ？　これくらいのご褒美は欲しいわ」

「うっ、わかったよ。あーん……ん、美味い」

「ふふっ、よかったわ」

　俺の前に座り、横でグイグイくる女の子にタジタジになっているのが、この『おじょじゃま』の漫画世界の主人公、重しげ本もと勇一だ。

　そしてグイグイいって「あーん」をさせた方が、ヒロインお嬢様の東とう條じよう院いん歌か織おり。

　いつもながら東條院さんはめちゃくちゃ積極的だなぁ。

「重本くん、私も少しだけど作ってきたから、食べてくれる？　出だ汁し巻き卵なんだけど」

「おっ、いいのか？」

「うん……その、あ、あーん」

「ふ、藤ふじ瀬せ、別に恥ずかしいならやらなくていいんだぞ？」

「や、やるよ！　東條院さんに負けないように！　はい、あーん」

「あ、あーん……ん、これも美味いな」

　勇一の隣にはもう一人のヒロイン、藤瀬詩し帆ほが座っていた。

　東條院さんとは勇一をめぐるライバル関係で、負けないように「あーん」で対抗していた。

「ほ、ほんと!?　よかったぁ……」

「藤瀬も料理が出来るんだな」

「え、えへへ、最近、ちょっとずつ練習してるからね」

　藤瀬は美味いと言われてとても嬉うれしそうに笑う。

　彼女はもともと、壊滅的に料理が出来ない系のヒロインだった。

　それを前に東條院さんの家を借りて練習して、人並みに出来るくらいには成長したのだ。

「詩帆、成長したなぁ……」

「聖ちゃ……嶋田、子供を見守る親みたいになってるよ」

　そして俺の隣で親友の藤瀬を見守る女の子、この子こそ俺の彼女である、嶋田聖だ。

　藤瀬の料理下手を克服するために一番頑張っていたのは聖ちゃんだから、藤瀬が勇一に料理を振る舞っているのを見て、嬉しくなったのだろう。

　というか危ない、俺が「聖ちゃん」と呼んでいいのは二人きりの時だけだ。

「さっき詩帆に聞いたんだが、今日の詩帆のお弁当は自分一人で作ったみたいだ」

「えっ、それはすごいね。ほんの少し前まで暗黒物質を作っていたのに」

「頑張っている証拠だ、うん」

「本当に親みたいな目線だね……ところで嶋田のお弁当は、自分で作ってるんだよね？」

「ああ、そうだな。ほぼ毎日作ってる」

　聖ちゃんのお弁当を見てみると、とても美味しそうなおかずが並んでいる。

　藤瀬に教えられるくらい、聖ちゃんも料理が上手だ。

「……食べたいのか？」

「うん、食べたい」

「ふふっ、正直だな。まあ、それくらいなら別に大丈夫か」

　俺と聖ちゃんは付き合っているのを内緒にしている。

　だから聖ちゃんは「付き合ってるのはバレない」という意味で、「大丈夫か」と言ったのだろう。

「俺の弁当のおかずもあげるよ。といっても、妹の凛恵に作ってもらったんだけど」

「そうか、凛恵の料理は食べたことないから楽しみだ。卵焼きをもらってもいいか？」

「もちろん」

　聖ちゃんは俺の弁当から卵焼きを取った。

「久ひさ村むらはどれがいい？」

「俺も卵焼きがいいかな」

「そうか、じゃあ取ってくれ」

　取ろうとした瞬間、一瞬躊躇ためらう。

　くっ……勇一のように、「あーん」をしてもらいたい。

　聖ちゃんにしてもらったらめちゃくちゃ嬉しいが、絶対にここでは無理だ。

　そんなことをしてしまえば、俺と聖ちゃんが付き合っていることがバレる。

　そうなると……クラス中の男子から嫉しつ妬との視線が勇一に突き刺さっているが、俺にまで及ぶことになる。

　いや、ぶっちゃけそれは甘んじて受け入れるが、単に聖ちゃんが付き合っているのを内緒にしたいらしいから、バレるわけにはいかない。

「ん？　どうしたんだ？」

　俺が急に固まったから、聖ちゃんが不思議そうにそう聞いてきた。

「いや、なんでもないよ。じゃあこれ食べるね」

　止まっていた手を動かし、聖ちゃんが作った卵焼きを手に取る。

　俺と聖ちゃんはほぼ同時にお互いの卵焼きを食べた。

「んっ、美味しい！　さすが嶋田だね」

「そちらの卵焼きも美味しいな」

「凛恵に言っておくよ、嶋田が美味しいって言ってたって」

「ああ、ぜひ伝えてくれ」

　その後、俺達はご飯を食べ進めていく。

「そういえば久村、さっきはなんで固まってたんだ？」

「ん？　卵焼きを取る時のこと？」

「ああ、なんか葛かつ藤とうしていたようだが」

　さすが聖ちゃん、あの一瞬でよくそこまで見抜いたな。

　周りにはもう勇一達はいないし、誰にも注目を浴びていない。

　俺は聖ちゃんに少し近づき、彼女にだけ聞こえる声で言う。

「実は、俺も勇一みたいに、聖ちゃんにあーんしてもらいたいと思って」

「なっ……!?」

　俺の言葉に、聖ちゃんが一瞬で頬を赤くして反応する。

　聖ちゃんは周りをチラチラッと見てから、俺と同じように小さな声で話す。

「そ、そんなの、ここでするわけないだろ……！」

「うん、だから諦あきらめて普通に卵焼きを取ったんだよ」

「そ、そうか……まあ、うん、そうだな」

　聖ちゃんはまた周りを見渡し、誰も見ていないことを確認してから、さらに小さな声で。

「ふ、二人きりの時に、やってあげるから……司つかさ」

　そう言われた瞬間、俺の心臓はドクンッと跳ねた。

　くっ、も、萌もえ死ぬかと思った……！　危ない……！

　めちゃくちゃ可愛くて嬉しい言葉に、まだ慣れていない名前呼びなんて、俺にトドメを刺しにきているとしか思えない。

「……約束だよ、聖ちゃん」

「あ、ああ、もちろん」

　聖ちゃんは真っ赤になりながら顔を逸らした。

　はぁ、今日も俺の彼女の聖ちゃんが、可愛すぎる……！




　そして、数日後。

　俺と聖ちゃんは放課後デートで、カフェに来ていた。

　学校から一緒に行くわけにはいかないので、学校ではそれぞれ別に帰る感じを装い、途中で合流してカフェに来た。

　少しめんどくさいかもしれないけど、秘密デートって感じがして意外と楽しい。

　聖ちゃんが好きなカフェの「ムンバ」に来て、彼女は呪文のように長い飲み物を買って、一緒に席に座って飲む。

　意外と甘いものが好きな聖ちゃんは、それを飲んでいる時は幸せそうに少し目を細めて、なんだか可愛らしい。

「聖ちゃん、それ美味しい？」

「んっ、美味しいぞ。私はムンバに来たら、いつもこれを頼む。時々新作のやつを頼むが、これを超えるのはないな」

「そっか、そんな美味しいんだね」

「司も、飲むか？」

「えっ、いいの？」

　まだ俺の名前呼びに聖ちゃんは慣れておらず、名前を呼ぶ時に少し顔を赤らめる。

　それが可愛らしくて、いつまでも慣れないでほしいと少し思ってしまう。

「もちろん少しくらいならいいぞ」

「そっか。じゃあもらっても……あっ」

「ん？」

　聖ちゃんに差し出されたので受け取って飲もうとしたが、ストローを見て俺は止まる。

　待って、これってもしかして、間接キスをしないといけないんじゃないか？

　いや、前にも遊園地の時に間接キスみたいになったことあるけど、あれは食べ物だった。

　だけどこれはストローだから、なんか、さらに間接キスの段階として一個上に上がる気がする。間接キスに段階があるのかは知らないけど。

「司、どうした……あっ」

　聖ちゃんも俺がストローを見て躊躇っているのに気づいたようで、頬を赤くした。

　あっ、そうか、俺も一応コーヒーを買って飲んでいるので、そのストローを差して飲めばいいのか。

「い、いいぞ」

「えっ？」

「別に、か、間接キスくらいはしてもいい。こ、恋人同士なんだし……」

　顔を真っ赤にして目線を背けながら、聖ちゃんはそう言った。

　くっ、可愛いし嬉しいし恥ずかしいしで胸がいっぱいだ……！

「そ、そっか、じゃあ、いただきます」

「め、召し上がれ」

　こうして改めてそう言われると、ストローを、みたいな感じになってしまうのではないか？

　いや、考えないようにしよう。

　俺は緊張しながらも、ストローに口をつけて、飲んだ。

「……ど、どうだ？」

「……う、うん、美味おいしいね」

　ちゃんと味わうことは出来なかったが、甘くて美味しいというのはわかった。

　味わえなかった理由は、みなまで言わずともわかるだろう。

「そ、それはよかった」

「うん」

「……」

「……」

　お互いに恥ずかしかったのか、俺と聖ちゃんは少しだけ黙り込んでしまった。

「そ、そうだ、今日は司のために、クッキーを作ってきたんだ」

「あ、ああ、そういう話だったよね」

　聖ちゃんが話を振ってくれたので、俺もそれに乗っかる。

　昨日、聖ちゃんがＲＩＮＥで『明日あした、クッキーを作っていくが、食べるか？』と聞いてくれたのだ。

　俺はもちろん「めっちゃ食いたい！」と返事をした。

　だけどその次に「だけどいきなりだね、嬉うれしいけどどうしたの？」と聞いてみた。

　すると次のメッセージでは、

『その……あーんをするという、約束だっただろう？』

　と来たので、めちゃくちゃ悶もだえた。

　聖ちゃんはあーんを俺にするために、クッキーを作ってくれたというのだ。

　……って、あれ？

　つまり、聖ちゃんがクッキーを出したということは……。

「あっ……」

　聖ちゃんも昨日のＲＩＮＥでのやり取りを思い出したのか、クッキーを取り出してから固まった。

　そしてまた俺と聖ちゃんは顔を見合わせ、真っ赤になってしまう。

「そ、その、司……昨日ＲＩＮＥで言った通り、これがクッキーだ」

「う、うん、すごいね。美味しそう」

「ありがとう……その、それで、昨日言った通りに……」

「うん……」

　聖ちゃんが袋からクッキーを取り出し、手に取る。

「あ、あーん……」

　聖ちゃんは耳まで真っ赤にして、少し涙目になりながら、震える手でクッキーを差し出してきた。

　か、可愛い……！

　目の前の光景を写真に撮って、待ち受けにしたい……！

　だけどこれ以上、聖ちゃんを放置するのは可哀想だ。

　俺も恥ずかしいけど、意を決して……。

「あ、あーん……」

　聖ちゃんの作ったクッキーは、聖ちゃんの手から直接俺の口に入った。

　こんな幸せなことがあるのだろうか。

「ど、どうだ？」

「うん……ごめん、味は恥ずかしすぎてよくわからなかったけど、めちゃくちゃ嬉しい」

「っ！　せ、せっかく作ったんだから、しっかり味わって食べてくれ」

「うっ、可愛い……！」

「なっ!?　い、いきなりそんなことを言うな！」

　思わず口に出てしまったが、可愛さが限界突破しすぎている。

　だけどそうだな、今のはしっかり味わえなかった俺が悪い。

　聖ちゃんが可愛すぎるのが悪いけど、聖ちゃんは可愛いから悪くない。

　つまり俺だけが悪い。

「ごめん、次はしっかり味わうよ。じゃあもう一回いい？」

「も、もう一回か!?」

「うん、俺的にはそのクッキー全部をあーんで食べたい」

「全部!?　何枚焼いたと思ってる!?」

　透明な袋に入っているので、パッと見るだけでも二十枚くらいは入っていそうだ。

「とりあえずもう一枚、次はしっかり味わうから」

「くっ、本当だな？」

「もちろん」

「じゃあ……あーん」

「あーん……うん、めっちゃ美味しい」

　今のも恥ずかしい気持ちもあったが、一回目よりかは抑えられて味わうことが出来た。

　クッキーはチョコの味がして、とても美味しい。形もとても綺き麗れいだ。

「そ、そうか。よかった」

「うん、本当にありがとうね、聖ちゃん」

「ああ、その、約束だったからな」

　二人きりであーんをするという約束を、しっかり叶かなえてくれるのは聖ちゃんの真面目で律儀な性格が出てて、とても可愛いし好きだ。

「結構作ってきたから、帰って凛恵と一緒に食べてくれ」

「ありがとう、凛恵も喜ぶよ」

　聖ちゃんからクッキーが入った袋をもらい、カバンに入れようとしたが、「あっ」と思わず言って思い出す。

「聖ちゃんにあーんはしてもらったけど、あーんをしてないよね」

「わ、私にか？　私は別にしてもらわなくていいんだが……」

「いや、俺が聖ちゃんにしたい」

「くっ、そ、そんなにしたいのか？」

「めちゃくちゃしたい」

　俺が真っ直ぐと聖ちゃんの目を見てそう言うと、聖ちゃんは一度恥ずかしそうに目を逸らす。

「わ、わかった……その、してくれるか？」

「うん。はい、じゃあ聖ちゃん、あーん」

「あ、あーん……」

　聖ちゃんは目を瞑つぶり、控えめに口を開けて顔を俺の方へ少し前に出した。

　うっ、なんだこれ、可愛すぎる……！

「……司、なんで固まってるんだ？　私がずっと口を開けていてバカみたいじゃないか」

「あっ、ごめん、あーんの顔が可愛すぎて、見み惚とれてた」

「お、お前は本当に……！」

　聖ちゃんが呆あきれたようにため息をついたが、少し恥ずかしいのか頬が赤い。
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「ごめん、次はしっかりあげるから」

「頼むぞ……あ、あーん」

　可愛すぎる顔に耐えながら、俺は聖ちゃんの口にクッキーをあげた。

「んっ……うん、まあ味見した時と同じ味だな」

「だろうね」

　別にあーんをしたところで味が変わるわけじゃない。

「だけど俺は聖ちゃんにしてもらったことで、めちゃくちゃ幸せになったけど」

「そ、そうか。まあ私も自分で食べるよりは、幸せになった……かもしれないな」

「せ、聖ちゃんがそんな可愛いことを言うなんて……！」

「バ、バカにしてるだろ!?」

　もちろん俺はバカにしているわけではないけど……。

「多分他の人から見たら、バカップルだとは思われているけど」

「くっ、否定出来ないのが辛い……！」

　聖ちゃんは周りを見て誰も知り合いがいないことを今一度確認していた。

　知り合いはいないけど、老夫婦の方からは微笑ましいような目で見られて、独り身のサラリーマンっぽい人からは憎しみを込められた視線を向けられている。

　すごいなあの人、本当に黒いオーラが見えている気がする。

「ここのカフェ、いつも使っているからあまり目立ちたくないんだが……！」

「大丈夫、聖ちゃんがこれからここに来る時は俺も一緒だから」

「何が大丈夫なんだ？」

「二人一緒だから、目立っても視線は半分になるよ」

　それに男性からの視線はほとんどが俺への憎しみの視線だから、聖ちゃんにいく視線は半分以下になると思うし。

「全然大丈夫じゃないな、それは」

　呆れたように笑いながら、聖ちゃんはそう言った。




「バイトを始める？」

「うん、そう」

　前に凛恵にも言ったことを、聖ちゃんにも伝えた。

「前から始めたいと思っててね。いい感じのところを見つけたから連絡して、明日の土曜日に面接に行くと思う」

「どういうバイトをするんだ？」

「カフェだね。こういうチェーン店じゃなくて、個人経営のところだと思う」

「そうか、いいと思うがいきなりだな。なぜ始めるんだ？」

「もちろん聖ちゃんのためだよ」

「私のため？　別に司からお金をもらうなんてカツアゲじみたことはしないが？」

「あはは、聖ちゃんがそんなことするわけないのは知ってるよ」

　もしされても断る……いや、断るかな？

　他ならぬ聖ちゃんに「司、金くれないか？」とか言われたらあげるかも。

　もちろん言われないとわかってるけど、推しに貢いできた俺としては断りきれないかもしれない。

「今後もこうやってデートをいろいろしていくと思うけど」

「ま、まあ、そうだな」

　デートという言葉に照れて頬が少し赤くなる聖ちゃんが可愛い。

「今はカフェに行くくらいだけど、また遊園地とかいろいろと行きたいでしょ？」

「ふむ、確かに毎回カフェとかじゃ飽きてしまうのか？」

「だから今のうちにバイトをして、お金を貯めて聖ちゃんと一緒にいろいろデートしたいと思ってね」

「そ、そうか、だから私のためということか」

　あと俺の家はお小遣いが少ないから、バイトをしないとカフェのコーヒー代も出せなくなってしまうというのもある。

「別に私とのデ、デートのためとかじゃなくて、司自身の趣味とかにも使うんだぞ？」

「うーん、そうしたいけど、特に趣味ってものがそこまでないんだよね」

　前の世界では、聖ちゃんのグッズとかのためにバイトをしていたから、ほとんどのお金はそこに消えていた。

　だから今の世界では、聖ちゃんのために全部お金をつぎ込んでも悔いはない、というか幸せしかない。

「趣味はないのか？　前に漫画とかが好きって言ってなかったか？」

「ああ、そうだね。漫画とかアニメのために少し使うかな」

　こっちの世界の漫画はほとんど読んだことないものばかりだから、それは結構楽しみかもしれない。

「そういえば前に、聖ちゃんと買いに行った漫画読んだよ」

「っ、あれか？　あの少女漫画か？」

「うん、そうそう」

　前に聖ちゃんと漫画の話をした時、一緒に書店まで行って買ったのだ。

　聖ちゃんはお兄さんの影響で、少年漫画などを結構読むようだが、少女漫画はあまり読んできていない。

　だけどやはり気になるらしく、一人で書店とかに行って少女漫画を買うか迷う……みたいなシーンが、前世の『おじょじゃま』の漫画に描いてあったのを覚えている。

　聖ちゃんは自分のキャラじゃない、と思って少女漫画を買うのを躊躇ためらっていた。

　だから俺と聖ちゃんが一緒に買いに行った時に、俺が少女漫画を買って、それを聖ちゃんに貸すという約束をしていた。

「面白かったか？」

「うん、面白かったよ」

「そ、そうか！　私がオススメしたが、私も読んだことなかったからな。私が面白そうと思ったものをオススメしてしまったから、司の趣味に合わなかったらと思っていたんだ」

「そうだったんだ。たとえ俺の趣味に合わなくても、聖ちゃんの趣味を知れるからそれだけで嬉うれしいけど」

「だが司のお金で買ったんだから、やはり司にまず楽しんでもらわないとな」

「ふふっ、優しいね」

「べ、別に、当然のことだろう、これくらい」

　聖ちゃんは恥ずかしそうにそう言った。

「貸してもらってた少年漫画の方も読み終わったから、今度持ってくるね」

「ああ、わかった。それと、その、少女漫画の方も……」

「もちろん貸すよ。約束だからね」

「そ、そうか！　ありがとう、楽しみにしてる」

　嬉しそうに顔を輝かせる聖ちゃん。

　綺麗でカッコいい顔立ちをしているのに、そういう笑みをすると可愛いのはズルい。

「貸してもらった『転ゴブ』だけど、すごい面白かったよ。まさかゴブリンっていう弱そうな種族に転生したのに、あんな強くなっていくなんて思わなかった」

「ふふっ、そうだな。私も最初は見た目がゴブリンだから読む気はあまりなかったのだが、あの見た目でどんどん強くなって舐なめてきた他の魔物を倒していくのは爽そう快かいだったな」

　聖ちゃんに借りた漫画の感想を、軽く話し合った。

　俺も聖ちゃんも漫画は好きなので、いろいろと話していると時間はどんどん過ぎていく。

「──それで……って、もうこんな時間だ」

「本当だ、外も少し暗くなってる。気づかなかったな」

「そろそろ帰ろうか。遅くまでごめんね」

「いや、私の方こそ。その、今まで漫画の話ができる相手がいなかったら、つい夢中になってしまった」

　確かに、聖ちゃんの一番の親友である藤瀬は漫画は読まないし、漫画の話ができる相手はいなかっただろう。

　だけど俺は漫画が好きで読むし、聖ちゃんが気になるという少女漫画も普通に楽しめた。

「俺だったら漫画の話、いつでも付き合うよ。聖ちゃんと漫画の話してると楽しいから」

「あ、ありがとう。じゃあ他の漫画とかも貸すから、また話そう」

「うん、もちろん」

　俺と聖ちゃんはそう笑い合って、カフェを出た。

　今日は聖ちゃんに手作りのクッキーをあーんしてもらったし、とても幸せなデートだったな。




　　　　◇　◇　◇




　司とのカフェデートを終えた聖は、家でお風ふ呂ろに入る前に宿題をし終えた。

　いつもならそこですぐに風呂に入るのだが、その日は自分の部屋の本棚の前で顎あごに手を当てて考える。

「ふむ……次に司に貸す漫画はどれがいいだろうか」

　そんなことを一人で呟つぶやきながら、そろそろ二つ目の本棚を買わないといけないくらいに詰まっている漫画の数々を見ていく。

「やはり王道の少年漫画か？　『転ゴブ』を面白いと言っていたから、やはり王道にバトル系の漫画が好きなのかもしれない。だがいろんな漫画を読むと言っていたし、少女漫画も面白いと言うのであればラブコメ系でもいいかもな」

　少女漫画とは少し違う、男主人公のラブコメ系の漫画なら聖も気負うことなく読めるし買えるので、本棚にはいろんなラブコメ漫画が並んでいる。

　十分ほど考えてから、「やっぱり先に風呂に入るか」と言って部屋を出て風呂に入る。

　だが風呂に入って湯船に浸かっていても、考えるのは司に貸す漫画のことだ。

「どうしよう……そうか、別に一つだけに絞る必要はないのか。王道のバトル漫画とラブコメ漫画、二つ貸せばいいだけか。うむ、そうしよう」

　一人でそう呟いた聖は、目を瞑つぶって気持ちよさそうにため息をついた。

（今日は漫画の話を司と出来て楽しかったな。初めて誰かと漫画の話をしたから、ついつい夢中で話してしまった。司に引かれていないといいんだが……）

　漫画の話だけじゃなく、その前にもいろいろとしたことを思い出す。

（手作りのクッキーを喜んでくれたのは、まあその、嬉しかったな。それに約束していた「あーん」もしてあげたし……あげる時は餌付けしてるみたいだったけど、されるのは恥ずかしかった……）

　そこまで考えてから、聖はハッとした。

（わ、私、もしかして家に帰ってから、ほとんどずっと司のことを考えてる……？）

　夜遅くになってしまったので聖の家まで送ってくれた司。

　送ってもらった直後は（ありがたいな、優しいかれ……うん、優しい彼氏、でよかった）と考えていた。

　夕食を食べてから宿題を終えるまではあまり考えていなかったが、宿題を終えてから風呂に入って今に至るまで、ずっと司のことを考えていた。

（こ、これじゃ私が司のことが大好きすぎる彼女みたいじゃないか……！）

　聖は顔を真っ赤にしながら自分に言い訳をするように頭を振る。

（べ、別に司以外のことも考えていたし、ずっと考えていたわけじゃない、うん。ただ次会う時にどんな漫画を渡そうか、と思っていただけだ）

　そんな言い訳を頭の中でして、聖はお風呂から上がった。

　適当にスキンケアをして、ドライヤーで髪を乾かしてから、自室へと戻る。

　するとスマホが光っていて、どうやらＲＩＮＥで誰かから連絡があったようだ。

　見てみると、相手は司だった。

『聖ちゃん、クッキーありがとう。凛恵もすごく美味おいしいって言ってたよ』

　そのメッセージを見て、思わず頬が緩んでしまう。

『そうか、それは何よりだ。前に凛恵の卵焼きを食べさせてもらったから、そのお礼になればよかった』

　前に司とお弁当のおかず交換をした時、凛恵の料理がとても美味しかった。

　そこで凛恵にもお礼をしたいと思い、司の分だけじゃなく凛恵の分もクッキーを作ったのだ。

　そうしているとすぐにまた返事がきた。

『俺は聖ちゃんに「あーん」をしてもらったぜ！　って自慢したら、「バカじゃないの？」って言われた』

「な、何を言ってるんだ司は……！」

　他人に、いや、司にとっては身内だが、自分達以外に話すことでもないだろう。

『何を自慢してるんだ。そんなことを他の人に言うんじゃない』

　聖がそう送ると、すぐに既読がついて戻ってくる。

『あ、ごめん。ただ自慢したくて。怒らせるつもりはなかったんだ』

　そんな返事が戻ってきたが、聖も別に怒っているわけじゃない。

　ただ自分のメッセージを見返すと、確かにそっけなく怒っている感じがする。

『怒っているわけじゃない』

　怒っているわけじゃないということを伝えてから、続けてメッセージを書く。

『その、恥ずかしいだけだから』

　それを送ってから少し冷静になり、さらに恥ずかしくなってきてしまう。

　なぜか既読がついているのに、返事が数分経っても返ってこないというのもドキドキが止まらない原因だ。

（な、なんで返事がこないんだろうか。このくらいで恥ずかしいっていうのが引かれてしまったか？　だが恥ずかしいのは本当だし……）

　そんなことを思っていたら、司から返事が戻ってきた。

『怒ってないって安心したけど、聖ちゃんが可愛くて一人で悶もだえてた』

　そんなメッセージが返ってきて、さらに聖の頬が赤くなる。

『別に、いちいち報告しないでいいから』

　そうメッセージを返したが、今回はなぜメッセージが早く返ってこないのか気になっていたから、報告してくれてもよかったかもしれない。

『ごめんね。とりあえず自慢だけど、凛恵には今後あんまりしないようにするよ』

『ああ、そうしてくれ』

『だけど時々、別に自慢とか惚のろ気けとかしてるつもりはないのに「惚気はやめてくれる？」とか言われるけど』

『……どんな話をしてるんだ？』

『たとえば前は、一緒に学校に行ってる時に大きな犬が飼い主と散歩してて、すれ違う時に吠ほえられて聖ちゃんがビクッとしてて可愛かった、とか』

『まずその話はやめてくれ、恥ずかしい』

　確かにそんなことはあったが、聖にとっては普通に恥ずかしい出来事だった。

『他にも、お弁当を食べている時に一口で食べられるか微妙な唐揚げを、大きな口を開けて食べてリスみたいにもぐもぐしているのが可愛い、とか』

『それも恥ずかしいから、というか見ていたのか!?』

　つい先日、学校での昼休みに冷凍の唐揚げを一口で食べて、少し苦戦したことはある。

　もちろん下品にならないように手を口に立てて隠していたが、それを隣にいた司に見られていたとは。

『そういう毎日の聖ちゃん可愛い発表会をしてたんだけど、毎回「はいはい、惚のろ気け惚気」とか言われるな』

『……確かに他人には惚気に聞こえると思う。それに私も恥ずかしいから、控えめにしてくれ』

　ここで「やめてくれ」と言わないのは、少しだけ嬉うれしいという気持ちもあるからだった。

『わかった、一日一回までで我慢するよ』

『何回もしていたのか……』

「まったく、司は……」

（どれだけ、私のことが好きなのだ……うっ、自分で考えておきながら恥ずかしくなってしまった……！）

　気恥ずかしさを忘れるため、一度スマホから目を離して机の上を見る。

　そこには前に司に貸して、返してもらった「転ゴブ」の漫画があった。

「そうだ、ここで司にどういう漫画がいいか聞いてみるか」

　漫画を貸す約束を思い出し、そのことについてメッセージを送る。

『次に貸す漫画だが、どういうのがいい？　王道少年漫画や、異世界系の漫画、ラブコメ漫画など、いろいろとあるが』

『うーん、じゃあラブコメ漫画で』

『少女漫画系ではなく、少年漫画の雑誌とかに載っている系のラブコメ漫画だが大丈夫か？』

『もちろん、むしろそういうのが好きかな』

『わかった、じゃあそれを学校に持っていこう』

『ありがとう、俺も少女漫画のやつ持っていくね』

『ああ、楽しみにしている』

　そんなやり取りをしていると、意図せずに自分の口角が上がっているのに気づく。

　少女漫画が楽しみというのもあるが、やはり司と一緒に漫画のことを話しているのが楽しいのだ。

『司、好きだ』

　メッセージでそう書いたが、送信ボタンを押すのを迷う。

　これを送るのは、とても勇気がいる。

　口でも数度しか言ったことがないから、メッセージなら言えるかもしれないと思って書いてみたはいいが……。

（は、恥ずかしすぎるな……）

　自分で書いたメッセージを見ているだけで頬が赤くなってくる。

　ダメだ、送れない……消そう。

　そう思って消そうと思って画面を触った瞬間、スマホが振動し始めた。

「うわっ！　ビ、ビックリした……詩帆か？」

　親友の詩帆からいきなり電話がかかってきたようだ。

　時々こうして詩帆から突然電話がかかってくるので、そう珍しくはないことだ。

「もしもし、詩帆、どうした？」

『聖ちゃん、急にごめんね、数学の宿題で聞きたいことがあってさ、問題集のどこまでやればいいんだっけ？』

「それなら二十四ページまでだな」

『そっか、ここまでか。うへー、苦手なところだぁ』

「私がこのまま少し教えてあげようか？」

『ほんと!?　ありがとう！　実はそれを期待して電話したけどねー』

「ふふっ、だろうな」

　聖はスピーカーにしてスマホを耳に当てずに話せるようにしながら机に座り、数学の問題集を開く。

　するとまたスマホが震えた、誰かからメッセージが来たようだ。

『ん？　今、聖ちゃんのスマホが震えたのかな？』

　どうやら電話口の詩帆にも揺れたのが音でわかったようだ。

「ああ、すまない、揺れないように設定しておく」

『別にいいけどねー。もしかして久村くんかな？』

「ま、まあ、そうだと思うが……」

　このタイミングでメッセージが来るなんて、さっきまでメッセージのやり取りをしていた司くらいだろう。

　司との会話画面を開くと……。

「あっ……!?」

『えっ、どうしたの？』

　聖は思わず大きな声で反応してしまった。

　画面を見ると、さっき聖が書いて送らないでいた。

『司、好きだ』

　が、送信されてしまっていた。

　そしてすでに既読がついており、返事も来ていた。

『ありがとう、聖ちゃん。俺も大好きだ』

「し、しまった……！」

　顔を真っ赤にしながらそう呟つぶやいた聖。

　おそらくさっきの詩帆が電話してきてスマホが振動した時、指が画面に当たって送ってしまったのだろう。

『聖ちゃん、どうしたの？　大丈夫？』

「い、いや……大丈夫じゃないが、大丈夫だ……」

『どっちなの？　何か久村くん関連であったの？』

「くっ、まあそうだが……！」

　さすがにこのことを詩帆に言うのは恥ずかしすぎる。

『えー、どうしたのー？　何があったのー？』

「い、言わないからな。これは私と司だけの秘密だ」

『あ、今、久村くんのこと下の名前で呼んだよね？』

「あっ……」

『へー、そうなんだー。下の名前で呼ぶようになったんだー。その感じだと二人きりの時はそう呼んでるんだね？』

「いや、違う……こともないけど」

『動揺してないとそんなミスしないよね？　今、久村くんと何があったのかなぁ？』

「だ、だから言わないぞ。ほら詩帆、早く宿題をやるんだ」

『んー、久村くんから「好きだ」ってＲＩＮＥで言われたとか？』

「なっ!?」

『あ、その反応、正解でしょ？』

「も、もういいだろ！　これ以上からかったら、宿題を教えてやらないぞ」

『はーい』

　顔を真っ赤にしながらも、聖はちゃんと詩帆に宿題を教え終わった。

　しかしその後、司との会話画面を見て悶える聖だった。




　一方その頃、司は──。

「可愛すぎる……！　なんだこのメッセージ、見た瞬間にスクショをしてしまった……！　直接言われたわけじゃないのに、文字だけなのになんでこんなに可愛いんだ？　聖ちゃんの可愛さが異次元を突破してる……！」

「お兄ちゃん、リビングで身み悶もだえてないで、自分の部屋に行って」

　妹の凛恵に冷たい視線を向けられていた。







[image: 第１章　バイトと新キャラ]

　バイトを始めようと思ってから、一週間ほどが経った。

　すでに俺はバイトの面接を申し込んで、土曜日の今日がその面接の日だった。

　家から十分ほど歩いたところにある喫茶店、そこに向かう。

　学校とは反対方向にあるので、行くのは少し面倒かもしれないけど、許容範囲だろう。

　ドアを開くとカランカランという音が響き、レトロな雰囲気の店内に入る。

　いわゆるカフェみたいな今風のオシャレな空間じゃなく、昔ながらの雰囲気を持っている喫茶店といった感じだ。

　個人的に働くとしたらこっちの方が合う気がしたので、この喫茶店に応募した。

　店内は結構広く、まだ昼前なので客はそこまで入っていなかった。

「いらっしゃいませ」

　優しい笑みを浮かべた六十歳くらいの男性が近づいてきた。

「あの、本日バイトの面接で伺いました久ひさ村むら司つかさです」

「ああ、君がそうなのか。いやー、嬉しいね。どうぞどうぞ、中に入って」

「はい」

　客に見せるような笑みじゃなく、本当に嬉しそうに目め尻じりに皺しわを寄せて笑った男性、店長らしき人と一緒に店内の奥の方に入っていく。

　ヤバい、バイトの面接なんて久しぶりだから、今更ながら緊張してきたな。

　奥の在庫とロッカーが置いてある部屋に入り、男性と向かい合って座る。

「初めまして、この店の店長を務めている斉さい藤とうです」

「は、初めまして。久村司です、本日はよろしくお願いします」

「こちらこそね。あまり緊張しないでいいよ、軽く履歴書を見て話したいだけだからね」

「はい、あの、履歴書です」

「ああ、ありがとうね。うん……ああ、そこの東とう條じよう院いん高校に通ってるんだね。近いのはいいね、こっちに通いやすいでしょ」

「はい、家からも徒歩十分ほどで来られます」

「ああ、そうなんだね。こっちとしても交通費出さなくていいなら助かるよ」

　そうして軽い感じで面接は始まったが、なんか本当に面接というよりは、雑談している感じだ。

　前にバイトしたのはチェーン店だったから面接もしっかりしていたが、ここは個人経営の喫茶店だから、そこらへんは緩いのかもしれない。

　俺としてはそっちの方がありがたいし嬉うれしいな。

「バイトを始めるきっかけは何かな？」

「きっかけは、その、正直お金を稼ぎたくて……」

「あはは、バイトなんてそんなもんだよねぇ。高校生ってなったら遊びたいと思うし、全然おかしなことじゃないよ。むしろ健全な志望動機だね」

「あ、ありがとうございます」

「部活とかはやってないの？」

「はい、やってません。なので学校終わりに十六時くらいから入ることも出来ます」

「そっか、いやー、嬉しいねぇ。今日はこの後暇かな？」

「え、あ、はい、そうですね、帰ってもやることは特にないです」

「じゃあこの後から入れるかな？」

「えっ？」

　この後から入る？　それはつまりバイトに入るってことだよね？

「えっと、もう面接は合格ってことでいいんでしょうか？」

「ん？　ああ、そうだね。バイトは募集してたし、久村くんもいい子そうだしね。ぜひバイトに入ってもらいたいんだけど、いいかな？」

「も、もちろんです！　よろしくお願いします！」

　おお、よかった、合格だ。

　凛り恵えや聖せいちゃんに「バイト始める」ってあんだけ言っておいて、面接で落ちたら合わせる顔がなかった。

「それで、今から入れる？」

「あ、はい、大丈夫です」

「そっか、よかった。もちろん今日からバイト代はつけるし、最初はそう気張らず、軽い流れと接客を覚えてくれるだけでいいから」

「はい、よろしくお願いします」

「じゃあこれ、ここの制服ね。バイトが始まる時はここで着替えていいからね。下はないけど、今久村くんがはいているような黒色のズボンを自前ではいてきてね」

「はい、わかりました」

　制服を受け取ると、斉藤店長は部屋を出て行った。

　制服は上がネイビーのシャツに、黒のネクタイ。

　ネクタイは結ぶタイプではなく、付けやすいようにフックで留められるタイプのやつだ。

　腰から下だけの茶色っぽいエプロン、確かソムリエエプロンという名前だったはず。

　全体的に暗い色だけど、落ち着いていてこの店の雰囲気に合っている気がする。

　よし、面接も受かってバイト入ることになったし、頑張って働くか！

　そう思ってこの場で着替えようと服を脱ぎ始めたら、部屋の外でカランカランと音が鳴ったのが聞こえた。

　お客が入ってきたのかもしれない、そろそろ昼時だしね。

　あっ、そうだ、凛恵に「バイトの面接に合格してそのまま入ったから、昼飯はいらない」って連絡しないと。

　俺は上半身を裸のままスマホを取り出し、凛恵にメッセージを送ろうとしていたら……。

　ガチャッと音がして、部屋のドアが開いた。

「えっ？」

「んー？」

　店長が入ってきたのかと思ったが、そこにいたのは綺き麗れいな女性。

　亜麻色の長い髪がふんわりと巻いてあり、どこか柔らかそうな雰囲気を醸し出している。

　顔立ちは目尻が下がっているがとても大きい目で、美人だけどクールな感じじゃなくて、優しいお姉さんタイプの美人だ。

　ん？　なんか彼女の容姿をどこかで見たことがある、既視感があるんだが……。

　……待て、こんな冷静に入ってきた女性のことを見ているが、俺、上半身裸なんだが？

　めちゃくちゃ着替えている途中なんだけど？

「あー、もしかして新しく入るっていうバイトの人ー？」

　俺は内心で焦っていたが、入ってきた女性は全く気にせずにそのまま入ってきて話しかけてきた。

「え、あ、はい、そうですけど」

「やっぱりー。よろしくね、私も最近入ったから先輩って感じじゃないけどねぇ。私は十九歳の大学二年生だけど、君は何年生？」

「あ、高校二年生です」

「えー、そうなの？　大人っぽいから同い年くらいかと思ってたー」

　いや、なんか普通に喋しやべってるけど、まだ俺は上半身裸のままだ。

　なんかこの人が特に気にしている様子もないから、男の上半身裸なんて別に大丈夫なんだろう。

　いきなりのことで固まっていたが、俺は制服のシャツを着た。

「すみません、初対面なのに着替えている途中で」

「んー？　別にここはバックヤードだし、着替えるのは当たり前じゃない？　私も今から着替えるしねー」

「そう言ってくれると嬉しいです……ん？」

　今から、着替える？

　いやここで着替えるのは当たり前だが、今からというのは？

　そう思っていたら、いきなり彼女が服を脱ぎ出した。

「な、なんで着替えてるんですか!?」

　俺は慌てて彼女と違う方向を見て視線を逸らした。

　シャツを着ていたようなので前のボタンから開け始めたから下着が見えたわけじゃないが、豊満な胸の谷間が見えてしまった。

「えっ？　だってここは着替える場所でしょ？」

「男子の俺がいるんだから、待っててください！」

　なんでそんなに無警戒なんだ!?

「いや、もう俺はシャツを着終わったので、外で着替えますね！」

「いいの？　気を遣わせてごめんねー」

　俺はネクタイとエプロンを持ってバックヤードを出た。

　はぁ、なんだあの女性は……。

「あっ、久村くん。バイトの女の子と会った？」

「はい、いきなりバックヤードに入ってきてビックリしましたが」

「ごめんね、あの子に久村くんのこと説明し忘れてたよ」

　斉藤店長が申し訳なさそうに謝ってくる。

「いえ、それはいいんですが……」

「あの子が着替えて出てきたら、改めて紹介するね」

　ということで数分後、俺がネクタイとエプロンをつけて、バイトの出退勤の付け方を教えてもらっている時に、彼女が来た。

「てんちょー。お待たせしましたー」

「ああ、飛とび世せさん、ちょうどよかった」

　とびせ……？

　どこかで聞いたことのある名前だ、なんだっけ？

　そういえばさっきも彼女のことを見て、どこかで見たことがあると思ったが……。
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「こちら、今日からバイトに入ってもらう、久村司くん」

「は、初めまして、久村司です」

　だけどおそらく初めましてだから、しっかりと挨あい拶さつをする。

「初めましてじゃないでしょ？」

「えっ？　す、すみません、どこかで会ったことが……」

「さっきバックヤードで会ったでしょー？　もう忘れちゃったのー？」

「……ああ、はい」

　やっぱり会ったことあるのか？　と思ったが、ただの天然の人だった。

　だけどなんか、今のも既視感があるんだよな……。

「それで久村くん、この子は一週間前から入ってくれた、飛世茉ま莉り乃のさんだよ」

「とびせ、まりの……っ!?」

　その名前を聞いて、思わず息を呑のんでしまった。

　そうだ、この人は……！

　どこかで会ったことがあるとか、そういうわけじゃない。

　だけど俺はこの人のことを、知っている。

　なぜなら──。

「飛世茉莉乃です、よろしくねー」

　──『おじょじゃま』という漫画の、登場人物だったからだ。




　飛世茉莉乃。

　漫画『おじょじゃま』の登場人物で、この人も──物語を彩るヒロインだった。

　漫画の中では結構後半に登場してきて、その容姿と性格や雰囲気から、一気にファンを勝ち取った人気キャラ。

　おっとりとした性格と、その雰囲気が誰にでも伝わるような優しくてお姉さん的な容姿。

　それまでの漫画『おじょじゃま』の中にはいなかった、お姉さんタイプのヒロインだった。

「よろしくねー」

　そう言ってニコニコと笑う飛世茉莉乃。

　確かファンの間では、「まりのん」や「まり姉さん」と呼ばれていた気がする。

「よ、よろしくお願いします、飛世さん」

　俺は内心ではとても動揺していたが、あまり表に出さないようにしながら挨拶をした。

「うん、よろしくねー。司くんって呼んでもいい？」

「えっ、あ、はい、大丈夫です」

「ありがとー。司くんは今高校二年生って言ってたけど、どこの高校？」

「東條院高校です」

「えー、ほんと？　私もそこに通ってたよー」

　とてもニコニコしながら話す飛世さん。

　多分ここが漫画だったら、背景に花が咲いているような雰囲気だ。

　というかまさか、バイト先で『おじょじゃま』のヒロインの飛世茉莉乃に会うなんて、夢にも思わなかった。

　確かこの人が『おじょじゃま』という漫画の世界で登場した時は、二十歳だったはずだ。

　だけどさっき十九歳と言ってたから、おそらく登場する間に誕生日を迎えて、今年中に主人公の重しげ本もと勇ゆう一いち達と出会ったはず。

　まさか俺が勇一よりも先に出会ってしまうなんて……。

「二人とも、話が盛り上がるのはいいけど、仕事の説明をしてもいいかな？」

「あっ、すみません、店長」

「はーい。だけど私はもう大体わかってますよ？」

「飛世さんはまだ入って一週間だからね。確認のために、久村くんと一緒に学ぼうか」

「わかりましたー」

　ほんわかした雰囲気でそう答える飛世さん。

「……それにまだ不安なところが多いからね」

　店長がボソッと、飛世さんに聞こえないような声でそう言った。

　そういえば飛世茉莉乃は、天然なおバカキャラといった感じだった気がするな。

　その後、飛世さんと一緒に一通りの仕事の流れを教わった。

　お客様が来たら空いている席に案内して、お水を出すと同時に注文を取って、それらを店長に伝えて、出来上がったら持っていく。

　それらの説明を受けた後、ちょうどお客様が入ってこられたので、俺が対応した。

「いいね、久村くん。とても様になってたよ、初めてのバイトとは思えないくらいだ」

「あ、あはは、ありがとうございます」

　まあ前世でこういったバイトをしていたからな、初めてではない。

　前世でやっていたこととほぼ変わらないから、これくらいは余裕だ。

「慣れてきたら料理とかも任せたいけど、大丈夫かな？」

「はい、俺は大丈夫です」

　むしろそういうのを学ぶためにここを選んだといっても過言ではない。

「てんちょー。お水こぼしちゃいましたー」

「うん、私が拭ふいとくから、お水をお客様に届けにいってね」

「はーい」

　……やっぱり飛世さんはどこか抜けているというか、天然な感じがするな。

「あっ、注文聞き忘れちゃいましたー、もう一回行ってきまーす」

「うん、頑張ってねー。いやー、なんだか可愛いバイトさんが増えて嬉うれしいよ。もちろん久村くんも含めてね」

「はぁ、ありがとうございます」

　斉藤店長もどこか年配ならではのゆったりとしたところがあるから、飛世さんと気が合っているのかもしれない。

　その後、俺と飛世さんは仕事を学びながら、一緒にバイトをこなしていった。




　昼時を過ぎて客足も少なくなった頃、俺と飛世さんが同時に昼休憩となった。

「いきなり昼時に働かせてごめんね。忙しかったでしょ。これ、まかないだから、一緒に食べてね」

「わーい、てんちょーのまかないだ。司くん、すっごく美味おいしいんだよ」

「あはは、そこまでハードルを上げないでね、飛世さん」

「ありがとうござます、店長」

　俺と飛世さんはまかないを受け取り、バックヤードに行って一緒に食べ始める。

　三十分ほど休憩をもらったので、落ち着いて食べられるだろう。

「んー、美味しい！　やっぱりてんちょーの料理は美味しいなぁ」

「本当ですね、すごく美味しい」

　今日いただいたのはナポリタンなのだが、本当に美味しい。

　俺もこのくらい料理が出来るようになれば、凛恵や聖ちゃんにも振る舞ってあげられる。

　早く仕事を覚えて、料理も教えてもらいたいな。

「んー、ご馳ち走そう様さま！」

「早っ!?」

　俺が半分も食べ終わってないのに、すでに飛世さんは食べ終わっていた。

　そういえばおっとり系お姉さんなのに、勇一と並ぶくらいによく食べるって設定があった気がするな。

　……食べた分の脂肪が全部胸にいってるなんて設定もあったが、それも納得な容姿だ。

「いやー、だけど司くんすごいね。もう仕事もだいたい覚えちゃったんじゃない？」

「そうですかね。まだまだだと思いますけど」

「えー、そんなことないよー。どこかでこういうバイトしてたの？」

「い、いや、バイトは初めてです」

「そうなの？　すごいねー、もうあんだけ出来るなんて」

　本当は前世でやっていたが、そんなことを言えるわけがない。

　前世といえば……飛世茉莉乃は俺が前世で読んでいた『おじょじゃま』のヒロインだ。

　だがこの作品の本ヒロインは東條院歌か織おりと、藤ふじ瀬せ詩し帆ほ。

　つまり彼女も、主人公の重本勇一と結ばれることはないヒロインだ。

　俺の彼女と妹、嶋しま田だ聖と久村凛恵と同じく負けヒロイン……という役職ではないのかもしれない、この人の場合は。

「ふぅ、なんかお仕事で動き回っちゃったら、汗かいちゃった」

　飛世さんは手で扇ぐようにしながら、額の汗を軽く拭いている。

　確かにもうそろそろ六月になる頃だし、夏本番といった感じだ。

　店内も冷房をつけるかつけないか微妙な程度の気温で、少し汗をかいたかもしれない。

「休憩の時くらい、ボタンは開けてもいいよね？」

「まあ、そのくらいは大丈夫だと思いますけど」

「そうだよねー」

　そう言って飛世さんは制服のシャツのボタンを、上から三つほど開けた。

「はぁ、この制服、胸元が苦しくて暑いんだよねぇ」

　シャツの胸元を持って、パタパタとやる。

「っ……！」

　その瞬間、俺はすぐに目線を逸らした。

　シャツのボタンを三つも開ければ谷間はもちろんのこと、下着まで見えてしまいそうだった。

　さらにシャツを浮かせるようにパタパタとやっていたから、ピンク色の何かが見えてしまった。

「と、飛世さん、胸元が見えちゃいますから、ボタンを開けるのは二つまででお願いします」

「んー？　別に胸元くらいなら見えてもよくないかな？」

「ダメです、胸元だけじゃなくて下着も見えちゃいそうですから」

「あははー、それはちょっと恥ずかしいね」

　そう言いながらようやくボタンを一つだけ閉めてくれた。

　しかし谷間は少し見えているので、あまり見ないようにする。

「うふふ、なんだか司くん、かわいいね」

「……あまりからかわないでください」

　俺はため息をつきながらそう言った。

　飛世茉莉乃が、『おじょじゃま』のヒロインであることは間違いない。

　途中から出てきたキャラで、本ヒロインでないのに人気なのは、なぜか。

　それは──お色気担当の、えっちなハプニングを多く引き起こすヒロインだからだ。

　ラブコメ漫画のヒロインにもいろいろとタイプがあると思う。

　東條院歌織や藤瀬詩帆のような、主人公に選ばれる可能性が高い、本ヒロイン。

　嶋田聖や久村凛恵のような、主人公のことが好きだけどほぼ確実に結ばれることはない、負けヒロイン。

　そして主人公にそこまで特別な好意を抱いていないのに、ヒロイン的な立ち位置にいる女の子がいる。

　ヒロインというよりは、その物語に花を添えるような、何かしらの役目を持った子だ。

　それが『おじょじゃま』の中での、飛世茉莉乃の役割だった。

　飛世茉莉乃は作中で、そこまで勇一に惹ひかれているような描写はない。

　一人だけ大学二年生なので、「かわいい男の子だなぁ」と思ってるくらいだったはず。

　だけどよく登場してきて、他のヒロイン達に嫉しつ妬とされたり嫌われたりしていた。

　それは……謎のえっちなハプニングをよく起こすからだった。

　主に服が脱げたり、転んで勇一に突っ込んで胸を揉もまれたり……などいろいろとやっていたはずだ。

　特に藤瀬には嫉妬されて、東條院さんには嫌われていた。

　だけど飛世さんは天然でほんわかした性格だから、藤瀬や東條院さんに対しても「恋をする女の子はかわいくて好きだから、応援してるよー」といった感じだった。

　そんなお色気担当のヒロインと、俺は『おじょじゃま』の作中で出てくる前に出会ってしまった。

「司くん？　なんか悩んでる顔してるけど、大丈夫？」

　休憩中、俺が飛世さんの作中の設定について思い出していると、心配そうに聞かれた。

「いえ、大丈夫です。ちょっとぼーっとしていただけです」

「そう？　何か悩みがあるなら言ってね、お姉さんが力になってあげるから」

　飛世さんは「むふぅ」という擬音がつきそうな可愛らしい顔でそう言った。

　あなたの漫画の設定で悩んでるんですよ、とは言えるはずもないので、適当にお礼を言っておいた。

　しかしまさか彼女がバイトをしているなんて……そんな描写あったか？

　ぶっちゃけ彼女については、結構終盤に登場したからあまり詳しくはわからないのだ。

　アニメ化が決まっていた『おじょじゃま』だが、九巻までしか刊行していなかった。

　その中で後半に出てきたキャラなので、いまいち彼女についてわからないところがある。

　だけど遅く登場してきたにもかかわらず、飛世さんは人気投票ランキングでは高い順位を取っていた。

　俺の記憶が確かならば、二位になっていた。

　聖ちゃんや凛恵よりも人気が高く、さらには東條院歌織か藤瀬詩帆の本ヒロインのどちらかをも超えた人気だった。

　……やっぱりみんな、えっちなお姉さんキャラ、好きだよね。

　うん、俺も好き。

　だけど俺は聖ちゃんに投票したし、聖ちゃんが一番好きだけどな！

　その後、休憩が終わってバイトの仕事を始める。

　俺はもともと慣れていたので結構すぐに順応出来て、飲み物を入れる作業とかもするようになった。

　飛世さんは……。

「てんちょー、この美味しそうなお料理、どこのテーブルさんでしたっけ？」

「三番さんだよ。伝票に書いてあると思うから、それを見てね」

「あっ、本当だー。三番さん……お待たせしましたー、こちら美味しいお料理でーす」

「あの、頼んでませんけど」

「あれー？」

「飛世さん、そこは四番さんテーブル。あとお出しする時は料理の名前も言ってね」

　なかなか苦戦しているようだった。

　だけど飛世さんの雰囲気がほんわかしているせいか、店長も「仕方ないなぁ」という可愛い孫を見る目だ。

「お、お姉さん、さっきの料理美味しそうだから、飲み物だけじゃなくて料理も頼みたいんですけど、いいですか？」

「あっ、本当ですかぁ？　やっぱり美味しそうですよねー、てんちょーの料理って本当にどれも美味しいから、私はまだ食べてないけど、絶対美味しいですよ」

「そ、そうなんだ。じゃあお姉さんのおすすめはなんですか？」

「さっきまかないで食べたんですけど、ナポリタンはすごく美味しかったですよー。もう頬がとろけちゃうくらいに」

「じゃ、じゃあそれでお願いします」

「はーい。てんちょー、ナポリタンいっちょー」

「うん、だけどそんな感じの掛け声じゃないから、普通に言ってね」

　お客さんも飛世さんの天然ほんわか雰囲気にやられたのか、料理を追加で頼んでるし。

　やっぱり美人って得だなぁ。

　いや、美人ってだけじゃなく、飛世さんのあの雰囲気があるからこそか。

「飛世さんが来てから、お店の売り上げが上がってねー。まだ失敗が多くて不安だけど、やっぱり彼女はホールを担当するのが一番だねぇ」

「まあ、そうでしょうね」

　まずあんな天然な感じで料理が出来るのかも怪しい。

　作中には描写はなかったが、もしかしたら藤瀬詩帆並みに出来ないかもしれない。

「だから久村くんにはホールよりも料理を頑張ってもらいたいと思ってたから、久村くんもそれが希望ってことで助かったよ」

「いえいえ、こちらこそ」

　飛世さんとほぼ一緒にバイトを始めたことで、俺が料理を習うのが早くなったようだ。

　それは飛世さんに感謝だな。

　そんなこんなでバイトの時間は過ぎていき、十八時ぐらいになって俺と飛世さんは上がることになった。

「二人とも、お疲れ様ー。久村くんは面接で来てもらったのに、こんな時間まで本当にありがとうね」

「いえ、俺も早く入りたいと思っていたので、むしろありがたかったです」

「てんちょー、お疲れ様でしたー」

「うん、飛世さんもお疲れ様」

　ということで俺と飛世さんは一緒にバックヤードに行く。

「司くんもお疲れ様ー。初めてのバイトなのに、私よりも覚えが早くてビックリだよぉ。これじゃ先輩の威厳がないなぁ」

「まあ俺は慣れてますから」

「えっ、だけどバイトは初めてなんじゃないの？」

「あ、えっと……そ、そういう漫画があって、喫茶店を経営するみたいな。それを読んでたのでなんとなくわかってたんですよ、はい」

「へー、そうなんだぁ」

　危ない、俺が前の世界でバイトをしていたことは内緒だった。

　バックヤードで服を脱ごうとして、俺はハッと気づく。

　あれ、ちょっと待て、ここで着替えるということは、飛世さんも……。

「ん？　どうしたの？」

　飛世さんは俺のことを気にしないように、すでにシャツの前側のボタンを全て外していた。

「っ！　すみません、俺出て行きます！」

　少しだけブラジャーが見えてしまい、俺は慌ててバックヤードを出て、ドアを閉めた。

　ミスった……というかあの人も、なんで男の俺がいるのに普通に着替えてるんだ。

「別に一緒に着替えて大丈夫だよー？」

「出てこないでください!?」

　シャツのボタンを閉めないまま普通に出てきた飛世さん。

　この人は本当に、なんでこうも天然で隙が多いんだ……！




　飛世さんが着替え終わるのを待ち、彼女が出てからバックヤードに入って着替える。

　今日は面接をしに来ただけのつもりだったが、まさか夕方くらいまで働くことになるとは思わなかったな。

　私服に着替えて、バックヤードを出る。

「店長、お先に失礼します」

「はーい。次のシフトだけど、月曜日の学校終わりで大丈夫？」

「はい、もちろんです」

「そっか、ありがとう。すごい助かるよ。じゃあよろしくね」

「こちらこそ、よろしくお願いします」

　店長とそんな挨あい拶さつをしてから、俺は喫茶店を出た。

　はぁ、久しぶりのバイトだったけど、やっぱり緊張してたから少し疲れたな。

　そう思いながら腕を頭の上に持ってきて、伸びをしていると……。

「司くんっ」

「へぁっ!?」

　いきなり隣から伸びをしていた脇腹をつんっとされて、変な声が出た。

「あはは、面白い声でたねー」

「……飛世さん、まだ帰ってなかったんですか」

　俺の変な声を聞いてニコニコと笑っている飛世さん。

　先に着替えて喫茶店を出たはずなのに、まだ店前にいたのか。

「司くんは家どっち方向？」

「俺は喫茶店を出て右に真っ直ぐですね」

「よかった、一緒の方向だね。じゃあ帰ろっか」

「……はい」

　どうやら俺を待っててくれたようだ。

　飛世さんの隣に並んで一緒に歩き出す。

「別に先に帰ってもらってもよかったですよ」

「えー、せっかく一緒のバイトになったのに、寂しいじゃん」

　口を尖とがらせて不満げにそう言った飛世さん。

　俺よりも年上なのに、そういう子供っぽい顔をしても可愛らしいのは、さすが人気投票二位になった人だなとは思う。

「今後も一緒のシフトになることが多いらしいから、頑張ろうね」

「はい。よろしくお願いします」

「司くん、かたいねー。もっと気軽に話していいよ。ほら、私のことお姉さんだと思ってさ」

「いやいや、それは難しいというか……」

　ただでさえこの人にどうやって接すればいいか全くわからない状況だ。

　まだこの人は原作のこの時期には登場していない。

　登場した時に、久村司と知り合いということもなかったはず。

　それは原作の久村司がバイトなんかしていなかったから、バイト先で出会うなんてことはあるはずがない。

　つまり俺がバイトを始めてしまったせいで、この人と原作の登場前に出会ってしまったのだ。

　だけどもうすでに俺がこの世界に来たことによって、俺と聖ちゃんが付き合うという原作に全くない展開になっている。

　すでに東條院さんと藤瀬が勇一に告白しているし。

　だからもう原作など気にせず、この人と絡めばいいとは思うけど……。

「司くんは高校二年生かー。高校二年生が一番楽しいよねー、一年生の時よりも高校に慣れて、三年生になったら受験があるからね」

「まあそうですね。イベントも高校二年生が一番ある気がします」

「だよね！　修学旅行も高校二年生だったからねー。確かうちの学校は京都か沖縄だったと思うけど、司くん達はどっちになるんだろうねー」

　ニコニコと機嫌が良さそうに話す飛世さん。

　漫画でもほとんどずっと笑っていたから、これがいつもの飛世さんなのだろう。

「そういえば司くんは、なんでバイトを始めたのー？」

「俺は、遊ぶお金欲しさですね」

　聖ちゃんと遊ぶ時のお金が欲しいということで、全く嘘はついていないな。

　遊ぶ相手が恋人ということを伝えていないだけで。

「そうなんだ。しっかり自分で稼いで遊ぶなんて、すごいね」

「そうですかね？　普通だと思いますけど」

「遊び盛りの高校二年生なんだから、バイトなんかせずに遊びたい人は多いと思うよ」

「部活もしてないので、時間がいっぱいあるだけですよ」

「私も部活してなかったなぁ。司くんと同じ、バイトをずっとしてたよ」

　飛世さんもバイトを高校からしていたのか、知らなかった。

　俺は『おじょじゃま』の最新話までしっかり読み込んでいたが、飛世茉莉乃は後半の方に出てきたので、本当に情報がないのだ。

　だからこそ絡みづらいというのはあるのだが……。

「飛世さんはなんでバイトをしてるんですか？　俺と同じように、遊ぶお金ですか？」

「うーん、それもあるけどね。私の家はね、片親でお母さんしかいないんだよね」

「えっ」

「それで兄妹きようだいが私を入れて四人いるから、いろいろとお金がかかるから、お母さんを助けるためにバイトをしてるの」

「そう、だったんですね」

　全く知らなかった、まさか飛世茉莉乃がそんな家庭環境だったなんて。

「まあお母さんは仕事が出来る人だから、四人くらいの養育費とか生活費とかは一人で稼いでるんだけどね」

「それはすごいですね」

「うん、だから私のバイトのお金は、自分で遊ぶのと弟妹のために使うお金。一番上の子でもまだ十歳とかだから、お菓子とかゲームとか買ってあげてるんだぁ」

　飛世さんはニコッと笑ってそう言った。

　ふんわりとした天然なお姉さんキャラ、という感じの飛世さん。

　弟妹がいるのは知っていたけど、下に三人もいたというのは初めて知った。

　だからこそ、お姉さんっぽい雰囲気が出ているのだろう。

「すごいですね、飛世さんは」

「ふふっ、そうそう、だからお姉さんを尊敬してもいいんだよー？」

「はい、もちろん。家族のためにバイトをしてるなんて、尊敬しますよ」

「あはは、冗談で言ったのに褒められると照れるなぁ」

　飛世さんと比べると、俺がバイトを始めた理由が不純な気がしてきたな。

　弟妹のために使うのと、恋人のために使うのだったら、どっちが純粋なのかはよくわからないけど。

「あっ、分かれ道だ。私はこっちだけど」

「俺は違う方なので、ここでお別れですかね」

「もうちょっと司くんと喋しやべりたかったけどー、仕方ないね。また今度、バイト一緒になったら喋ろうねー」

「はい、じゃあまた」

「うん、じゃあねー」

　飛世さんは最後までニコニコと笑いながら、俺とは逆方向の道を歩いていった。

　しかしこれからあの飛世さんと同じバイトか……いろいろと大丈夫かな。




　月曜日、学校が終わって放課後になり、勇一が部活に行く前に話しかけた。

「なあ勇一、飛世茉莉乃さんって知ってるか？」

「ん？　知らないな、誰だ？」

「歳上の大学生二年生の女性だけど、本当に知らないか？」

「うーん、全く聞いたことないな。誰なんだ？」

「……いや、それならいいや」

「なんだよそれ。まあいいか、じゃあ部活行ってくるわ。司もバイト頑張れよ」

「ああ、サンキューな」

　やっぱり飛世さんと勇一は、まだ会ってないか。

　確か二人が会うのは夏休みの最後あたりで、飛世さんがナンパされているのを助けるというものだったはずだ。

　……勇一のやつ、藤瀬のことも中学の時にナンパから助けてフラグ立ててたけど、フラグ建築士はナンパからとりあえず助けるのか？

　とりあえずあの二人は会っていなくて、俺だけが今あの人と会っているということか。

　もう原作は崩れてるし、特に二人を会わせるために動くことはしなくてもいいのかな。

　よくわからないから、何もせずに流れに身を任せておくか。

　そう考えて俺は学校を出て、バイト先の喫茶店がある方向へ歩いていく。

　しばらく歩くと、後ろから声をかけられた。

「久村」

「ん？　あ、聖ちゃ……嶋田」

　振り向くと聖ちゃんが追いかけてくれていた。

「久村、名前を……まあ、もういいか」

「ごめん、パッと名前を呼ぼうとすると、呼び慣れてる方が出ちゃうから」

　もうすでに学校から結構離れているし、周りに生徒はいない。

「私は逆に二人きりの時でも、久村と呼んでしまいそうになるが」

「だけどそれを変えようとしてくれてるんでしょ？」

「まあ、そうだな……司」

「……聖ちゃんのイケボで名前を呼ばれるとドキッとする」

「女性にイケメンボイスって、褒めてるのか？」

　もちろん、めちゃくちゃ褒めてる。

　聖ちゃんの声は女子高生にしては落ち着いていて、透き通った感じの素敵な声だ。

　照れた時は可愛らしく、今みたいに名前を呼ぶ時はカッコいい。

　声だけで惚ほれてもおかしくない、俺はそれを含めて聖ちゃんの全てに惚れているけど。

「俺は聖ちゃんの声好きだから、毎日ずっと聞いていたいよ」

「そ、そんなにか……私も、司の声は、好きだぞ」

「くっ、そんないい声で言われると、もう本当に心臓がもたない……！」

「なんでダメージを負ってるんだ？」

　聖ちゃんの声はダメージを負わせるものと、回復させる両極端の性質を持っていると言っても過言ではない。

　俺にとってはダメージ力も強いが、回復力がもっと強いので問題はない。

　むしろやはりずっと聞いていたい、という結論に至る。

「司の家はこっちの方向じゃないはずだが、どうしたんだ？」

「学校終わりにこのままバイト先に行くんだよ」

「ああ、そういうことか。バイトは喫茶店だったか？」

「うん、店長もいい人だし、いいバイト先だと思うよ」

「そうか、それならよかった。私も今度行ってもいいか？」

「もちろん、何かサービスが出来るように店長に言っておくよ」

　そんなことを話しながら聖ちゃんと歩いていると、分かれ道あたりに着く。

「じゃあね、聖ちゃん」

「ああ、また……」

「あれー？　司くーん？」

　聖ちゃんと別れようとした瞬間、後ろから声をかけられた。

　振り向かなくても声でその人が誰かはわかるが、振り向いてその人を確認する。

「あー、やっぱりだぁ。奇遇だねぇ、司くんもこれからバイト？」

　やっぱり、というのはこちらのセリフだ、飛世さん。

　この人も特徴的な声で、優しいお姉さんという感じの声をしているから、一発でわかるな。

「飛世さん、お久しぶりです。俺もこれからバイトです」

「そっかぁ、今日もまた一緒にバイトだね。というか学校帰りだよねー？　わぁ、東條院高校の制服懐かしいなぁ、私も二年前まで着てたよー」

　俺に近づきながら一人で話し続ける飛世さん。

　テンションが上がっているのか、俺の周りをくるくると回って制服を確認する。

　するとすぐ近くにいる聖ちゃんに気づいたようだ。

「あー、女の子の制服だ！　ねえねえ、お姉さんに制服見せてくれる？」

「えっ、あ、はぁ……」

「ありがとー。いいなぁ、やっぱり大学生は私服でいいのは楽だけど、制服もいいよねぇ」

　飛世さんは次に聖ちゃんの周りを回りながら、制服を眺めていく。

「というか、あなた可愛いねー！　制服もすごいカッコよく着こなしてるし、スタイルも抜群だし、えー、こんな可愛い子が今の東條院高校にいるんだー」

　俺としては、「でしょう、可愛いでしょう」と言いたいところだが、この場がさらに混乱しそうだからやめとこう。

「……つ、久村、この人はどなただ？」

　聖ちゃんが二人きりじゃなくなったから、苗字呼びでそう聞いてきた。

「この人は飛世茉莉乃さん。俺のバイト先の先輩で、東條院高校の卒業生で大学二年生の方です」

「よろしくねー。あなたのお名前は？」

「嶋田聖です」

「聖ちゃんだねー。わぁ、美人さんで可愛いね、よろしくねー」

「はぁ、よろしくお願いします」

　すごいな飛世さんは、コミュ力の塊というか、マイペースだからこそ何も考えないで誰とでも仲良くなりにいこうとする感じが。

「司くんと聖ちゃんはどんな仲なのー？　お友達？　それとも、恋人かな？」

　キラキラとした目でそう問いかけてくる飛世さん。

　どうなんだろう、言ってもいいのか？

　俺が聖ちゃんの方をチラッと見ると、聖ちゃんも悩んでいるようだったが答えた。

「久村とは、クラスメイトで……仲の良い方だと思います」

　恋人、だと明言するのはやめるようだ。

　今の言い方だったらクラスメイトで「友達」か「恋人」かは言っていないから、嘘はついていない。

　だけど……。

「えー、友達なの？　恋人なの？　どっち？」

　そんな曖あい昧まいな答えで引っ込む人じゃないよなぁ、飛世さんは。

「どっちどっち？　恋人？　恋人でしょー？　ほらほらー、お姉さんは誰にも言わないから、言っちゃいなよー」

「い、いや、だから、クラスメイトです」

　おお、聖ちゃんがたじたじになっている、珍しい。

「そうなのー？　司くん、すごくカッコいいと思うんだけどなぁ。ほら、彼氏にしたいと思わないの？」

「っ……カ、カッコいいとは思いますけど、顔だけで彼氏にしたいかどうかは、別じゃないですか？」

「あー、そうだよねぇ。だけど司くん、すごく優しいよ？　私がバイトで失敗しても優しくフォローしてくれるし、いい子だよ？」

「そ、そうですか」

「私だったら彼氏にしたいと思うんだけどなぁ」

「っ……!?」

　聖ちゃんが警戒するように飛世さんを見た。

　もしかしたらライバルか？　みたいな感じで。

　そうやって思ってくれるのは嬉うれしいんだけど、多分飛世さんは深い意味で言ったわけじゃないと思う。

　親しん戚せきの男の子を「カッコいいでしょー？　彼氏にどう？　私だったら彼氏にしたいけどなー」みたいな感じで言っているだけだ。

　だけど飛世さんをしっかり知らないとそうは思わないし、聖ちゃんがそんな反応をするのは仕方ない。

「飛世さん、あまり嶋田をからかわないでください」

「えー、司くんもいいの？　聖ちゃんすごく可愛いし、彼女にしたいと思わない？」

「そりゃもちろん可愛いと思いますし彼女に出来たら幸せだと思いますけど」

　というか彼女だし、今はもうめちゃくちゃ幸せだけど。

「おー、司くん言うねー」

「っ……！」

　飛世さんはなんだか楽しそうに、聖ちゃんは恥ずかしそうに顔を逸らしている。

「じゃあ私は私は？　私と付き合えたらどうかな？」

「飛世さんと？　そりゃ、飛世さんも綺き麗れいですし、性格もいいと思いますから、付き合える人は幸せじゃないですか？」

「あははー、ありがとー！」

「……」

　飛世さんは変わらず楽しそうなのだが、聖ちゃんが少し俺のことを睨にらんできている。

　いや、違うんだよ聖ちゃん、今の場面だと俺はこう言うしかなかったんだよ。

　俺は飛世さんと付き合うつもりなんて毛頭ないし、聖ちゃん一筋だから。

　そう思いながら聖ちゃんと目線を合わせていたんだけど、聖ちゃんに伝わったのかはわからず、ぷいっと顔ごと視線を逸らされる。

　大丈夫かな……だけど今の聖ちゃんの仕草は可愛かったな。

「あっ、司くん、そろそろ行かないとバイトの時間に間に合わないよー」

「飛世さんがここですごい喋しやべるからじゃないですか？」

「あはは、そうかもー。じゃあ早く行こ、司くん」

　聖ちゃんから離れて俺の隣に立つ飛世さん。

　……やっぱり距離感が無駄に近いな、この人。

　聖ちゃんの前だし、悟られないように飛世さんから一歩だけ離れる。

「じゃあね、嶋田。また明日あした」

「あ、ああ、また明日」

「聖ちゃん、じゃあねー！　また話そうねー！」

「は、はい……」

　聖ちゃんはなんだか悩んでいるような雰囲気が出ているのだが、どうしたのだろう。

　だけどここでは聞くことも出来ず、そのまま俺と飛世さんはバイト先の方向へ。

　聖ちゃんは反対方向へ歩いていき、別れた。

　バイト先の道中、また飛世さんと話すのだが……。

「ねえねえ、司くんってもしかして、聖ちゃんのこと好き？」

　これまたキラキラした顔でそう問いかけてきた飛世さん。

　やはり恋話が好きなお年頃なのだろう、歳上に思うことじゃないけど。

「……まあ、好きですよ」

「それはあれだよね？　友達としてじゃなく、女の子としてだよね？」

「はい、そうです」

　俺は正直にそう答えた。

　聖ちゃんは恋人だということを隠したがっていたが、俺が聖ちゃんのことを好きだと言うのは構わないだろう。

「やっぱりやっぱり！　そうだと思ったんだよねー。司くんに私や聖ちゃんと付き合えたら嬉しいかって聞いた時、明らかに聖ちゃんと付き合えた方が嬉しいって感じ出てたし！」

「えっ、そうでしたか？」

「うん！　聖ちゃんの時は『自分が付き合えたら嬉しい』って感じで、私の時は『男性なら誰でも付き合えたら嬉しいんじゃないか』みたいな感じだったよ！」

　自分でも気づかなかったが、そうだったかもしれない。

　というかこの人、あの質問だけでそこまでの違いを見つけていたのか。

　飛世さんは天然だが、やはりバカではないようだ。

　確か大学もこの辺で一番いい大学に行っていた気がするし。

「司くん、聖ちゃんに告白はしないのー？」

　これは、なんと答えるべきか。

　すでに告白はしてるし、すでに付き合っていることは内緒にしておかないといけない。

「まあ、今はまだしませんね」

　ここは嘘をつくしかないだろう。

　もし俺が「している」と本当のことを言ったら、「結果は？　その後は？」といろいろ聞かれることになる。

「そうなんだー。んー、脈ありだと思うけどなぁ」

「脈ありって、なんでわかるんですか？」

「ふふっ、それは女の子の勘ってやつだよ」

「……そうですか」

「あっ、信じてないなぁ？　案外バカに出来ないものだよー？」

　もちろん、バカになんかしていない。

　なぜならその勘が当たっているからだ。

　正解を言うことはないけど。

「そろそろ急がないと、バイトの時間に遅刻しますよ」

「あっ、本当だー。じゃあ急ごっか！」

　俺と飛世さんは少し早歩きで、バイト先の喫茶店に向かった。




　その後、バイトの時間には間に合って、一緒にバイトに入る。

　今日は斉藤店長の奥さんも一緒に仕事に入っていて、軽く挨あい拶さつをした。

　奥さんもとても優しそうな人で、ニコニコと笑って接しやすい女性だった。

　斉藤店長のご夫婦はどちらも六十歳を超えているようだが、とても仲なか睦むつまじいようだ。

　俺も聖ちゃんとずっとこんな感じで仲良くしていきたいな。

「久村くん、今日は平日でお客様が少ないと思うから、今のうちに料理を軽く覚えていこうか」

「えっ、もうですか？」

「うん、久村くんはホールの仕事もすぐに覚えちゃったし、ホールは飛世さんもいるからね。料理も覚えてくれたらこっちもすごく助かるし、その分お給料も上げるから」

「あ、ありがとうございます」

　まさかバイト二日目で料理を教えてもらえるとは。

　もともとカフェのバイトをやっていたからというのもあるけど、飛世さんがいなかったらここまで早くはなかっただろう。

「てんちょー、私はー？」

「飛世さんはホールを担当してもらってもいいかな？　飛世さんは人当たりもいいし、ホール担当が合っていると思うから」

「はーい。まあ私、料理はあまり得意じゃないんで、適材適所ですよね。司くん、頑張ってね！」

「はい、ありがとうございます」

　ということで、飛世さんはホール担当、俺は調理場担当、ということになりそうだ。

　確かに俺と飛世さんだったら、絶対にホールに向いているのは飛世さんだし、調理場に向いているのは俺だろう。

　店長もしっかり考えて……いや、誰でも少し考えればわかるか。

「茉莉乃ちゃん、お水やお料理を出す時は溢さないように、急がないでいいからねぇ」

「了解です！　しっかりゆっくり運びますねー」

　飛世さんは店長の奥さんに教えてもらい、俺は店長に料理を教えてもらうという形だ。

「うん、サンドウィッチはこんな感じだね。やっぱり司くんは覚えがいいねぇ」

「店長の教え方が丁寧だからですよ」

「ふふっ、褒め上手でもあるみたいだ」

　そんな会話をしながら順調に料理を覚えていった。

　飛世さんも前のように失敗をすることは少なくなり、ホールをしっかりこなしていた。

「司くん、四番テーブルさんにサンドウィッチをお願いしまーす」

「りょうか……いや、サンドウィッチって言っても何種類かあるんですが、どれですか？」

「えっ、あー……忘れちゃった！」

「注文は毎回紙に書いているのでは？」

「あっ、そうだったね。えっと、サンドウィッチとしか書いてないや！」

「……もう一回聞いてきてください」

「はーい」

　まあ、やはりすぐに完かん璧ぺきには出来ないよな、俺もそれは出来ないし。

　失敗を繰り返して成長していくものだ、うん。

　そうしてバイトをし始めて、一時間ほど経った。

　お客様は店長が言ったように、土日よりは少ないようだ。

　だが来ないということはなく、常に十人くらいはお客様がいる感じである。

　そして今、カランカランと音が鳴ってお客様が入ってきた。

「いらっしゃいませー」

　飛世さんがすぐに反応して、笑顔で出迎える。

　俺も調理場から見えるのでそちらを向いて、飛世さんに続いて声を出そうとする──。

「いらっしゃいま──えっ？」

　その人物を見た瞬間に、俺は言葉が止まった。

　黒い帽子、キャスケットを被った女性。

　服も黒いスキニーパンツに、黒いレザージャケットで、下も黒いニット。

　さらには大きなサングラスをかけていて、全身が黒色で染まっていて、見る人が見れば怪しい雰囲気の女性だ。

　だけどスタイルが抜群なのと、カッコいい雰囲気が出ていて、芸能人がお忍びで顔バレしないように着ている感じがある。

　そして……帽子で隠しきれずに見える髪色は、銀色だ。

　いや、髪色で判断する前に──聖ちゃんだよね？

　いつもの雰囲気では全くないけど、聖ちゃんということはわかる。

　えっ、なんでこの喫茶店に？

　いやそれよりも謎なのは、なんでそんな自分の正体を隠しているかのような格好をしているの？

　あと……イケメンすぎじゃね？　カッコよすぎね？




　　　　◇　◇　◇




　嶋田聖が、久村司と飛世茉莉乃と別れた後のこと。

　自分の家までの道のりを歩きながら、考えるのはやはりさっき出会った飛世のことだ。

「……綺き麗れいな、人だったな」

　聖の周りには東條院歌織や藤瀬詩帆といった、容姿が整っている女の子が多い。

　もちろんそれには聖も含まれているのだが、聖自身は東條院や詩帆の方が可愛いと思っていた。

　そしてその二人に並び立つほどの容姿を持つ人はなかなかいないのだが、今さっき出会った飛世茉莉乃は、そこに余裕で並び立つ人だった。
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　おそらく黙っていれば綺麗な人で、東條院歌織と並んで立っても美しさは負けない。

　だがその性格からかニコニコとしていることが多く、詩帆と同じような天てん真しん爛らん漫まんな可愛さがあった。

　そしてその二人にはない、歳上ならではの色気みたいなものがあった。

　言葉では少し説明しづらいが、端的にいうと……エロかった。

「……」

　信用していない、わけじゃない。

　司は自分のことを好きだとあれほど言ってくれているし、聖にはそれが恥ずかしいほど伝わっている。

　ただそれは、心配しない、という理由にはならない。

　信用しているし、司が自分のことを好きで他の女性に靡なびくことなんてないと思っているが、心配なものは心配なのだ。

「それにあの人、なんか司に近かった気がするし……司くんって、呼んでたし」

　聖としては、その名前の呼び方が一番気になった。

　聖は飛世が来てから、二人きりじゃなくなったので咄とつ嗟さに「久村」と呼び方を変えた。

　それがわかった司も、「嶋田」と呼んでくれていた。

　しかしそれを全く知らない、気にもしない飛世は、「司くん」「聖ちゃん」と呼んでいた。

　自分が「聖ちゃん」と呼ばれるのはいい、司にも詩帆にも呼ばれてるから慣れている。

　だが「司くん」と呼んでいたのは、とても気になった。

（私ですら、人前では呼んでいないのに……！）

　そう思うと無性に苛いら立だってきてしまう。

（司も、なんで初めて会った女性に司くんなんて呼ばれて……いや、それは違うな。おそらく飛世さんは、誰にでもあのような対応をするような人なのだろう）

　なんとなく詩帆に近い雰囲気を感じたので、それはわかる。

　詩帆も誰にでも分け隔てなく接するので、よくいろんな男子に勘違いされることが多かった。

　今は詩帆が重本勇一を好きだと公言しているので、勘違いされることはなくなったが。

　おそらく飛世さんも、司への接し方を見るといろんな人に勘違いされているのだろう。

　だが司が勘違いすることはない、はず。

　もし勘違いして「飛世さんって俺のこと好きなのか？」とか思ったとしても、彼女の聖がいるのだから問題はない、はず。

（やはり心配だ。それに……）

　心配なのもそうだが、聖は少し違和感を覚えていた。

　飛世茉莉乃に自分達の関係を隠す時だ。

　司と付き合っていることを隠すのは二人で決めた。

　聖が誰かに話すよりも、この関係を秘密にして宝物にしたい、という気持ちだということを話して、司もそれに賛同してくれた。

　だから二人で秘密にするために、飛世に「恋人なの？」と聞かれた時に、嘘をついた。

　自分達はクラスメイトなだけ、だと。

　それを言った時に、聖は何か違和感を覚えたのだ。

（秘密にしたいのに、いざ秘密にしようとした時に……何かモヤモヤした）

　奪われたらどうしよう、という気持ちでない、違う部類の気持ち。

　聖は自分でもよくわからないが、モヤモヤしたのは確かだった。

　そんなことを考えていたら、すでに家に到着していた。

　家の自室に入って荷物を置いてベッドに寝転がって考える。

　考える時はいつもベッドのぬいぐるみを抱きしめる癖があるのだが、聖はあまり自覚がない。

「……どうしようか」

　不安な気持ちのままでいるのは、少し嫌だ。

　だからなんとかして払ふつ拭しよくしたいのだが、特に自分が何か行動してやることはない。

「はぁ、とりあえず宿題でもするか」

　やることもないし、学校の宿題をして今の気持ちを誤魔化そう。

　そう思って椅子に座り、勉強道具を机に広げた。

　それから集中して宿題に……取り組もうとしていたのだが、いまいち集中出来なかった。

　やはり司とあの女性、飛世について気になってしまった。

（今、あの二人は同じバイト先でバイトをしているのか……）

　チラッと時計を見てみると、まだ家に帰ってきてから三十分ほどしか経っていない。

　司が何時までバイトに入るのかはわからないけど、まだ一時間も経ってないからバイトを真面目にやっているだろう。

（はぁ、私は何をしているのだろうな……宿題も集中出来ないし、一度外にでも出るか？）

　いつものようにムーンバックスに行って、飲み物でも買ってきて……。

　そこまで考えると、聖はハッとした。

（私が司のバイト先に行くのは、ありじゃないか……？）

　司のバイト先は普通の喫茶店だ。

　別に聖が行っても何もおかしくはないし、追い出されたりすることもないだろう。

　司も「いつか聖ちゃんも来てよ」と言っていたし、それが今だとしても別に構わないはず。

　ここまで司と飛世の様子が気になるのであれば、バイト先に行って確認した方がいいだろう。

（だが飛世さんと会ってから私がすぐに司のところに行ったら、飛世さんに司と付き合っていることがバレるんじゃないか……？）

　飛世には自分と司の関係は、クラスメイトだと話した。

　クラスメイトのバイト先に、下校時に別れた後ですぐに行くのは変だろう。

　偶然を装っていってもバレてしまいそうだ。

　それに司にも「そんな急に来てどうしたの？」と聞かれたら、なんて答えるか迷う。

（飛世さんとのことが気になって来たなんて……は、恥ずかしくて言えないし）

　少し頬を赤くしてから、その考えを振り払うように首を振った。

　そしてどうするか考えた結果……。

「……変装するか」

　聖は何回か変装したことがある。

　少女漫画は自分には合わない、と思いながらも気になるから、少女漫画コーナーに向かった時には、変装していた。

　知り合いに遭遇しても自分だとバレないように。

　あの時は滅多にはかないスカートで女の子っぽい格好をしていた。

　少女漫画コーナーに行くので、そういう格好の方が合っていると思ったのだ。

　だけど今はただ喫茶店に行くだけなので、スカートははかなくていいだろう。

「ようは、私だとバレないようにすればいいから……顔は隠して、帽子も被るか。服も司には見せたことない格好をすれば、バレないだろう」

　そうして出来上がった格好は全身がほぼ真っ黒で、キャスケットとサングラスをかけた聖だった。

　やりすぎかもしれないが、これくらいしないと司にバレてしまうかもしれない。

「ふむ、我ながらいい変装だな」

　鏡を見て、絶対にバレないだろうという確信を持って頷うなずく。

　──実際は、見られた瞬間にバレたのだが。

「よし、行こうか」

　そして聖は、司のバイト先へと向かった。




　司のバイト先の喫茶店に着き、カランカランという音が鳴るドアを開いた。

「いらっしゃいませー」

　そう言って出迎えてきたのは、さっき初めて出会った飛世茉莉乃だ。

「お一人様ですかー？」

「……はい」

「わかりましたー、こちらにどうぞー」

　そのまま飛世の後をついていく。

　飛世はどうやら聖には気づいていないようで、聖は静かにため息をついた。

（よし、やっぱり今回の変装は上手くいったな。前回の変装とかは知り合いに会うことがなかったから杞き憂ゆうに終わったが、今回は人に会う前提だったからな。上手くいったようでよかった）

　そう思いながらも飛世に案内された席に座ろうとする。

　どうやらそこはカウンター席みたいな感じで、すぐ目の前で調理をしているところが見える席だった。

　そしてそこに立っていたのは、司だった。

（んっ!?　ま、まさか司が目の前に来る席とは……！）

　このお店の制服なのか、司はネイビーの半はん袖そでシャツに黒のネクタイをしている。

（……まあ似合ってるな、うん）

　仕事着の真面目な感じがあり、いつもと雰囲気が違うので、少しドキッとしてしまった。

「こちらの席でお願いしまーす」

　女性も同じ仕事着のようで、案内してくれた飛世も同じ服を着ていた。

（……胸がデカいな、この人）

　司と比べて改めて見ると、どう見ても胸部が常人以上に膨らんでいる。

　女性の聖でも目につくのだから、男性だったら絶対に見てしまうだろう。

　それに少しモヤモヤしながらも、目の前に司がいる席に座る。

　司は目を見開いて聖をじっと見ていた。

（ま、まさか、バレているのか？　どうなんだ……？）

　自分としてはほぼ完かん璧ぺきに変装出来ていると思っているので、こんなに早くバレるとは思っていない。

「司くん、どうしたのー？」

　飛世も司の様子がおかしいと思ったのか、カウンター越しにそう問いかけた。

「い、いや、なんでもないです」

「そうー？　体調悪いとかなら、てんちょーに言って休ませてもらいなよー？」

「本当に大丈夫ですから。ありがとうございます」

　司は少し様子がおかしいが、自分に気づいている様子はない……と聖は思っていた。

（よし、司にもバレていないようだ。帽子にサングラスまでしてるのだから、当たり前か）

　そう思いながらメニュー表を開く。

　お腹も少し減っているので、アイスココアとチーズケーキを頼むことに。

（注文は……この席だと、司に言った方がいいのか？）

　テーブル席にまで聞きに行っているのは飛世のようだが、目の前にいる司に頼んだ方が店員側も助かるだろう。

　そう思って声を出そうとした瞬間、聖はハッとしてやめた。

（あ、危ない、このまま喋しやべったら、声で私だとバレるかもしれない。司は私の声も、その、好きと言っていたし。声と、それに喋り方も変えた方がいいかもしれない）

　そう思って一度咳せき払ばらいをしてから、聖は司に話しかける。

「あの、ご注文よろしくて？」

　少しだけ声を高くして、喋り方は東條院歌織の真似でお嬢様っぽいのを意識した。

「んっ!?」

　急に話しかけられてビックリしたのか、司は喉のどを詰まらせたかのような声を出した。

「つ……あ、あなた、大丈夫かしら？」

　思わず「司」と呼びそうになってしまったが、なんとかギリギリで変えた。

「っ……！　だ、大丈夫、です。はい、ご注文ですね、どうぞ」

　司はなぜか顔を逸らしているので聖から顔は見えないが、身体がすごい震えていた。

（大丈夫か？　さっきから様子がおかしいが、本当に風邪とかじゃないのか？）

　少し心配をしながらも、聖は注文をする。

「アイスココアと、チーズケーキをお願いしますわ」

「か、かしこまりました……少々お待ちください」

　注文を受けた直後に後ろを向いて、やはり身体を震わせている司。

　どこか身体が悪いのかと心配になるが、ただの客として来ているのだから、気軽に話しかけるわけにはいかない。

「あっ、出すの忘れてたー。お客様、お水どうぞー」

「……ありがとうございますわ」

　お礼を言いながら水を受け取り、軽く口をつけながらチラッと飛世を見る。

　ニコニコとしていて、さっき道端で出会った時と全く様子は変わらない。

　聖に水を出した後は、また他のお客様のところに行って注文を聞いている。

　他の客にも敬語で話しているが、ほとんど司と話している感じと変わらない。

　つまりやはりあの人は、常にあのような距離感で人と話すということだろう。

（詩帆もあんな感じではあるが、飛世さんはそれ以上だな。すごい人だ）

　そう思いながら水を飲んでいると、目の前にいた司から声がかかる。

「お客様、アイスココアとチーズケーキです。カウンター越しで失礼します」

「あ、はい……ありがとうございますわ」

「っ、ごゆっくりどうぞ」

　また身体を震わせながら言った司に、少しだけなら大丈夫かと思って聖は話しかけた。

「店員さん、身体が震えてますが、どこか身体が悪くて？」

「い、いや、特に悪いところはないです。ご心配かけてしまいすみません」

「それならいいのだけど、ご無理はなさらないようにね」

「はい……少し、その、慣れてきたので大丈夫です」

　何に慣れてきたのかはわからないが、とにかく体調が悪いとかではないようでよかった。

　そのままの流れで、聖は司に話しかけ続ける。

「店員さんは、バイトさんかしら？」

「はい、先日入ったばかりです」

「あら、そうなのね。あちらの女性の店員さんもまだ慣れていないようですが、そうかしら？」

「はい、俺の一週間前から勤めている店員です」

　どうやら司と飛世は、ほぼ同時期くらいにバイトに入ったようだ。

「お綺き麗れいな人ね、あの女性店員さん。笑顔が素敵で、見ていて気持ちがいい人ね」

　今もお客と雑談をしているのか、飛世は楽しそうに話していた。

「そうですね。とてもいい女性だと思いますよ」

　司もお客と話す感じで作業をしながらも話してくれる。

　聖は飛世を見ているフリをしながらも、司の方をチラチラと見ていた。

「あんな女性と働いていたら、男性としてはとても嬉うれしいものではないかしら？」

　その質問をしてから、聖は少し失敗したかと後悔した。

（い、いきなりすぎたか？　急にお客がこんなこと聞いてきたら変か？　もうちょっと上手く聞ければよかったんだが……！）

　心の中でそう考えるが、表には出さないように気をつけながら司の様子を見る。

　司は少し目を見開いて、少し笑みを浮かべてから答える。

「ええ、とても接しやすい方ですし、一緒に働いていて楽しいのは確かです」

「……そ、そうですか」

　その答えを聞いて、さっきよりも心の中がモヤモヤする。

　自分から飛世を褒めるように話しかけたのだから、司が流れで飛世を褒めるのは当たり前なのに。

「ですが男性として嬉しいかどうかは、正直微妙なところです」

「……えっ？」

　その言葉に、聖は高い声ではなく素の声を上げてしまった。

　司はそれには気づかなかったように言葉を続ける。

「特に俺は飛世さん、女性店員の名前が飛世というのですが、飛世さんのことは女性として好きになることは絶対にないので」

「……あ、あら、そうなのね。それはなんでかしら？」

「好きな人がいるからです」

　立て直した聖だったが、司の言葉でまたすぐに崩されそうになる。

　司は洗ったお皿を乾から拭ぶきしながら、聖のことを見て笑みを浮かべていた。

「確かに飛世さんはお綺麗で魅力的な女性かもしれないですが、俺としては好きな人の方が綺麗で可愛くて、魅力的な女性です。だから飛世さんに目移りすることは、絶対にあり得ませんね」

「っ……そ、そう、とても素敵な女性なのね、あなたが好きな人は」

「ええ、俺にとっては世界で一番魅力的で、可愛い女性です」

　その言葉を聞いて、顔を真っ赤にしながら俯うつむく聖だった。

（つ、司め……なんて恥ずかしいことを言っているんだ……！　これを聞くのが私だったからよかったものの……！）

　司は気づいていないが、司が惚のろ気けている相手は変装した聖。

　司としては自分の好きな人を他人に惚気ているだけ。

　しかし聖にはこんな惚気を、司が堂々と他の人に話しているのは恥ずかしすぎる。

（こんなことを他人に話されたら、バカップルだと思われてしまう……！）

　今回はその他人が変装した聖だったからよかったものの。

「て、店員さん、あまりそういう惚気は他人にするものではないですよ。心のうちに秘めておきなさい、ええ、そうした方がいいわ」

「ふふっ、わかりました。失礼しました、お客様」

「な、何を笑っているのですか？」

「いえ、なんでもありません」

　司がなんで笑っているのかわからないから問いかけようとしたのだが、司は店長らしき男性に呼ばれて目の前から消えてしまった。

「ではお客様、ごゆっくり」

　そう言ってニコッと笑ってからいなくなった司。

（あ、あいつ、お客さんにあんないい笑顔を見せるのか？　それで勘違いした女性客がいたらどうするんだ……！）

　なんてことを思いながら、聖はアイスココアとチーズケーキを食べる。

　この店に来るまであった心の中のモヤモヤが消えていたので、とても美味おいしく頂けた。

（来てよかったな。司の働きぶりも見ることが出来て、あいつの気持ちも、その、不本意ながら聞けたからな。少し心配していたが、やはり信じていいようだ）

　アイスココアとチーズケーキを食べ終わり、聖は席を立ち上がる。

　そして入り口近くにあるレジのところまで向かった。

　レジは今、飛世が担当しているようだ。

「お会計をお願いしますわ」

「はーい。美味しかったですかー？」

「はい、とても美味しかったですわ」

「それならよかったです。また来てくださいね、聖ちゃん」

「はい……えっ？」

　思わず返事をしてしまったが、この女性はなんて言った？

「ん？　どうしました、聖ちゃん？」

「え、えっ!?　き、気づいてたのですか!?」

「うん、もちろんだよー。聖ちゃん、すごいカッコいい格好だねー」

　ニコニコと笑ってそう言った飛世に、聖は愕がく然ぜんとしていた。

「え、だ、だって、さっきまで敬語で話してましたよね？」

「だって私は店員さんで、聖ちゃんはお客様でしょ？」

「そ、そんな素振り、全くなかったですよね……？」

「そうかな？　聖ちゃんって気づいたから、司くんの目の前の席に案内してあげたんだよ」

「う、嘘だ……」

「本当だよー。それに司くんもすぐに気づいてたみたいだよ？」

「えっ……」

　その言葉を聞いて、聖はおそるおそる振り向く。

　カウンター内にいる、とても気まずそうな顔をした司と目が合った。

「……」

「……」

「……ごめん、聖ちゃん」

「っ──!?」

　顔が真っ赤になって、泣きそうになる聖だった。




　　　　◇　◇　◇




　バイト終わりに、聖ちゃんが待っている公園に来た。

　聖ちゃんが帰ろうとした数十分後に、俺もバイト上がりだった。

　先に公園に来ていた聖ちゃんだが、俺と目が合うとすぐに顔を真っ赤にして目線を逸らしてしまった。

　やはりさっきの出来事、というか事件というか、いろいろと気にしているようだ。

「お待たせ、聖ちゃん」

「あ、ああ……司も、お疲れ様」

　ベンチに座っている聖ちゃんの隣に座った。

　聖ちゃんは真っ赤になっている顔を見られないようにするためか、俺とは完全に正反対の方向を向いている。

　耳が真っ赤なのは見えていて可愛いけど。

「その、司……お金、ありがとう」

「ん？　ああ、いや、あれくらいは大丈夫だよ」

　聖ちゃんが食べたチーズケーキとアイスココアの代金は、俺のバイト代から天引きしてくれるように店長に頼んだ。

　店長はとても優しく、半額にしてくれた。

　聖ちゃんがあのまま出て行ったとしても、お会計は半額にしてもらって、後の半分は俺が払う予定だった。

　飛世さんが気づいていたのは予想外だったし、その場で暴露するとは思わなかったが。

「それより聖ちゃん、その、大丈夫？」

「……大丈夫なように、見えるか？」

「うーん、まあとても恥ずかしそうには見えるけど」

「わかっているなら言うな……！」

　声を震わせて怒ったように言う聖ちゃんだが、まだ顔は見えない。

「い、いつから気づいていた？」

「……んー、お店に入ってきた時から？」

「最初からじゃないか……！」

「ごめん、だけどなんか変装してるみたいだったし、バレたくないのかなぁって思って」

「くっ、確かにそうだが……」

「それにすごく似合ってたよ。というか今も似合ってるし」

　聖ちゃんの私服はカッコいいのが多いけど、ここまで黒ずくめで怪しい格好をすることはない。

　まあめちゃくちゃ似合ってたから、本当に芸能人のお忍びみたいな雰囲気だったけど。

　サングラスと帽子も最高にカッコいい、惚ほれ直した。

「褒め言葉なのだろうが、今は嬉しくないな……」

「うん、まあ、ごめん」

「謝らないでくれ……帽子か、帽子で完全に髪を隠せれば……」

　いや、確かに聖ちゃんは髪が銀色だからわかりやすいけど、髪が全く見えなくても多分俺はわかったと思うけど。

「……なんで来たのか、聞かないのか？」

「ん？　どういうこと？」

「私が変装して、司にバレないようにしてまで、店に来た理由を聞かないのか」

　ああ、確かにそれは聞いてなかった。

　だけど店で聖ちゃんと話している時に、もうすでに答えは聞いたようなものだ。

「心配だったんでしょ？　あの人、飛世さんのことが」

「うっ……」

　俺の自意識過剰じゃないと思うのだが、聖ちゃんは俺と飛世さんの関係を見て、不安に思ったのだろう。

　カフェでも聖ちゃんが言っていたように、飛世さんはいつも笑顔で明るくて素敵な人だ。

　前世の漫画の人気投票では、登場してすぐに人気を掻かっ攫さらっていったくらいに。

　……聖ちゃんがあの人に負けていたのが少し腹立つが。

　まあそれは置いておいて。

　聖ちゃんは俺が飛世さんのことを好きになってしまうのでは、と思っていたようだった。

「店でも聖ちゃ……お客様には言いましたが、俺が飛世さんのことを女性として好きになることはありえないので、ご安心ください」

「も、もう私だってバレてるんだから、店員のような喋しやべり方はやめろ！」

「聖ちゃんもあの時の喋り方をしてもいいんだよ？　その、誰を意識した喋り方なのか、ふふっ、すぐにわかったけど……！」

　話す時に聖ちゃんが声を少し高くして、お嬢様っぽい口調で話していたのは、本当におかしくて笑ってしまった。

　お嬢様っぽい喋り方など、俺達の周りで参考に出来るのは東條院さんだけだろう。

「わ、笑うな！　すごい恥ずかしいんだぞ！　さらに恥ずかしさを上乗せするなぁ！」

　聖ちゃんが涙目になりながら、俺の肩を持って揺さぶってくる。

　ようやくこっちを向いてくれた聖ちゃんは、やはりまだ顔が真っ赤っかだ。

「ふふっ、ごめんごめん。なんか聖ちゃんの新しい一面を見られた気がしてね」

「くっ……こんなことなら、変装なんてしなければよかった……！」

　もっとからかって可愛がりたいけど、そろそろ聖ちゃんが可哀想だからやめておこう。

「お店で飛世さんのこと見てわかったと思うけど、あの人は誰にでも距離感が近い感じで接する人だから、心配しなくても大丈夫だよ」

「……ああ、それは見てればわかった。詩帆もそのタイプだが、あの人はそれ以上だな。あれでは勘違いする男が多そうだ」

「確かに」

　実際に前世の漫画の世界でも、あの人は勘違いされた男から迫られていたことがある。

　その危ないところを勇一が助けて、ヒロインっぽい感じが出ていた気がするな。

「まあ俺はあの人の性格はわかってるし、勘違いすることはないから。俺が好きなのは聖ちゃんだけだから」

「っ、そ、それは十分わかった。だが、店のお客さんに、私とのことを惚のろ気けるのはダメだぞ。は、恥ずかしいから……」

「あれは聖ちゃんだってわかってたからね。聖ちゃんじゃなかったら俺もあんなこと言わないよ」

「そ、それなら、まあ、いいだろう……」

　あれは聖ちゃんを安心させるために言ったことだ。

　まあ俺の本心だし、他の人にも好きな人のことを聞かれたら「俺の好きな人は世界で一番魅力的で可愛くて綺き麗れいな人だ」と答えるが。

「あっ、司くーん！　聖ちゃーん！」

　そんな声が聞こえて公園の入り口を見ると、飛世さんが手を大きく振って近づいてくるのが見えた。

「飛世さん、お疲れ様です」

「うん、お疲れー。聖ちゃんも店に来てくれてありがとうねー」

「い、いえ、私はその……」

「やっぱり聖ちゃんの私服姿、すごいカッコいいね！　普段からそんな格好なの？」

「い、いや！　この格好は今日だけで、もう着ないというか……」

「えー、そうなのー？　すごい似合ってるのになぁ」

　聖ちゃんはこの格好をしたら今日のことを思い出してしまうから、今後この組み合わせで着ることはないのだろう。

　だけど俺も似合ってると思うし、また着てほしいけど。

「聖ちゃんが今日店に来たのは、司くんのバイト姿を見に来たの？」

「えっ、あ、まあ、そうですね」

「やっぱり！　どうだったどうだった？　司くん、カッコよかった？」

「ま、まあ、真面目にやっていて、よかったと思います……」

「えー、カッコよくなかった？　料理するところとか、すごい出来る男感があって、いいと思うんだけどなぁ」

　チラチラと俺の方を見てくる飛世さん。

　もしかして俺が聖ちゃんのことを好きって話をしたから、俺のことを褒めてくれているのか？

　この人にはまだ俺と聖ちゃんが付き合っていることを言ってないから、くっつかせようとしてくれているのかもしれない。

　その気持ちは嬉うれしいけど、逆効果というか……。

　聖ちゃんが「やっぱりこの人、司のことを!?」みたいな顔をして飛世さんを睨にらんでいる。

　飛世さんは気づいていないようだが。

「今日も私のミスを助けてくれたりしたもんね、司くんは」

「あのくらいは当然ですよ」

「いやー、やっぱり司くんはカッコいいなー。司くんがフリーだったら、私が付き合いたいくらいだよー」

　……ん？　なんか今の言葉、少し違和感があったな。

　どこに違和感があったか考える前に、また飛世さんが俺に近づいてくる。

「次のバイトもよろしくね、司くん」

　そう言って笑みを浮かべる飛世さんだが、やっぱり距離が近いなこの人。

　俺が一歩後ろに下がろうとした瞬間、俺と飛世さんの間に聖ちゃんが入ってきた。

　急に入ってきてビックリしたのだが、聖ちゃんは飛世さんを睨む。

「……飛世さん」

「どうしたの、聖ちゃん？」

「あまり……司に近づかないで、ください」

　俺を背にして、飛世さんから離れながらそう言った聖ちゃん。

　というか今、他の人がいるのに俺の名前を……？

「んー、どうして？」

「司は……私の、か、彼氏、だからです！」

「っ……！」

　せ、聖ちゃんが、俺のことを、彼氏って……！

　めちゃくちゃ嬉しくて感動しているのだが、まさか聖ちゃんが飛世さんにそんなことを言うなんて。

　俺は付き合っていることを言ってもいいし、聖ちゃん次第だったのだが……もしかして、嫉しつ妬としてくれたのか？

「飛世さんが他人と距離が近いことはわかりますが、私の彼氏に、その、そこまで近づかないでください」

　聖ちゃんは勇ましくそう言い切ったが、後ろから見える横顔はとても赤かった。

　恥ずかしがりながらも、言ってくれたようだ。

「……ふふっ、そっか！　わかったよ、ごめんね聖ちゃん」

「い、いえ、わかってくれたなら……こちらこそ、ごめんなさい」

「ううん、私が悪いから。二人が付き合ってるのをわかりながら、挑発するみたいに司くんに近づいちゃったから」

「……はい？」

　飛世さんの言葉に、聖ちゃんは目を丸くして固まった。

　俺も少し驚いたが、さっきの飛世さんの言葉。

『司くんがフリーだったら』

　と言っていたので、俺が誰かと付き合っているということがわかっていたのか。

　俺が聖ちゃんのことは好きと伝えていたが、それだけだったら一応俺は誰とも付き合っていないフリーの状態、だと普通は思うはずなのに。

　聖ちゃんがハッとして、俺の方を向いてきた。

「つ、司が言ったのか？」

「いや、俺は言ってないよ」

「じゃあなんで……」

「司くんには聞いてないよー。二人の様子を見てて、付き合ってるんだろうなぁって思っただけだよ？」

　今回の聖ちゃん変装事件を見れば、わかりやすいかもしれないが。

「聖ちゃんも可愛いねー。嫉妬して、私は司くんの彼女ですって名乗り出たのかな？　いやー、青春してるねー」

「あ、うぅ……！」

「大丈夫だよ聖ちゃん、司くんはカッコいいけど、聖ちゃんから奪おうとは思わないからね。それに私が司くんのこと好きになっても、奪えないと思うし」

　飛世さんは楽しそうにニコニコと笑っている。

　対して聖ちゃんは顔を真っ赤にしながら飛世さんを睨んでいた。

「くっ……か、からかった、だけですか？」

「うん、ごめんね？　だけど聖ちゃんの可愛いところが見られたから、後悔も反省もしてないよ！」

　とってもいい笑顔でそう言った飛世さん。

「っ……！　よ、よくわかった。飛世さん、私はあなたのことが嫌いだ！」

　聖ちゃんは顔を真っ赤にして、飛世さんを指差してそう言い切った。

「うふふっ、私は大好きだよー！」

「く、くっついてくるな！　なんでいきなり抱きしめてくる!?」

「聖ちゃんが可愛いから！」

「頭を撫なでるな！　この、離れ……無駄に力が強いな!?　司、助けてくれ！」

「司くんも一緒に聖ちゃんを抱きしめようよー！」

「何を言ってるんだこの人は!?」

　聖ちゃんが飛世さん相手に、敬語を外してしまったな。

　確か原作でもこの二人は、こんな感じだった気がする。

　飛世さんは掴つかみ所どころがない感じで聖ちゃんをからかって、聖ちゃんがそれに対して可愛い反応をしてしまい、さらにからかわれる。

　原作とは出会いが全く違うのに、ほぼ同じ関係性になるのか。

　まあ、相性が悪いわけじゃないだろう。

　ほぼ原作のような絡みをしている二人を見て、思わず頬が緩んでしまった。
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　六月となって、季節はほぼ夏といってもいいくらい、暑くなってきた。

　まだ真夏日ではないが、半はん袖そでで外を歩いても問題ないくらいだ。

　そして学校では、衣替えがあって夏服となった。

　まあブレザーを脱いで登校する、というだけだ。

　だけどそれでも……チラッと隣を歩いている聖せいちゃんを見る。

　白色の半袖シャツに赤いネクタイをして、制服の膝ひざ上うえくらいの黒のスカートをはいている聖ちゃん。

　……うん、夏服は最高だな！

「私のことをじっと見てきて、どうしたんだ？」

「いや、やっぱり聖ちゃんは夏服も似合ってて可愛いなって」

「……そうか、ありがとう」

　俺の褒め言葉に慣れてきたのか、狼狽うろたえることなくお礼を言った聖ちゃん。

　だけど耳が赤くなっているのが見えていて、やっぱり可愛い。

「スカートも似合ってるけど、聖ちゃんって私服ではスカートをはくの？」

「ほとんどないな。前に詩し帆ほと一緒に買い物をした時に試着させられて、勢いで買わされたものがあるが」

「あー、そうなんだ」

　確か原作でもそんなシーンがあった気がする。

　あの時は紙面で聖ちゃんの私服スカート姿を見たけど、実際にこの目で聖ちゃんが着ているのをいつか見てみたいな。

「いつかデートの時にはいてもらうことは可能？」

「うっ……そ、それはもちろん、可能か不可能かで言えば、可能だろうが……」

「まあ無理は言わないけど、いつかね」

「あ、ああ……まあ、いつかな」

　少し恥ずかしそうにしている聖ちゃんを見て、俺はやっぱり可愛いなと思いながら学校へと歩いた。

　学校の昼休み、いつも通り五人で固まってご飯を食べる。

「ほら、勇ゆう一いち、今日も作ってきてあげたわ」

「おう、ありがとう、歌か織おり」

「私も作ってきたよ！」

「藤ふじ瀬せもありがとう。だけどこんな毎日作ってもらってて、大変じゃないか？」

「ううん、花嫁修業だと思えば、このくらい平気だし楽しいよ！」

「あら、藤瀬さん、花嫁修業ならば、未来の旦だん那なさんのために、勇一じゃなくて違う人に作ってあげたら？　どうせ勇一を婿に迎えることは出来ないのだから」

「ずっと未来の旦那さんのために作ってるし、今もその旦那さん候補に食べてもらってるから大丈夫だよ。東とう條じよう院いんさんこそ、今のうちに未来の旦那さんを探した方がいいんじゃない？　重しげ本もとくんは無理だと思うから」

「ふふふ……」

「あはは……」

「……なぁ、いつも思うんだけど、もう少し平和に食べさせてくれない？」

　勇一は毎日あのやり合いの間に挟まれて大変だなぁ。

　だけど学校で一、二を争う美女に好かれているんだから、あのくらいは仕方ないのかもしれないが。

　俺と聖ちゃんはその前で穏やかにご飯を食べている。

　しかし、東條院さんの喋しやべり方を聞いていると、時々思い出してしまうことがある。

「勇一、これも食べなさい。私の自信作よ。庶民じゃ用意出来ない高級なお肉を使った料理だから、しっかり味わうのよ」

　……この前の、聖ちゃんカフェ潜入事件。

　あの時に東條院さんの口癖を真似していたから、それを思い出してしまう。

　油断していると口角が緩んでニヤニヤしてしまう……あの時の聖ちゃん、面白くて可愛かったなぁ。

「おい、久ひさ村むら、何をニヤニヤしているんだ」

「ん？　なんでもないよ、嶋しま田だ」

「本当か？　前も昼休みの時にニヤニヤしていたが……」

　東條院さんとはクラスが違うから、昼休みの時にしか彼女の口調を聞くことはない。

　だから昼休みの時だけ思い出してしまい、笑ってしまうのだ。

「本当になんでもないから」

「……本当か？」

「……いや、本当はあるけど、だけど言ったら嶋田が怒っちゃう可能性が高いから」

「私が怒る？　なんだ？　余計に気になるんだが」

「うーん、ここで言うのもなんだし……」

　俺は少し声を落とし、周りの誰にも聞かれていないことを確認する。

「一緒に帰った時に話すよ」

「あ、ああ、わかった。今日はバイトがないのか？」

「うん、ないから」

「そうか、なら一緒に帰るか」

　よし、久しぶりに聖ちゃんと一緒に帰れるぜ。

　だけどその時になんでニヤニヤしてたか言わないといけないのか……絶対に怒られるだろうなぁ。

「そういえば、そろそろ期末試験だね」

　前に座っている藤瀬が雑談の中でその話題を振った。

「うっ……やだなぁ、キツイなぁ、ずっとバスケだけしてたいなぁ」

「重本くんは勉強が苦手なんだね」

「学校から勉強がなくなれば最高なんだけどな」

「それは多分もう学校じゃないよね」

　藤瀬の言う通りだな。

　だけど俺も勇一ほどじゃないが、勉強は苦手だから勇一の気持ちは少しわかる。

「あら、勇一。あなたの隣には学校で一番、いいえ、世界で一番頭のいい高校生がいることよ？　私がつきっきりで教えてあげるわ」

　学校で一番頭がいいのは確かだが、世界では……どうなんだろう。

　さすがに世界一ということはないと思うが、日本一くらいならありえそうだな。

「よろしくお願いします、歌織様」

「ええ、任せておきなさい。その代わり褒美として何か欲しいわね」

「俺が出来ることならなんでも」

「なら勇一との子供とか？」

「無理です」

　エッグいご褒美を要求しててビビるな。

「むぅ、重本くん、私も勉強教えてあげるよ！」

「マジで？　それはめちゃくちゃ嬉うれしいな」

「あら、藤瀬さん。全教科満点である私以上に、勇一にしっかり教えられるというの？　言っておくけど、勇一は想像以上のバカよ。あなたくらいの頭の出来で、勇一を赤点から救えるかしら？」

「私だって勉強は得意な方だし、教えるのも好きだから！　どれだけ重本くんがバカで全然ダメでも、絶対に教えきってみせるから！」

「いや、間違いじゃないんだけどさ、俺のことを貶けなしながら争わないでくれる？」

　確かに勇一はバカで一人で勉強していたら赤点を逃れることは不可能だろうけど、東條院さんと藤瀬がいれば大丈夫かな。

　……俺も赤点は取らないと思うけど、平均点を超えられるかどうかくらいだから、人のことをあまり言えないが。

　だけど俺の隣にも、学年順位一ひと桁けたが常連の聖ちゃんがいるのだ。

　帰りに一緒に勉強をしようと頼み込もうかな。




　そして、学校が終わって帰り道。

　学校から出て生徒がほとんどいないところまで来てから、俺と聖ちゃんは合流した。

「それで、昼休みに笑ってた理由はなんだ？」

「あっ、それは……東條院さんの話し方を聞くと、あの時のことを思い出しちゃうから」

「っ！　あ、あの時のことを思い出すな！　ものすごく恥ずかしいんだぞ！」

　聖ちゃんは顔を真っ赤にして声を少し荒らげた。

「くっ、なんで私はよりによって、東條院の口調を真似してしまったのか……」

　あの事件の直後、聖ちゃんも東條院さんと話していると当時のことを思い出して、顔を赤くするということがあった。

『嶋田さん？　なんで私と喋ると、顔を真っ赤にするのかしら？　あなたに惚ほれられたところで何も嬉しくないのだけれど？』

『そんなわけないだろ……東條院、話し方を変えてくれないか？』

『はっ？　何を言ってるの？』

『……いや、なんでもない。それならしばらく私に話しかけないでくれ』

『惚れられたと冗談を言っただけなのに、なんでいきなりフラれるのかしら？』

　こんな会話をしているのを思い出して、またニヤついてしまう。

「司つかさ……お前、また思い出してたな？」

「ふふっ、ごめんね。もう思い出さないように……いや、それは無理かもだけど、聖ちゃんに悟られないようにするから」

「うっ……そうだな、最低限それは頼むぞ」

　しっかり表情筋を鍛えて、思い出してもニヤニヤしないようにしなければ。

　そんなことを話しながら帰っていると、後ろから声をかけられた。

「お兄ちゃん、それに聖さん」

「おっ、凛り恵え。凛恵も帰りか？」

「見ればわかるでしょ」

　自転車に乗って近づいてきた妹の凛恵。

　今日は日直だったようで、朝は一緒に登校せずに先に出かけていた。

「凛恵も一緒に帰るか？」

「いいの？」

　俺の提案に、凛恵は聖ちゃんにチラッと視線を向ける。

「私はもちろんいいぞ。凛恵と一緒に帰れたら嬉しい」

「……うん、じゃあお邪魔します」

　ということで凛恵も合流し、三人で帰ることになった。

　俺は凛恵から自転車を受け取り、乗らずに歩いて押した。

　時々この三人で登校したりするが、一緒に帰るのは初めてかもな。

「そろそろ期末試験だが、凛恵は勉強はどうなんだ？」

　聖ちゃんが凛恵にそう話しかける。

「そこまで得意な方じゃないので、平均点を少し超えるくらいです」

「平均点を超えていたらいいと思うけどなぁ」

「そりゃお兄ちゃんは平均点を下回るからね」

「うっ……いや、赤点を取らないだけマシだろ」

「それは最低限でしょ……」

　凛恵が少し呆あきれるようにそう言った。

　確かに、だけどうちのクラスに赤点回避ギリギリ常連の主人公がいるんだよな。

「そうだ、聖ちゃん、今度勉強を教えてくれない？」

「私か？　もちろんいいが、そこまで教えるのが上手くはないと思うが」

「聖さんは頭いいんですか？」

「聖ちゃんは学年順位でいつも一桁取る人だから」

「えっ、すごっ!?」

　凛恵の純粋な驚きと称賛に、聖ちゃんはくすぐったそうに笑う。

「まあ勉強が得意というわけじゃないが、嫌いじゃないからな。ただ勉強する時間を長く取っているだけだ」

「いやいや、それでもすごいですよ。その、迷惑じゃなければ、私も勉強を教えてもらってもいいですか？」

「ああ、もちろんいいぞ」

　聖ちゃんとの勉強会に、凛恵も参加することになるとは。

「じゃあ場所はどうしようか、カフェとかでする？」

「だがカフェだとさすがに騒がしいし、場所も取りづらい気がするな」

「そうだね、どうしようか」

　俺と聖ちゃんが悩んでいると、凛恵が「あっ」と思いついたように、

「じゃあ私達の家は？　お兄ちゃん」

「えっ、俺達の家？」

「うん、別に問題ないでしょ？」

「えっと、まあ家的には問題ないと思うが……」

　聖ちゃんが自宅に来る、ということだよな。

「聖ちゃんも、俺達の家での勉強会で大丈夫？」

「あ、ああ、そちらがよければ、私は大丈夫だ」

「そっか……うん、じゃあそうしようか」

　ということで、聖ちゃんを自宅に招き入れて勉強会をすることになった。

　……なんか緊張してきたな。




　　　　◇　◇　◇




　勉強会をすることになり、司の家にそのまま行くことになった。

　聖は少し緊張していて、口数が少なくなっていた。

（ま、まさか司の家に行くことになるとは……！　彼氏の家に行くのって、付き合ってからこんなに早くてもいいのか!?　いやだが、今日は妹の凛恵もいるし……）

　話の流れ的にすぐに決まってしまって、心の準備が終わっていない。

　聖の気持ちの整理がつかないまま、司と凛恵の家に着いてしまった。

　特に何の変哲もない普通の一軒家、だからこそ二人が普段暮らしているというのが想像出来るような家だ。

（待てよ？　もしかしたら司と凛恵の親御さんがいるんじゃないのか？　そ、それならしっかり挨あい拶さつをしないと……つ、司の彼女と言えばいいのか？　くっ、そんな恥ずかしい台詞せりふを言わないといけないのか……!?）

　心の中でそんなことを考えて顔を真っ赤にして焦っている聖。

「親は仕事で夜遅くまで帰ってこないからね、聖ちゃん」

「あ、ああ、そうか、わかった」

　聖の心の内を読んだのか、司がそう言ってくれたので安心する。

　そして司と凛恵に続いて聖も中に入り、リビングに案内される。

（ここでいつも司は暮らしているのか……なんだか匂いも、少し司の……）

「聖ちゃん、何か飲む？」

「っ!?　そ、そうだな、何がある？」

「お茶とコーヒーとオレンジジュースかな」

「それなら、オレンジジュースを頼む」

「わかった、じゃあ座ってて」

「ありがとう、司」

　聖はリビングのテーブルに座って、恥ずかしいことを考えていたと顔をまた赤くする。

（あ、あまり意識しないようにしよう。そうだ、今日は司の家じゃなく、凛恵の家に来たと思えばいいんだ）

　司が飲み物を準備している間、凛恵が聖の前に座った。

「聖さん、今日はよろしくお願いします」

「ああ、こちらこそ。勉強を教えたことはあまりないから、不慣れだとは思うが」

「いえ、教えていただけるだけでも嬉うれしいです。やっぱり高校の勉強って難しくて、中間試験は思ったよりも点数取れなくて」

「確かに、中学よりも全体的に少し難しくなった気がするな」

　聖と凛恵がそんなことを話しながらテーブルに勉強道具を広げる。

　司が飲み物を運んできてくれて、聖の隣に座った。

　三人がそれぞれ勉強したい教科を広げて、勉強が始まる……と思いきや。

　司のスマホから着信音が響いた。

「あっ、ごめん」

　司がスマホを取り、席を外して電話に出ようとする。

　その際に画面を見て怪け訝げんそうな顔をした。

「飛とび世せさんから？」

　そんな言葉と共に電話を出て、「もしもし」と話し始めた司。

　飛世さんからの電話ということで、聖がピクッと反応した。

　凛恵だけがその人を知らずに、首を傾げていた。

「お兄ちゃんの電話相手、誰ですかね？」

「飛世さんという、バイトをしている喫茶店の先輩だ」

「あ、そうなんですか。知らなかったです」

　しばらくすると、司が電話を繋つないだまま聖と凛恵に話しかけてくる。

「聖ちゃん、凛恵、ちょっと俺、臨時でバイトに行くことになった」

「えっ、どうして？」

「飛世さんの弟さんが体調を崩して、家で面倒を見るからバイトに出られなくなったって」

　司の話だと、飛世茉ま莉り乃のには三人も弟妹がいて、その一人の幼稚園児が体調を崩したので迎えに行って、家で面倒を見ないといけないようだ。

「そうか、それなら仕方ないだろうな」

　聖がそう言うと、電話の向こうから飛世の声が響いてくる。

『あっ、そこに聖ちゃんもいるのー？　もしかしてお二人の時間を邪魔しちゃった？』

「二人きりじゃなくて俺の妹もいるんで」

『えっ、司くんって妹さんいるの？　うわー、会いたいなぁ、じゃあ今日は三人でお家デートだったの？』

「お、お家デートって……！」

　凛恵がなぜかその言葉に反応していたが、司は話を続ける。

「家で勉強会を開いてただけです。というか、もうバイトの時間だから俺は行かないとですよね？」

『あっ、そうだった！　本当にごめんね、司くん。今度絶対にお礼するから！』

「いえ、大丈夫です。こういう時は助け合いですから」

『本当にありがとうねー。聖ちゃんも、司くんとの大切な時間を奪っちゃってごめんね』

「いえ、私は大丈夫です」

　飛世との電話を終えて、司がバイトへ行く準備をする。

　聖と凛恵は、司が出掛ける時に玄関まで見送りに行く。

「聖ちゃん、せっかく家に来てくれたのに、本当にごめんね」

「司のせいじゃないだろう。もちろん飛世さんのせいでもないし、今日はしょうがない」

「ありがとう。よかったら凛恵と二人で勉強会をしてくれる？」

「私はいいが、凛恵はいいか？」

「もちろんです、聖さんさえよければ教えてほしいです」

　司はバイトに行ってしまうが、聖は残って凛恵と一緒に勉強することになった。

「ありがとう、聖ちゃん」

「ああ、司もバイト頑張ってくれ」

「うん。凛恵もしっかり勉強を教わるんだぞ」

「わかってる。いってらっしゃい、お兄ちゃん」

「いってきます」

　司と凛恵の普段通りのやり取りを見て、聖はそれに倣って少し緊張しながら言う。

「い、いってらっしゃい、司」

「っ……い、いってきます、聖ちゃん」

　聖と司は顔を赤くしながら、恥ずかしそうにそう言い合った。

　そして司はドアを開けて出て行った。

（くっ、今のはどうすればよかったんだ？　言わないのも不自然だったし、だが言うのは恥ずかしかったというか、なんか恋人を超えて家族というか、夫婦というか……！）

　司が出て行ってからそんなことを考えて、少し身み悶もだえる聖。

　そんな聖を隣で少し冷めた目で見ている凛恵。

「……聖さん、大丈夫ですか？」

「っ！　あ、ああ、えっと、何がだ？」

　声をかけられて凛恵がいたことに気づくと、必死に取り繕った聖だが、遅すぎた。

「……いえ、なんでもないです」

「……その、凛恵、気遣ってくれるのは嬉しいが、その反応は逆に恥ずかしいんだが」

「私がいるのにイチャイチャする聖さんが悪いのでは？」

「ぐうの音も出ないな……」

　ちなみに、聖の「いってらっしゃい」でやる気が全開になった司は、バイトでめちゃくちゃ活躍した。




　司がバイトに向かった後、凛恵と聖はリビングに戻り勉強を始める。

　最初は聖と司がイチャイチャした名残で気まずい雰囲気が流れていたが、勉強を始めるとすぐにその空気は霧散した。

　二人ともとても真面目で、勉強をするとなると集中をし始めた。

　しばらく対面に座って勉強を続けるが、凛恵の手が止まった。

「……聖さん、ここが少しわからないんですけど」

「ん、ああ、どこだ？」

　凛恵が参考書を反転させて見せようとしたが、聖が立ち上がる。

「司もいなくなったことだし、隣同士に座った方が教えやすいな」

「あ、そうですね。お願いします」

　聖が凛恵の隣に移動してきて、参考書を見るために聖がさらに椅子を近づかせる。

「ああ、数学か。確かにここは少し難しいな」

「聖さんも数学は苦手でした？」

「いや、私は特に苦手な教科はないな。強いていうなら暗記系ではなく、数学などの問題を解く方が好きだ」

「そ、そうですか」

　自分とは全く違う考え方で、少したじろいだ凛恵。

　そしてそのまま数学の問題の解き方、応用の仕方まで教わった。

「こんな感じだ、わかったか？」

「はい、すごくわかりやすかったです。ありがとうございます」

　教えるのがとても上手かったからか、凛恵はすぐに理解出来て問題が解けた。

「聖さんって勉強も出来て、本当にすごいですね」

「さっきも言ったが、苦手じゃなくて勉強する時間が多いだけだから、これくらい誰でも出来るようになる」

「いやいや、そこまでは無理がありますよ。それに聖さんってスポーツも出来るんですよね？」

「まあ、多少はな」

「知ってますよ、この間の球技大会ですごい活躍をしたってこと」

　球技大会は学年ごとに日を分けてやるので、他の学年が球技大会をやっていても見られるわけではない。

　それなのに凛恵は聖が球技大会で活躍したということを知っていた。

「誰から聞いた……ああ、いや、司か」

「はい、すごかったですよ。兄が一時間以上も聖さんの活躍を説明していました」

　凛恵は当時のことを思い出して、少し呆あきれたような顔で言った。

「そ、それはすまないな、凛恵」

「いえ、聖さんのせいじゃないですから。私も聖さんの活躍を聞けたのは嬉しかったです。まあ少し兄が喋しやべりすぎたのはありますが」

「全く、司のやつは……」

　聖も呆れるようにしていたが、その顔には少し笑みがこぼれていた。

「……なんか嬉しそうじゃないですか、聖さん」

「えっ？　い、いや、別にそんなことはないぞ……？」

　図星をさされたかのように視線を逸らした聖。

「聖さんって、意外と感情が顔や態度に出ますよね」

「そ、そうか？　そういう凛恵は、あまり出ないタイプみたいだな。兄の司とは全く違うと思うが」

「兄が出しすぎなんですよ」

「そうだな、司は気持ちを言葉や態度に出しすぎだな。私もそれで苦労することが多い」

「そうなんですか？」

「ああ、たとえば……」

　聖が司とのエピソードを話す。

　だがその話が進むごとに、凛恵の表情が曇っていく。

　話し終わって、凛恵がゲンナリしたような表情で問いかける。

「……つまり、兄がカフェで聖さんのことを『可愛い』と褒めまくるのを隣の老夫婦に聞かれて、微笑ましそうに見られたのが恥ずかしかったと？」

「ああ、そうだ。本当にあいつは、場所を考えてほしいよ」

　口調は少し怒ったように話す聖だが、頬は赤くなっていてどこか嬉しそうだ。

「……えっ、なんで惚のろ気けられたんですか、私」

「の、惚気てない！　どちらかというと、司の愚痴を言ったつもりだが……!?」

「それが愚痴だと本気で思っているなら頭の中がピンク色すぎると思いますが」

「そ、そんなにか!?」

「だけど兄が聖さんのことをそれだけ可愛いと言う理由もわかりますね」

「くっ、そんなことをわかってもらうつもりはなかったんだが……」

　より一層恥ずかしそうに顔を赤らめる聖。

　凛恵は聖と関わっていくたびに、彼女がとても可愛らしい人物だということがわかっていく。

（お兄ちゃんが聖さんは女性からも人気でモテるって言ってたけど、すごいわかるかも）

　凛恵から見ても、女性から人気が出るようなところがたくさんあった。

　もちろん男性からも絶対にモテるはず。

　だからこそ、凛恵は聖に聞きたいことがあった。

「聖さん、質問していいですか？」

「ん、なんだ？　次はどの教科……」

「聖さんは兄のどこを好きになったんですか？」

「……えっ!?」

　勉強のことを聞かれると思っていた聖は、突然の質問に声を上げて驚いた。

「い、いきなりなんでそんなことを？」

「すみません、少し不思議に思って。聖さんってすごい美人で可愛いですし、性格も優しくてカッコよくて気配りが出来てすごくモテますよね」

「そ、そんなべた褒めされると少し照れるのだが……」

「兄からいつもこれ以上に褒められているのでは？」

「……ノーコメントで」

　顔を真っ赤にして言わないということが、すでに答えを言っているようなものだが、そこは今は重要じゃない。

「客観的に、聖さんって絶対にモテると思うんですよ」

「それは、自分ではわからないが……」

「男性から告白とかは何度もされてないんですか？」

「司からされるまで、男性からは一度もなかったな」

「男性からは？」

「……女性からは何度かある」

「そうなんですね、すごい……」

　女性からもモテると聞いていたが、まさか本気の告白をされるくらいとは思わなかった。

「付き合ったのは兄が初めてですか？」

「ああ、私から告白したことはないし、女性からの告白を受けたこともないからな」

　初めて付き合った人が、凛恵の兄の久村司ということだ。

「なんで兄と付き合ったんですか？　今まで誰とも付き合わなかったのに」

「うっ、そんなに真っ直ぐ聞かれるのか……？」

　女性から見てもすごく魅力的で、絶対に男性からもモテていたはず。

　容姿も抜群で、スタイルもとてつもなく良い。

　凛恵は隣に座ってわかったが、同じ制服を着ているからこそ、胸囲の大きさが自分とは全然違うことに気づいた。

（すごく大きい……いや別に私は小さくないし、まだ成長途中だし、前にブラのサイズも上がったばかりだし……）

　凛恵は隣に座る聖の胸を見ると思わずそう思ってしまった。

「それで、なんで兄と付き合ったんですか？　正直、お兄ちゃんは聖さんと釣り合うほど顔がいいわけじゃないですし、スタイルも友人の重本さんの方がいいと思いますけど」

「……凛恵はその、司のことが嫌いなのか？」

「えっ、私がですか？」

「ああ、少しそう感じたが……いや、別におかしいことじゃないと思うぞ。年頃の男女の兄妹きようだいなんてそんなものだ」

　聖も兄がいるからその気持ちはわかる、というように話そうとしたのだが……。

「いえ、違います！　お兄ちゃんのことは嫌いじゃないですから！」

「そうか？」

「はい、嫌いだったら一緒に勉強とか、一緒に学校に行ったりとかしませんから」

「……ふふっ、そうか。それならよかったよ」

「あっ……その、はい」

　思わず必死に否定してしまい、今度は凛恵が顔を赤くする番だった。

　聖もとても微笑ましそうに凛恵のことを見ていた。

「兄妹仲がいいのはとても素晴らしいことだな。二人の様子を見ていたら、心配する方がおかしかったよ」

「べ、別に、そこまで仲良くないですし……」

「ふふっ、そうか？　凛恵がそう言うなら私は否定しないが」

「うぅ……」

　凛恵が恥ずかしがり、聖が笑みを浮かべて、いきなり形勢逆転した感じだ。

　しかし凛恵はまだ答えを聞いていなかったから、諦あきらめなかった。

「とにかく！　なんで聖さんはお兄ちゃんと付き合ったんですか？　どこを好きになったんですか？」

「……凛恵なら兄の司の良いところは知っているから、言わなくてもわかるだろう？」

「いえ、たとえ私と全く同じ意見だとしても、聖さんの口から聞きたいです」

「くっ、誤魔化せなかったか……」

　凛恵を照れさせて、この話題をあやふやにしようとした聖だったが失敗した。

「どこを好きになった、か……改めて聞かれると、その、恥ずかしいな」

「そんな話を他の人とはしないんですか？　詩帆さんとか、すごい恋話が好きそうな感じしますけど」

「詩帆とは確かにそういう話をするが、詩帆は自分のことを話すことが多いな。最近、私が付き合いだしてからは、その、私の話をすることもあるが」

「……聖さん、照れる顔がすごい可愛いですね」

「り、凛恵も司と同じようなことを言うなよ」

「あっ、お兄ちゃんに言われたことあるんですね」

　また失言をしてしまった聖は、頬を赤らめながら誤魔化すために話を戻す。

「そ、それで、司の好きなところだったな。そうだな……まず、真っ直ぐなところだな」

「真っ直ぐってなんですか？　どういうところですか？」

「気持ちを言葉に出して言ってくれるところとか……まあそれが良いところでもあり、悪いところでもあるのだが」

「悪いところなんですか？」

「ああ、場所を考えずに言ってくるからな。それはもう少し抑えてくれると嬉うれしいが……」

「つまり聖さんが照れてしまうから、他の人がいる前では言わずに二人きりの時に言ってほしいってことですね」

「そ、そういうことになるのかもしれないが、全部言葉にするな！」

　聖は思わず叫んでツッコんでしまったが、相手が詩帆や東條院ではなく凛恵だということを思い出して、少しハッとした。

「あっ、すまない。いきなり叫んでしまって」

「いえ、大丈夫ですよ。むしろ気兼ねなく接してくれてる感じがして、嬉しいです」

「そ、そうか？」

　聖の問いかけに、凛恵は少し笑みを浮かべて頷うなずいた。

「はい。それで、他にお兄ちゃんの好きなところはどこですか？」

「ま、まだ聞くのか」

「当然です、一つしか聞いていませんから。それとも一つしかないんですか？」

「そうではないが……他には、優しくて気遣いが出来るというのもあるな。私が無理をしていたら支えてくれて、嫌なことがあったらすぐに気づいて気遣ってくれる」

「例えば何かありました？　話せる範囲でいいですけど」

「なんかその言い方だと、私と司のやり取りが人には話せないようなものだと聞こえるんだが」

「いや、恥ずかしくないのなら全部話してもらっても構いませんけど」

「……それはさすがに無理だな。別に恥ずかしいことをしているつもりはないが」

（顔が赤いし、どう見ても恥ずかしそう……聖さんって可愛い人だなぁ）

　そんなことを思った凛恵だったが、口には出さなかった。

「例えば、前にスポーツ施設に行った時の帰りとか。私は結構動いて疲れていたんだが、それで気遣って私を家まで送ってくれた。スポドリもいつの間にか買ってくれていた」

「そうなんですね」

「ああ、だけど家まで送ってくれるのはいつもやってくれているか。私ともっと長くいたいからと言って……い、今のは聞かなかったことにしてくれ」

「いえ、聞きました。いつも通りの惚のろ気けですね」

「くっ……」

「大丈夫ですよ、今は惚気てもらっても。むしろそういうのを聞いているんですから」

「凛恵が大丈夫でも、私は大丈夫じゃないんだが」

　さらに顔が赤くなる聖と、少しだけニヤついている凛恵。

「も、もういいだろ。ほら、勉強会なんだから、しっかり勉強するぞ」

「まだ聞き足りないですけど……わかりました。またわからないところがあったら聞きますね」

「ああ、それだったらなんでも答えるぞ」

「惚気を話してって言ったらどうですか？」

「それはもう答えない」

　聖の言葉に凛恵は少し残念そうにしたが、すぐにまた勉強を始めた。

　二人とも真面目だから勉強をするとなったら、長いこと黙って集中する。

　そしてしばらく時間が経ち、凛恵が伸びをすると同時に壁にある時計を見た。

「あっ、もう十八時半ですね」

「そんな時間か。結構長いこと勉強をしていたようだ」

「ですね。お兄ちゃんも全然帰ってこないみたいですし……と思ったら、連絡来てました。遅くなるみたいだから、夕飯は先に食べてくれって」

「そうか。それなら私も帰るとするか」

「えっ、一緒に食べないんですか？」

「ん？　一緒に？」

　凛恵の言葉に、聖が首を傾げる。

　帰ろうとしてテーブルに広がった教材を片付けていた聖だが、その手を止めた。

「はい、夕飯も一緒に食べるもんだと思ってましたけど」

「そのつもりはなかったが……私と凛恵の二人でか？」

「はい、嫌ですか？」

「もちろん嫌じゃないんだが、逆にいいのか？」

「いつも二人分作ってますし、今日は聖さんと二人で作る量でいえば変わりませんよ」

「そうか。今から料理するのか？」

「はい、だから少し待ってもらうことになりますが」

「いや、それなら一緒に作るよ」

「えっ、いいんですか？」

　凛恵の問いかけに、聖が笑みを浮かべて頷いた。

「もちろんだ。ただ待っているだけじゃ悪いし、二人で作れば早く終わるだろう」

「ありがとうございます、聖さん」

「こちらこそ。もう作り始めるか？」

「そうですね……ちなみに、少し失礼なことを聞きますが」

「なんだ？」

「聖さんって料理は出来ますよね？　その、詩帆さんに料理を教えていたのが聖さんって聞いて、少し不安になって……」

「……うん、その、詩帆には料理を教えられなかったが、人並み以上には出来るつもりだ」

「そ、そうですよね！　すみません、こんなことを聞いちゃって」

「いや、大丈夫だ。詩帆の料理を見たのなら、そう思うのは仕方ない」

　そんな会話をしている最中、どこかの料理音痴の女子高生が一人、可愛らしいくしゃみをしたことを二人は知る由もない。

　二人は台所に立ち、料理の準備をする。

「エプロンってします？　お兄ちゃんのやつしかないんですけど」

「そ、そうか。エプロンがあるなら、した方がいいだろうな」

「……なんで緊張してるんですか？」

「し、していない！」

　凛恵はいつも着けている少し可愛らしいピンク色のエプロンを。

　聖は男性用の少し大きめの黒いエプロンを着けた。

「さすがにサイズが合わないな」

「ですね、やっぱり外しますか？」

「いや、これでいい。それに……これもその、悪くないしな」

「……お兄ちゃんがいないところでデレるのやめてください」

「デ、デレてない！」

　そんな会話をしながら、二人は料理を始めた。

　二人が今日作るのは餃子ぎようざ。

　材料を切っていくのだが、二人はいつも料理をしているだけあって、とても手慣れた様子で次々切っていく。

「聖さん、やっぱり出来るんですね。安心しました」

「名誉挽ばん回かいが出来てよかったよ」

「別に聖さんの名誉がなかったわけじゃないですが」

「そうか。それなら私の手ではどうしようもなかったと、証明出来てよかった」

「はい、あの人の料理はその、異次元でしたから」

　またどこかの料理音痴の女性が、お風ふ呂ろに入っているにもかかわらず、くしゃみをした。

「司とは一緒に料理することがあるのか？」

「そうですね、お兄ちゃんも最近はよく料理を手伝ってくれたりしますね」

「そうか、司は喫茶店のバイトでも料理をしていたから、料理が上手いのだな」

「はい。お兄ちゃんが働いている喫茶店に行ったんですね、どんなお店でした？」

「……いや、行ってない」

「えっ？　今、行ったって……」

「き、聞き間違いだろう」

　とても恥ずかしいことを思い出したかのように、聖は顔を真っ赤にしながら否定した。

　凛恵は不思議に思いながらもそれに対して問い詰めることはせず、料理を進めた。

　数十分後、餃子は完成した。

「聖さんのお陰でとても早く終わりました」

「いや、凛恵の手際がよかったお陰だ。とてもやりやすかった」

　二人はそう言い合って、お互いに顔を見合わせて笑った。

「ふっ、じゃあ食べるか、凛恵」

「ふふっ、はい、そうしましょう」

　餃子と一緒に作った味み噌そ汁しるやサラダなどもテーブルに並べて、対面に座る。

　手を合わせて「いただきます」と言って、二人は食べ始めた。

「んっ、美味おいしいな。味が少し私の家と違うが、とても美味しい」

「よかったです。んっ、焼き加減もバッチリですね」

「ああ、凛恵は料理が上手いな」

「聖さんこそ、一緒に作りやすかったです」

　二人はとても楽しく喋しやべりながら、夕食を食べた。

　食べ終わり、二人で一緒に皿洗いをしていた。

「片付けまでしてもらって、ありがとうございます」

「ご馳ち走そうしてもらったのだから、私がするのは当たり前だろう」

　聖がスポンジを持って皿を洗い、凛恵が洗い終わった皿を受け取り布巾で水気を取る。

「なんかこうしていると、家族とか姉妹みたいですね」

「ふふっ、そうだな。私には妹や弟はいないから、凛恵が妹になったら嬉しいな」

「……聖さん、それはあれですか、いずれそうなるってことですか？」

「ん？　どういうことだ？」

「将来、私が聖さんの義妹になるってことじゃないんですか？」

「義妹？　どういう……っ！」

　聖は喋っている途中で気づいたようで、顔が真っ赤に染まった。

「い、いや、違う！　凛恵が私の義妹になるってことじゃない！」

「あ、じゃあお兄ちゃんと結婚する気はない、いつか別れるつもりってことですか？」

「そ、そうは言ってない！　確かに司とこのまま付き合い続けたら結婚して家族になって、凛恵が私の義妹になるかもしれないが……！」

「ふふっ、そうですよね」

「くっ、凛恵、あまり先輩を揶揄からかうもんじゃないぞ……！」

　聖は顔を真っ赤にしながら凛恵を少し睨にらむ。

　凛恵は楽しそうに笑っていた。

「ふふっ、ごめんなさい。少し嬉うれしくて」

「嬉しい？　何がだ？」

「聖さんとこうしていると、本当にお姉ちゃんが出来たみたいって思って」

「……また揶揄うつもりか？」
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「今回は違いますよ。お兄ちゃんに不満があるとかじゃないですけど、お姉ちゃんも欲しいと思ってたんです」

「そうだったのか？」

　凛恵は大きく頷うなずいてから、少し恥ずかしそうに喋る。

「妹とか弟とかは別にいらないんですけど、姉は欲しかったなぁって思うことがあって。お兄ちゃんや両親に言うと寂しがり屋と思われそうだから、言ってないんですけど」

「そうなのか。ふふっ、それなら私も同じだ」

「同じですか？」

「ああ、私は凛恵とは逆だが、兄とは歳が結構離れていたから、歳が近い姉弟きようだいがいればよかった、と思っていた」

　皿洗いをしながら、聖と凛恵は顔を見合わせる。

「だから凛恵がよければ、私のことは姉のように思ってくれると嬉しい」

「っ……いいんですか？」

「ああ、すぐには難しいと思うが、本当の姉妹のように仲良くなっていければいいな」

「……ありがとうございます、聖さん」

　二人はとても柔らかい笑みを浮かべて、家族のように皿洗いを続けた。

「ということは、いつかお兄ちゃんと結婚するってことですよね？」

「そ、そうとは言ってないからな！」

「じゃあいつか別れるってこと……」

「それも違う！　凛恵、姉妹としての最初の約束だ。今回の話は絶対に、絶対に司には言うなよ。特にその、結婚して家族になるかどうかという話をだ」

「ふふっ、わかりましたよ、聖お姉ちゃん」

「お、お姉ちゃん!?」

　その後も、二人はとても楽しく過ごした。




　　　　◇　◇　◇




　俺は飛世さんが行けない代わりに臨時で入ったバイトを終えて帰路に就いていた。

　いきなり入ったバイトだから少し疲れたが、店長に褒められるほど今日はやる気に満ちていた。

　その理由としては、もちろん聖ちゃんだ。

　バイトに出掛ける時、聖ちゃんに玄関で送ってもらった。

『い、いってらっしゃい、司』

　今でもその時の光景、声、全部が鮮明に思い出せる。

　なんだか恋人を超えて新婚の夫婦みたいな感じで、とてもドキッとした。

　聖ちゃんも緊張していた様子だったから、同じことを思っていたのかもしれない。

　……もし聖ちゃんと結婚したら、毎日見送りをしてもらえるのか。

　それはなんという天国なのだろうか、最高か。

　少し聖ちゃんとの結婚生活を妄想しながら歩いていると、すぐに家に着いてしまった。

　もう二十時くらいだし、聖ちゃんも帰ってるだろうな。

　そう思いながら家のドアを開けて「ただいまー」と少し声を張った。

　すると「あっ、おかえりー」という凛恵の声が聞こえて、パタパタと玄関に近づいてくる足音が聞こえてきた。

　凛恵が出迎えに来るのは珍しいな、と思いながら靴を脱いで玄関に上がると……。

「えっ？　聖ちゃん？」

　玄関に迎えに来たのは、聖ちゃんだった。

　少し恥ずかしそうに後ろに手を回していて、なぜか俺のエプロンをつけている。

「お、おかえり、司」

「あ、うん……ただいま、聖ちゃん」

　聖ちゃんが見送ってくれただけじゃなく、出迎えもしてくれた。

　さっきまで俺が妄想していた世界が、具現化したようだ。最高かよ。

「まだ帰ってなかったんだね」

「あ、ああ、凛恵と一緒に夕飯を作ってご馳走してもらったんだ」

「そっか、だから俺のエプロンをつけてるんだ」

「そうだ、無断で借りてしまってすまない」

「大丈夫だよ。それにエプロンも聖ちゃんにつけてもらって、すごい喜んでると思うよ」

「ふっ、なんだそれは」

　クスッと笑う聖ちゃん、エプロンが似合っていて新妻みたいな雰囲気が出ている。

　……結婚したみたいで本当に幸せすぎるな。

　リビングに二人で行くと、凛恵もエプロンをつけたままソファに座っていた。

「お兄ちゃん、おかえり。聖さんの出迎えはどうだった？」

「ただいま。最高だったよ、毎日してもらいたいくらい」

「私が聖さんに、出迎えた方がお兄ちゃんも喜ぶと思うって伝えたんだよ」

「凛恵、お前は天才か。今度アイスを奢おごるぞ」

「高めの美味しいやつでよろしくね」

「何を言ってるんだ、この兄妹きようだいは……」

　聖ちゃんが少し呆あきれたようにそう言って、凛恵がイタズラっぽく笑っていた。

　なんだか凛恵と聖ちゃんが打ち解けたように感じるな。

　二人を置いてバイトに出掛けて申し訳ないと思っていたけど、この様子なら大丈夫だったようだ。

「私はそろそろ帰るよ。思ったよりも長居してしまった」

　聖ちゃんがエプロンを外しながらそう言った。

「じゃあ夜も遅いし、家まで送るよ」

「ああ、ありがとう」

「……私も行っていい？」

「凛恵も？」

「うん、もう少し聖さんと話したいというか、一緒にいたいというか……」

　凛恵は少し恥ずかしそうに、聖ちゃんの顔を窺うかがいながら言った。

「もちろん私は構わないぞ。私も凛恵ともっと話したいし、仲良くなりたいからな」

「聖さん……！」

　凛恵が聖ちゃんをキラキラとした目で見ていた。

　えっ、もしかして……凛恵は、聖ちゃんを好きになったのか!?

　聖ちゃんは女の子に惚ほれられるようなタイプだから、凛恵が聖ちゃんに堕とされてもおかしくない。

　しまった、それは考慮していなかった。

　まさか妹の凛恵がライバルになるのか？

「凛恵、お前、その……聖ちゃんのことが好きなのか？」

「？　うん、好きだけど。今日でいっぱい聖さんのことを知れたしね」

　凛恵は「何を当たり前のことを聞いているんだ」というように、不思議そうに首を傾げた。

　くっ、まさか本当に凛恵が聖ちゃんのことを……！

　だがすでに俺は聖ちゃんと付き合っているから、勝負はもう俺の勝ちが決まっている！

　……決まってるよね？　大丈夫だよね？

「凛恵、聖ちゃんのことは諦あきらめた方がいいぞ。というか諦めてくれ、お前と勝負はしたくない、いろんな意味で」

「お兄ちゃん、何を言ってるの？」

「司、多分お前は勘違いしているぞ……」

　なぜか凛恵と聖ちゃんに呆れたような顔で見られた。

「凛恵の好きは、お前の好きとは全く別物だ」

「えっ、そうなの？」

「当たり前でしょ、お兄ちゃん。私はただ聖さんのことは先輩として、姉として慕っているってことだよ」

「なるほど……ん？　姉ってなんだ？」

「り、凛恵！」

　俺が聞き返すと同時に、聖ちゃんが慌てたように凛恵に近づいて、二人だけでヒソヒソと話している。

「凛恵、それは言わない約束だろう……！」

「結婚とか家族になるとかの話は言わないですけど、姉みたいに慕っているって話は言ってもいいんじゃないですか？」

「だがそれを言ったら、司も意識してしまうんじゃないか？　私と凛恵が姉妹になるってことは、司と私が結婚しないとありえないわけで……」

「ああ、そうかもですね」

「だったら司にはまだ意識させたくないから、そういうことを言うのはダメだ」

「まだ、意識させたくないんですね」

「くっ、今のは言葉の綾あやで……」

　聖ちゃんと凛恵が顔を近づけてコソコソと話しているから、なんだか疎外感を覚える。

　話している内容は全く聞こえないし。

　そう思っていると、二人が顔を離して俺も会話に入れてくれる。

「お兄ちゃん、さっきのは忘れてね」

「そう言われると余計に気になるんだが」

「いいから、忘れないと聖さんがお兄ちゃんのこと嫌いになるって」

「記憶喪失の手術を受けてくるわ」

「そんなことは言ってないし、司は手術を受けなくていい！」

　なんだかわからないが、二人が話したくないというのであれば気にしないことにしよう。




　その後、俺と凛恵と聖ちゃん、三人で並んで聖ちゃんを家まで送る。

　六月に入って、夜も半はん袖そでで出かけても大丈夫なくらいの気温になった。

　聖ちゃんが真ん中で、左隣にいる凛恵とずっと話している。

「聖さんってスカートはかないんですか？」

「学校の制服でしかはかないな。そこまでスカートを好まないからな」

「絶対に似合うと思いますけど。持ってないんですか？」

「いや、詩帆と買い物をした時に買わされたのが一着だけある」

「そうなんですね、いつか見てみたいです」

「俺も見たいです」

「お兄ちゃん、いきなり話に入ってこないでよ」

「蚊か帳やの外すぎてお兄ちゃんは辛いぞ、妹よ」

　聖ちゃんと凛恵が仲良くなったのは嬉うれしいけど。

　そして俺も聖ちゃんのスカート姿は見たい。

　というか前にも聖ちゃんとそんな話をしたな。

　凛恵も見たいらしいので、やはり俺達は兄妹で趣味が似ているのかもしれない。

　そのまま聖ちゃんの家の方に向かっていると、凛恵が何かを見つけたみたいで「あっ」と言って立ち止まった。

「そういえば、そろそろ花火大会だね。ポスターが貼ってある」

　凛恵が見ている方向には、確かに掲示板があってそこに「花火大会」と書いてあった。

　日付は六月の後半で、ちょうど学校の期末試験が終わったくらいだ。

「去年は受験で行けなかったから、今年は行きたいなぁ」

「そうか、凛恵は去年は受験生だったのか」

「はい。あっ、聖さん、一緒に花火大会に行きませんか？」

「ん？　私とか？」

「はい、聖さんがよければなんですけど」

「凛恵、ちょっと待て！」

　俺は我慢出来ず、少し大きな声を上げてしまった。

　聖ちゃんと凛恵が目を見開いて驚いたようだが、俺は話を続ける。

「聖ちゃんと花火大会に行きたい気持ちはわかる。なぜなら俺だって行きたいからだ！」

「あっ、そっか。お兄ちゃん、聖さんと恋人だったね」

「そうだよ！　恋人の聖ちゃんと花火大会に行きたいのは当たり前だろう！」

「つ、司、わかったからあまり恥ずかしいことを大きな声で言うな……」

　聖ちゃんは恥ずかしそうに顔を赤らめているが、俺は絶対にそこは譲らない。

「聖ちゃんと花火大会に行くのは、俺だ！」

「むぅ……じゃあ私も一緒に行くのは？」

「むっ、俺と凛恵と聖ちゃん、三人でってことか？」

「うん、私が邪魔なのはわかるけど……どうかな？」

　凛恵が少し申し訳なさそうに聞いてきた。

　別に俺は凛恵を仲間外れにしたいわけではない。

　ただ聖ちゃんと一緒に花火大会に行きたいだけだ。

　それに凛恵がついてきても、俺は問題ないとは思う。

「聖ちゃん、花火大会に凛恵も一緒でいい？」

「今さらだが、花火大会に行くのはすでに決まっているのだな」

「えっ、もしかして聖ちゃん、何か予定ある？　それだったら諦めるけど」

「いや、何もない。私も花火大会に行くとしたら、今年は司と一緒にと思っていた」

「聖ちゃん……！」

　なんて嬉しいことを言ってくれるのだろう。

　少し恥ずかしいことを言った自覚があるのか、聖ちゃんは俺の方をチラッと見てから照れ隠しのように、凛恵の方を向いて喋しやべる。

「凛恵とも一緒に行けたら、私は嬉しいよ」

「本当にいいんですか？　二人の邪魔になるんじゃ……」

「邪魔とは思わないさ。さっきも言ったが、凛恵ともっと仲良くなりたいからな」

「聖さん……！」

　凛恵が感動したように目を潤ませて聖ちゃんを見ている。

　なんだか俺と凛恵、ほとんど同じような反応をしている気がする。

　花火大会か、聖ちゃんと凛恵と行けるのなら、絶対に楽しいだろうな。

　……ん？　花火、大会？

　待てよ、この時期の花火大会って、なんか既視感がある。

　……はっ！　思い出した！

　俺は今、漫画の『おじょじゃま』の世界に入っているんだった。

　その『おじょじゃま』の漫画の中であったんだ、この花火大会のストーリーが。

　六月後半の少し早めの花火大会。

　これは東條院グループが開催した花火大会。

　つまり東條院歌織が重本勇一と付き合うために仕掛けた花火大会だ。

　内容は……えっ、なんだっけ？

　全然、思い出せない？
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　聖せいちゃんが家に来て、凛り恵えと勉強会や夕飯を一緒にして仲良くなった日から、二週間ほどが経った。

　あの日は聖ちゃんを送った後、二人が作った餃子ぎようざをすぐに食べた。

　美味おいしくて最高だった、毎日作ってもらいたいな。

「はぁ、試験が終わったぁ……」

　放課後、教室の机で突っ伏してため息をついたのは、重しげ本もと勇ゆう一いち。

　ここ数日は期末試験で、ようやく今日全てのテストが終わった。

　勇一は勉強が得意ではないので、大変だっただろう。

「よし、今日からまた部活が再開だ！」

「よかったな、勇一。それで、試験の手応えはあるのか？」

「もちろんあるぞ。試験結果が返ってくる頃には、また部活が出来なくなる手応えが」

「追試受けること確定してんのかよ」

　こいつ、東とう條じよう院いんさんや藤ふじ瀬せから勉強を教わったんじゃないのか？

　俺も人のことはあまり言えないが、赤点を取って追試を受けるほどではない。

「勇一？　本当に赤点を取るくらいの手応えだったのかしら？」

　放課後になったので、別クラスの東條院さんがこちらの教室に来ていた。

　俺と勇一の周りには藤瀬、そして聖ちゃんもいる。

「あっ、歌か織おり、ありがとうな！　歌織に教えてもらったから、今回は全教科じゃなくて特に苦手な科目だけ追試になりそうだ！」

「……はぁ、それはよかったわね」

「藤瀬もありがとう、助かった！」

「う、うん、助けになれたのならよかったよ」

　東條院さんは呆あきれたようなため息を、藤瀬は苦笑いをしていた。

　二人で勉強を教えたようだが、勇一の勉強の出来なさ加減に何も言えないようだ。

「まあいいわ。勇一、約束は守りなさいよ」

「わかってるよ。教えてもらったお礼に、一緒に花火大会に行くんだよな」

「東條院さん、もちろん私も行くからね？　勉強は東條院さんよりも出来ないけど、私も重本くんにしっかり勉強を教えたから」

「ええ、あなたがいなければ勇一は今回も全教科赤点だったわ。だから花火大会に同行することを許可するわ」

「すっごい上からなのは気になるけど、ありがとうね！」

　いつも通り、二人は勇一を巡ってバチバチのようだ。

「じゃあ俺はバスケ部行くから、またな！」

　勇一は荷物を持って、全力で走って部活へと向かった。足速いな。

　二人の争いに気づいていないのかは知らないが、さっさと自分の好きなバスケをやりに行く鈍感な感じが勇一らしいな。

　周りの男達から「あいつ両手に花で花火大会かよ……」とブツブツ言われていたのも、気にしていないみたいだ。

　東條院さんも勇一がいなくなったから、「ではご機嫌よう」と言って教室を去っていった。

「あ、聖ちゃん、今度の花火大会は東條院さんと重本くんと行くから、一緒には行けないの。ごめんね」

「ん？　今年は一緒に行くと約束はしていなかったよな？」

「うん、していなかったけど、毎年一緒に行ってたから。だけど……」

　藤瀬は俺の方をチラッと見てから、ニコニコと笑いながら話を続ける。

「ふふっ、聖ちゃんも今年は私以外の人と行く予定なのかな？」

「っ！　そ、そうだが……！」

　聖ちゃんも俺の方をチラ見してから、周りのクラスメイトに聞こえないように、藤瀬と小さな声で話し始める。

「詩し帆ほ、わかっているだろう？」

「もちろん、久ひさ村むらくんと一緒に行くんだよね？」

「そ、そうだが、今回は久村の妹の凛恵と、三人で行くんだ」

「えっ、凛恵ちゃんと？　そうなんだ」

　前にやった料理教室で、藤瀬も妹の凛恵と会っている。

「久村くんとの将来のことを考えれば、妹の凛恵ちゃんとも仲良くなった方がいいもんね」

「そういう意味で凛恵と仲良くしているわけじゃないからな？」

　どんな意味なのかはわからないが、聖ちゃんと凛恵が仲良くしてくれるのは嬉うれしいな。

　凛恵が本気で聖ちゃんを好きになるのは困るけど。

　聖ちゃんと凛恵と一緒に行く花火大会は、もう明日あしたに迫っている。

　とても楽しみなのだが、少し不安というか、懸念点が一つある。

　俺が、『おじょじゃま』の原作知識を忘れていっている、ということだ。

　俺は『おじょじゃま』の世界に入る前、この漫画が好きで読んでいた。

　何回も読み直しているから、ストーリーは全部覚えている……はずだった。

　花火大会の話があったのは覚えている。

　しかし、その内容がほとんど思い出せない。

　かすかに思い出せるのは、原作では勇一と東條院さんは二人で花火大会に行ったこと。

　藤瀬は聖ちゃんと一緒に行って、花火大会のどこかで偶然出会って合流していたはず。

　それ以外が、全く思い出せない。

　この世界に入って二ヶ月ほど経ったが、たった二ヶ月で内容を忘れるほど記憶力は悪くないし、何回も読み直しているのだから忘れるはずがない。

　それなのにここまで思い出せないってことは……もしかして、徐々に原作知識を忘れてしまっているのかもしれない。

　理由は全くわからないが、そもそも俺がこの世界に入った理由もわからないのだ。

　摩ま訶か不ふ思し議ぎなことが起こっても何もおかしくはない、もうすでに俺がこの世界にいるという不思議なことは起こり続けているのだから。

　だが原作のストーリーを忘れるというのは、少し悲しいな。

　この漫画がとても好きだったから。

「司つかさ？　どうしたんだ？」

「っ、聖ちゃん……」

　深く考え込みすぎていたようで、気づいたら聖ちゃんが心配そうに俺の顔を覗のぞいていた。

　もう周りにはクラスメイトも、藤瀬もいないみたいだ。

「ごめん、ちょっと考え事してた」

「そうか……何かあったのか？」

「ん？　いや、特に何もないよ」

「それならいいが、少し寂しそうな顔をしていたぞ」

　えっ、まさか聖ちゃんにそんなことを悟られるとは。

　そんなにわかりやすい顔をしていたのかな？

「何か悩み事があるなら聞くが、大丈夫か？」

　聖ちゃんは優しいので、親身になって聞こうとしてくれる。

　だけどさすがにこの悩み事は話せないだろう。

　それに、そこまで深刻に悩んでいることではない。

　確かに漫画のストーリーを忘れるのは悲しいが、それ以上に嬉しいこと、幸せなことが俺にはずっと訪れている。

　それはもちろん、この漫画の世界に入り、聖ちゃんと付き合えたことだ。

　その幸せと比べれば、原作を忘れることの辛さなんてほとんどないも同然だ。

「大丈夫だよ。聖ちゃんとこうして付き合えたことが幸せすぎて、これが夢だったらどうしよう、って悩んでただけだから」

「っ、本当にそんなこと考えてたのか？　誤魔化してるだけじゃ……」

　少し恥ずかしがりながらも、心配をしてくれる聖ちゃん。

　本当のことは言っていないけど、俺が悩んでいる内容を要約するとそんな感じだ。

「俺にとっては聖ちゃんと付き合うのは夢みたいなことだったからね」

「……本気なのか冗談なのかわからないな、お前は」

「もちろん本気だよ」

　本来、聖ちゃんは漫画の中のキャラだ。

　俺は本気で聖ちゃんのことが好きだったが、付き合えると思ったことは一度もない。

　漫画のキャラと本気で付き合えると思っている人なんて、なかなかいないだろう。

「お前は本当に、恥ずかしいことを言うやつだ……」

「心の底から思っているからね、聖ちゃんと付き合うのが嬉しくて幸せだって」

「……そ、そんな恥ずかしいことを言っていないで、早く帰るぞ」

「ふふっ、そうだね」

　俺と聖ちゃんは一緒に教室を出て、昇降口に向かう。

「聖ちゃん、明日の花火大会、楽しみだね」

「ああ、そうだな。凛恵と一緒に回れるのも楽しみだ」

　俺と聖ちゃんはそんなことを喋しやべりながら、帰路に就く。

　花火大会は本当にとても楽しみなのだが、少し不安もある。

　原作のことを思い出せないので、どんなことが起きるのか全くわからない。

　普通の花火大会だったら特に何も起こらないとは思う。

　だが漫画のストーリーでは花火大会の時に、あまり思い出せないのだが重要な出来事があったはずなのだ。

　何かあるはずなのに思い出せない、胸につかえるようで気持ちが悪い。

　普通のラブコメ漫画なので、危ない事件が起こるということはなかったはずだ。

　大丈夫だとは思うんだが……少し心配だ。




　そして、翌日。

　俺はやはり漫画のストーリーを思い出すことはなく、花火大会の当日を迎えた。

　花火が打ち上がるのは夜の二十時からのようで、その前に会場に着いて出店などを見て回ることになっている。

　十八時に会場に待ち合わせなのだが、凛恵が待ち合わせ時間の結構前に家を一人で出て行ってしまった。

　凛恵が言うには、「聖さんと先に会ってから待ち合わせ場所に行く」とのことだった。

　それだったら俺も聖ちゃんと会いたいと思って、ついていこうとしたのだが……。

『絶対にダメ、お兄ちゃんは一人で待ち合わせ場所に時間通りに……いや、ちょっと早めに来て』

　と言われてしまい、俺は一人で待ち合わせ場所に来た。

　なんで俺が一緒に行くのはダメなんだろうか、仲間外れみたいで少し悲しい。

　凛恵に言われた通りに十分以上早めに着いたのだが、二人はいつ来るのだろうか。

　道行く人をぼーっと眺めながら待っていると……。

「お兄ちゃん、お待たせ」

　後ろから凛恵の声が聞こえて振り向くと、俺は凛恵の姿を見て目を見開く。

「凛恵、それって浴衣ゆかたか？」

「そうだよ。どう？」

　凛恵は赤を基調とした、紫色の花模様がちりばめられた綺き麗れいな浴衣を着ていた。

　髪型もいつものサイドテールではなく、綺麗に編み込まれていて、青色の花の髪飾りをつけている。

「似合ってるな、浴衣姿も髪型も可愛いぞ」

「……ん、ありがと」

　凛恵は少し照れたように頬を赤らめ、そっぽを向いた。

　まさか凛恵が浴衣姿で来るとは思わなかったな。

　だけど凛恵の浴衣姿は、なんとなく見覚えがあるというか、既視感があるんだが……なぜだろうか。

「すぐ聖さんも来ると思うから」

「そうか……ん？」

　待てよ、凛恵が浴衣姿で現れたということは、もしかして聖ちゃんも……？

「凛恵、司、待たせた。少し遅れてしまったか」

　俺が心構えをする前に、俺の隣から聖ちゃんの声が響いた。

　緊張しながらもそちらを向くと、そこには──。

「初めて浴衣を着たのだが、思ったよりいいものだな。凛恵、誘ってくれてありがとう」

「いえ、聖さんと一緒に浴衣を着たかったですから。すごく似合ってますよ」

「ありがとう、凛恵も似合っているぞ」

　黒を基調とした生地で、白や灰色の花模様が描かれていて、とてもシックな落ち着いた雰囲気の浴衣。

　髪も凛恵と同じように編み込んでいて、凛恵とお揃そろいの赤色の花をモチーフにした可愛らしい簪かんざしを挿している。

　聖ちゃんの浴衣姿を見た瞬間、心臓が爆発したのかと思うほどの衝撃を受けた。

「司？　どうしたんだ？」

　俺が黙り込んで聖ちゃんに見み惚とれていると、聖ちゃんが心配そうに見上げてくる。

　時々こうして上目遣いで覗かれることがあり、その度に俺はドキッとしているのだが、今日はその比ではない。

　この美しさを表現出来る言葉なんて、俺には全くない。

　ただ一言、言わせてほしい。

「生まれてよかった……！」

　両手を組んで、聖ちゃんという女神に向かって感謝の言葉を告げた。

　俺はおそらく、この女神を見るために生まれてきたのだ。

「お兄ちゃん、聖さんは女神じゃないからね」

「えっ、これって私に向かって祈ってるのか？」

「はっ……美しすぎて、本気で女神かと思った」

「何を言っているんだ……」

　聖ちゃんは呆あきれたような顔をしたのだが、本当に綺麗で尊くて女神にしか見えない。

　ダメだ、これ以上直視していたら、神々しくて目が耐えられない。

「可愛すぎる、美しすぎる、綺麗すぎる……むり、つらい、ダメだ……」

「お兄ちゃんが壊れちゃいました」

「これ、本当に大丈夫なのか？」

「聖さんが一言声をかければ復活すると思います」

「司、大丈夫か？　祭りに行けるか？」

「行けます、女神様」

「だ、誰が女神様だ！」

　思わず聖ちゃんのことをそう呼んでしまい、少し怒られてしまった。

　だけど本当に俺にとって、聖ちゃんは女神様だな。

「お兄ちゃん、冗談はそこまでにして」

「冗談じゃないんだが？　聖ちゃんが女神すぎて直視できないんだが？」

「そ、そんな恥ずかしいことを……」

　聖ちゃんが照れたように顔を赤らめるのだが、やはりいつもより俺の心臓へのダメージが大きい。

　本気で尊死しそうだ……。

「お兄ちゃんも浴衣に着替えてきて。その間に聖さんの浴衣姿にも慣れてほしいけど」

「えっ、俺も？　どこで？」

「すぐそこのお店で浴衣をレンタル出来て、着付けもしてくれるの。私と聖さんもそこでやったんだよ」

　なるほど、そういうお店があるのか。だから凛恵は早めに家を出て行ったのか。

「お兄ちゃんも本当は一緒に行けばよかったんだけど、聖さんの浴衣姿をサプライズで見せたかったから」

「そのせいでお兄ちゃんの心臓が爆発するところだったぞ」

「じゃあしない方がよかった？」

「凛恵様、天才でした。ありがとうございます」

「二人は何を言ってるんだ……」

　聖ちゃんが呆れたようなため息をついた。

　その後、俺は凛恵に言われた通りに浴衣レンタルのお店で、浴衣を着付けてもらった。

　俺も聖ちゃんと同じように黒色のシンプルな着物を選んだ。

　意外と値段も安くて、とても涼しくて良い浴衣だ。

　下駄も履くと、これぞ祭りだ、って感じの気持ちになる。

　男だから着付けが簡単だったようで、十分程度で凛恵と聖ちゃんと合流出来た。

「お待たせ、二人とも」

「ん、早かったね。いい感じだよ」

「ありがとう、凛恵」

　凛恵に褒められてから、聖ちゃんの方を向く。

　やはりまだ聖ちゃんの浴衣姿には全然慣れないが、心臓が破れてもずっと見ていたいな。

　そう思っていたのだが、聖ちゃんが顔を赤らめて何か言いづらそうにしている。

「聖ちゃん、どうしたの？」

「あ、いや、その……浴衣姿、とても似合っているな」

　聖ちゃんが目線を逸らしながら、小さな声でそう言った。

「えっ、あ、ありがとう」

　聖ちゃんの言い方が思ったよりも本気というか、聖ちゃんが照れながら言ったので、俺も少し照れてしまう。

「……二人とも、私がいるのを忘れてないですか？」

　俺と聖ちゃんが互いに照れているのを、凛恵がジト目で見てきた。

「い、いや、忘れてないぞ、凛恵」

「うん、妹の存在を忘れるわけないだろ」

「……まあ恋人同士だから二人の空気感が出来るのは仕方ないと思いますけど、今日は私がいるんですからね」

　凛恵は少し拗すねたようにそう言ってから、聖ちゃんの右隣を陣取って、聖ちゃんの腕に抱きついた。

「久しぶりのお祭り、聖さんと一緒に行けることを楽しみにしてたんですから。忘れちゃダメですよ」

「凛恵……ふふっ、私もだ。私もすごく楽しみにしていたぞ」

　二人は姉妹のようにくっついて笑い合った。

　思ったよりも凛恵は聖ちゃんに懐いているようだな。

「じゃあ行きましょう。いっぱい食べたいものもありますし、遊びたいものもいっぱいありますから」

「そうだな、行こうか」

　俺も聖ちゃんの左隣に立って、俺達は花火大会の会場に向かう。

「というか凛恵、お前は聖ちゃんにくっついたまま歩くつもりか？」

「お兄ちゃんと聖さんが私のことを忘れないようにね」

「……聖ちゃん、歩きづらくはない？」

「私は大丈夫だ。詩帆にこうしてくっつかれることもあるから、慣れている」

「そうなんだ……くっ、ずるいぞ凛恵！　俺も聖ちゃんとくっついて歩きたいのに！」

「なっ、司、いきなり何を言ってるんだ……！」

「だけどお兄ちゃん、浴衣姿の聖さんにくっつかれたら動けなくなるんじゃない？」

「……確かに。というか浴衣姿じゃなくても緊張で動けなくなると思う」

「そうでしょ。だから私が代わりにくっついてるの」

「いや、代わりというのは絶対におかしい」

「二人とも、私を挟んで変な会話をしないでくれ……」

　そんな会話をしながら、俺達は並んで歩いた。




　会場に着くと、出店などがたくさん出ていて、すでに人も多く混み合っていた。

　この中で合流するのは厳しいので、浴衣の着付けの店近くで待ち合わせしたのは正解だったようだ。

　出店が右と左に並んでいる中、俺達は祭りの中を歩いていく。

「花火が始まるまで結構時間があるが、何を買う？」

「私、絶対に買いたいもの、食べたいものは決まってます」

　聖ちゃんと凛恵がくっつきながら話す。

　やはりその姿を見ると、凛恵にズルいと思うのは仕方ないと思う。

「なんだ？」

「チョコバナナです。夏祭りでしか食べられないやつなので、絶対に食べたいんです」

「夏祭りでしか食べられないものは、他にもあるだろう？」

「そうかもですが、まずはチョコバナナです」

「そうか、凛恵は単純にチョコバナナが好きなだけか」

「……はい、そうですけど。その、子供っぽいですか？」

　凛恵は少し恥ずかしそうにしていたが、聖ちゃんは笑みを浮かべて首を横に振った。

「いや、私もチョコバナナは好きだぞ。スイーツ感覚で食べられて美味おいしいからな」

「っ、そうですよね！　私、子供の頃からずっとチョコバナナが好きで、それを食べるためだけに祭りに行っていました」

「ふふっ、そんなに好きなのか。じゃあ早速買いに行こうか」

「はい、行きましょう！」

　二人は楽しそうに話しながら歩いている。

　なんだか本当に姉妹みたいというか、聖ちゃんがお姉さんっぽく振る舞っていて新鮮な感じだ。

「聖ちゃんも甘いものが特に好きだよね、いつも『ムーンバックス』ですごく甘くてスイーツみたいなやつ飲んでるし」

「えっ、そうなんですね。ちょっと意外です」

「ん、そうか？」

「はい、なんとなく聖さんって甘いものをあまり食べないような雰囲気というか、好んではいないイメージがありました」

「わかるぞ、凛恵。だがそんな聖ちゃんが甘党でパフェとか食べている姿は、とっても可愛いんだぞ」

「いきなり何の話をしてるの、お兄ちゃん」

「そ、そうだぞ、司。あまり恥ずかしいことを言うな……」

「聖さんも、これくらいで照れるんですね」

「くっ、浴衣姿で頬を赤らめる聖ちゃんが可愛すぎて直視出来ない……！」

「お兄ちゃん、私は別にツッコミ役じゃないからね？　もうツッコまないよ」

　徐々に凛恵の視線が俺にだけ冷たくなっていく。なぜだ。

　そんなことを話しながら移動して、チョコバナナが売っている屋台に着いた。

　普通のチョコの色でコーティングされているものもあれば、ピンクやホワイトのチョコバナナもある。

「どの色のやつを買うんだ？」

「全部に決まってるでしょ、お兄ちゃん」

「……マジで？」

　まさか凛恵がそこまでチョコバナナ推しだとは思わなかった。

　四色あったので、凛恵は四本、俺と聖ちゃんは一本ずつ買った。

「んー、やっぱり美味しいね、チョコバナナは」
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「凛恵、四本も持っていて、落とさないのか？」

「大丈夫、私がチョコバナナを落とすことはありえないから」

「自信ありすぎるだろ、なんだそのチョコバナナへの愛は」

　持ち方が指の間に挟むような形で、よくわからないがプロ感がすごい。

「ふふっ、凛恵の意外な一面を知れたな」

　聖ちゃんがチョコバナナを食べながら、楽しそうにそう言った。




　またしばらく歩いていると、次は射的が目に留まった。

　ゲーセンなどに射撃ゲームなどもあるが、こういうところのコルクが飛ぶ射的の銃は、祭りならではの感じがする。

「凛恵、聖ちゃん、射的やらない？」

「いいよ、せっかくなら勝負とかしない？　誰が一番、商品を落とせるか」

　凛恵の提案で、勝負をすることになった。

　銃が二つあったので、まず俺と凛恵がやることになった。

「ふっ、俺は射撃ゲームをやったことあるから、こういうのは得意だぞ」

「私もやったことあるから」

「そうなのか。私はゲーセンも行かないし、射的も初めてだから難しそうだ」

　おっ、珍しく聖ちゃんだけが自信なさそうだ。

　だけど聖ちゃんはどんなスポーツも経験者よりも上手いから、油断は出来ないな。

　さて、コルク弾は六つ。

　何個落とせるかという勝負、だから上に飾ってあるぬいぐるみを狙うのは得策ではない。

　ここは確実に当たったら落とせるような、小さいお菓子の箱みたいのを狙うのだ。

　よし、構えて……撃つ！

「……外れた」

「……私も」

　俺と凛恵がほぼ同時に撃ったが、二人とも外していた。

　凛恵も俺と同じ考えなのか、小さなお菓子の箱を狙っていたようだが。

　まあ、まだ一つ目だ。あと五つあるし、まだまだ問題はない──。

「──……終わった」

「……ダメだった」

　六つ撃って、一つも当たらずに、一つも景品をゲット出来ずに終わった。

　隣で一緒に撃っていた凛恵も、同じ結果のようだ。

「……これってそんなに難しいのか？」

　やったことのない聖ちゃんが不思議そうにしている。

　いや、多少は難しいと思うけど、俺と凛恵が下手すぎるだけだと思う。

　まさか一つも当たらないなんて……。

　そういえば俺、ゲーセンの射撃ゲームでクリアしたこと一回もないな。

「お兄ちゃん、血は争えないね」

「そうだな、妹よ。二人とも景品ゼロとは」

「……なんか気まずいが、私が次にやってもいいか？」

　俺と凛恵は下がって、聖ちゃんが銃を持って構える。

「あのぬいぐるみが可愛いな」

　聖ちゃんが狙おうとしているのは、手の平サイズのぬいぐるみのようだ。

　むっ、やはり聖ちゃんはわかっていないようだ。

　小さいといってもぬいぐるみはコルク弾が当たっても、ほぼ動かないほど重い。

　狙うのはお菓子の箱なのが定石だ。

「聖ちゃん、落としやすいのは小さなお菓子の箱──」

「よし、落ちたな。ん？　すまない、何か言ったか？」

「……いや、なんでもありません」

　俺がアドバイスをしようとした瞬間、すでに聖ちゃんはぬいぐるみを落としていた。

　俺は何も言えずに引き下がった……うん、聖ちゃんだし、さすがだな。

　その後、聖ちゃんは三つのぬいぐるみを手に入れた。

　勝者はもちろん聖ちゃん、というか勝負にもならなかった。

「聖さん、上手ですね。本当に初めてだったんですか？」

「ああ、初めてにしては上出来だっただろう」

「初めてじゃなくてもすごい成果ですよ」

「聖ちゃんだからな。聖ちゃんはどんなことでもセンスがあるんだ、すごいだろう」

「なんでお兄ちゃんが自慢げなの？」

「そりゃ聖ちゃんのことを褒められるのは、俺も嬉うれしいからな」

　しかし初めてだというのに、本当にすごい。

　同じようなぬいぐるみを三個も手に入れていたけど、そんなに欲しかったのかな？

「司、凛恵、これを」

「えっ、これ、聖さんが取ったぬいぐるみですよね？」

「ああ、三つ取れて良かった。私と凛恵と、司の分だ」

　聖ちゃんは笑みを浮かべて、俺と凛恵にぬいぐるみを渡してくれた。

「聖さん、ありがとうございます！」

「ありがとう、聖ちゃん」

　形がほとんど同じのクマのぬいぐるみ、少し色や模様が違う。

　聖ちゃんはどうやら、三人に一つずつということでゲットしてくれたようだ。

「初めての聖ちゃんからのプレゼントだ……家宝にしよう！」

「いや、そこまで大おお袈げ裟さにしなくていいが……」

「私は普通に机の上に飾りますね」

「ああ、私もそうするつもりだ」

「じゃあ俺もそうする」

　三人でお揃そろいの物が出来た。

　机の上に置くから、これでいつでも聖ちゃんのことを想えるようになる。

　……いや、俺はいつも聖ちゃんを想ってるわ。

　凛恵も、もらったぬいぐるみを大事そうに両手で持っていた。




　その後、俺達は祭りの屋台を見て回り、いろいろと遊んだ。

　くじ引きも一人一回やったんだが、誰もいいものを当てずに、残念賞のガムをもらった。

　身体能力が高い聖ちゃんも運が強いというわけじゃなく、普通に外れていた。

　あれってどれくらいの確率で良い景品が当たるんだろうな、一回も当たったことないけど。

　次にやったのは、水風船のヨーヨー釣りだ。

　また三人で勝負をしたのだが、これは射的よりも上手く出来た。

　俺と凛恵は一個ずつ取れたのだが、聖ちゃんはなんと五個も取っていた。

「むっ、こよりが破れてしまった。もう少し早くコツを掴つかめば、もっといけたな」

「さすが聖ちゃん、やはり運が絡まない実力では圧倒的すぎる」

「これってそんなに取れる遊びだっけ……？」

　聖ちゃんだったら浮かんでる水風船を全部取ってしまいそうだ。

　そんな遊びをしながら、祭り定番の食べ物も買った。

　かき氷やたこ焼き、焼きそば、りんご飴あめなど。

　透明のパックに入れてもらって袋に入れているので、後で花火を見ながら食べる予定だ。

「あと少しで花火が上がる時間だし、そろそろ場所取りしないと座って見られないかもね」

「そうか、では移動するか」

「その前にお手洗いに行ってもいい？」

　俺がそう言うと、聖ちゃんも一つ頷うなずく。

「ああ、いいぞ。凛恵は大丈夫か？」

「私は大丈夫なんで、最後にもう一回チョコバナナ買ってきていいですか？」

「また食べるのか？」

　凛恵の言葉に、聖ちゃんは目を丸くしていた。

　チョコバナナが美味いのはわかるが、そんなに好きだとは。

「はい、出店によってチョコバナナの味も違いますから」

「そ、そうか。私にはわからないが」

「凛恵、そんなに食べられるか？　結構食べ物はいろいろと買っただろう？」

「大丈夫、チョコバナナ用の胃袋が私にはあるから」

「それはちょっと意味がわからないが」

　よく聞いたことのある「甘いものは別腹」というやつか。

「すぐに戻ってくるから、お兄ちゃんはお手洗いに行っていいよ」

「ん、了解」

　ということで、凛恵はチョコバナナを買いに、俺と聖ちゃんはお手洗いに向かった。

　用を済ませ、俺と聖ちゃんが合流して凛恵を待っていたのだが……。

「遅いな、凛恵のやつ」

「そうだな、もしかして迷ったか？」

　数分ほど待ったが、凛恵の姿が見当たらない。

　チョコバナナを買って戻ってくるだけだから、そんなに時間がかからないと思うのだが。

　スマホで電話をしても繋つながらなかった。

「なんで繋がらないんだ？」

「もしかして、チョコバナナを両手に抱えているんじゃないか？」

「……ありえるかも」

　チョコバナナ用の胃袋があると言っていたから、もしかしたらまた四本とか買っているのかもしれない。

　そうなると両手が塞ふさがっているから、電話に出られないのか。

「司、どうする？　このままここで待つか？」

「……いや、捜しに行こうか。少し心配だし」

「ああ、そうだな。二手に分かれるか？」

「そうだね、俺と聖ちゃんは電話が出来るし。チョコバナナを両手に持たないでね」

「ふっ、そっちこそな」

　俺達はそう言ってから、二手に分かれて凛恵を捜し始める。

　人がとても多いから見つけるのは大変そうだが、チョコバナナの出店に行ったはずだから、そこら辺を捜すか。

　……なんとなく嫌な予感がするんだよな。

　原作知識を忘れてしまったから思い出せないんだが、原作でも何かこういう出来事があったような、なかったような……。

　特に事件に巻き込まれるというわけじゃないと思うが、覚えていないからわからない。

　俺の杞き憂ゆうだといいんだが。




　　　　◇　◇　◇




「……迷っちゃった」

　凛恵は両手にチョコバナナを二本ずつ持って、人混みの中でため息をついた。

　去年は受験で行けなかったから、チョコバナナをいつもよりも食べようと思ったのが裏目に出てしまった。

　今回も四つ買ったが、一人で全部ではなく兄の司と聖にも分けようとしていた。

　……二人ともいらないと言ったら、一人で食べるつもりだが。

「さっき鞄かばんが震えてたから、電話があったのかな……出られなかったけど」

　両手にチョコバナナを持っているから、鞄からスマホを出すことは出来なかった。

　電話が鳴ってからしばらく祭り会場の中を歩き回ったが、司と聖の姿は見えない。

　つまりこれは、凛恵が迷子になってしまったということだ。

　だが迷子になったところで、慌てふためくような子供ではない。

「スマホを取り出せば連絡取れるんだけど……仕方ない、食べるしかないね」

　片手が空けばスマホを取ることが出来る、チョコバナナを二つ食べれば手が空く。

　だからこれは仕方ない、私が全部食べたいわけじゃない。

　そんな言い訳をしながら、道の端に寄ってチョコバナナを食べ始める。

「んっ、美味おいしい」

　凛恵が道行く人達を眺めながら、チョコバナナを食べていると……。

「ねえ君、一人かな？」

　後ろから声をかけられて、ビクッとしてから振り返る。

　そこには凛恵よりも身長が高く、年齢もいくつか上そうなチャラチャラした男性がいた。

「わ、私ですか？」

「そうだよ、チョコバナナちゃん」

「チョ、チョコバナナちゃん……」

　そのあだ名に軽くショックを覚えた凛恵だが、両手に持って美味しく食べているので、否定出来なかった。

「すごい可愛いね、一人なの？　俺も一人だからさ、よかったら一緒に回らない？」

「いや、その、一人じゃないので」

「俺さ、花火がよく見える穴場知ってるんだよね」

「あの、だから……」

「すごい静かな場所だから、二人で一緒に見ようよ」

　凛恵が何を言っても一人で勝手に喋しやべって、一緒に行動する前提で話を続けるチャラ男。

　凛恵はすぐにナンパだとわかったのだが、ここまでグイグイ来られると少し怖気付いてしまう。

　チョコバナナをまだ一本も食べておらず、手が空いていないので誰かに連絡を取ることも出来ない。

　道の端に寄ってしまったので、暗いところで背の高い男性に迫られている形だ。

「あ、あの、私は……」

「チョコバナナ以外にも奢おごってあげるよ、遠慮しないで。ほら、そろそろ花火も始まるし、行こうか」

　チャラ男は凛恵の右手首を掴んで、無理やり連れていこうとする。

「あっ……！」

　凛恵は小さく声を上げて抵抗しようとしたが、自分よりも身長の高い男性に力で勝てるわけもない。

　怖くなってきて、なんとか周りに助けを求めようとするが、恐怖心で大きな声も出ない。

　このままどこかに連れていかれてしまうのか。

（誰か、助けて……！）

　凛恵は涙目になりながら、心の中でそう叫んだ。

　次の瞬間、凛恵の涙でぼやけた視界に誰かが入ってきた。

「──おい、俺の妹に何してるんだ」

　その言葉と共にチャラ男の「いてっ!?」という声が響き、凛恵は誰かに引き寄せられた。

　急に引っ張られて驚いた凛恵だが、その声で誰に引っ張られたか既にわかっていた。

「お兄ちゃん……！」

「おう、凛恵。待たせてすまなかったな」

　兄の司が凛恵を引き寄せ、庇かばうように前に出てくれた。

　チャラ男は凛恵を掴んでいた腕を、痛そうに押さえていた。

「なんだお前、いきなり人の腕を殴りやがって……！」

「妹の腕を握っている汚い手にチョップしただけだ。そんくらいで痛がるなんて、筋肉足りないんじゃないですかー」

「はぁ？　てめぇ、調子に乗ってんじゃねえぞ……！」

　チャラ男は顔を怒りで歪ゆがませて、今にも飛びかかってきそうな感じだ。

　兄の司は特に武術を習っているわけでもなく、ガタイもチャラ男の方が良い。

　喧けん嘩かなどになったら……と凛恵が心配していたのだが。

「あれ、司じゃん」

「あっ、本当だ！　凛恵ちゃんもいる！」

「あら、奇遇ね」

　そんな声が聞こえて振り向くと、兄の友達の重本勇一、聖の友達の藤瀬詩帆、それにお嬢様の東條院歌織がいた。

　全員が浴衣ゆかたを着ていて、誰が見ても美男美女の三人組という感じだ。

「おう、勇一。いいところに来た、まあ狙ってたんだが」

「狙ってた？　どういうことだ？」

「いや、少し思い出しただけだ」

「意味わからんが……で、そっちのチャラ男は司の友達？　随分、趣味が悪いな」

「そんなわけないだろ、俺の趣味悪い友達は勇一だけで十分だ」

　司と勇一がニヤリと笑いながらそんなことを話していると、チャラ男がまた声を荒らげる。

「てめえら、舐なめてんじゃねえぞ！　高校生ごときが女を侍らせていい気になりやがって……！」

　チャラ男は勇一や司に突っ込むわけじゃなく、近くにいた女性の腕を取った。

「一人ぐらい俺がもらっていいよな!?　俺は金髪がタイプでな！」

「あっ……」

　勇一はチャラ男が掴つかんだ女性を見て、少し青ざめる。

「おい、今すぐその手を放せ！　さもないと……！」

　勇一が慌てた様子を見せて、チャラ男は弱みを握ったと思ったのかニヤついた。

「はっ、手を放さないとどうなるって!?」

「こうなるってことよ」

「えっ──」

　次の瞬間、チャラ男の身体が一回転して、顔面から地面へと落ちた。

「ブヘッ!?」

「私の手を取るなんて死にたいのかしら？　私の身体を触っていいのはこの世にただ一人、勇一だけよ」

　地面で気絶している男を見下しながら、東條院歌織がそう言い放った。

「だから言ったのに……歌織は柔道と合気道の有段者だぞ」

「空手と剣道が抜けているわ、勇一」

　小さい頃から英才教育を受けている東條院歌織、このくらいの男を倒すことなんて朝飯前だった。

「東條院さん、すごいね！」

「ありがとう、藤瀬さん」

　勇一を巡って争っている二人だが、意外と仲良くやっているようだ。

　その後、気絶したチャラ男は、東條院が呼んだ黒服の男達に連れていかれた。

「……はぁ」

　いろいろとあったが、凛恵は危険が去った安心感からか、身体の力が抜けてしまった。

「おっと。凛恵、大丈夫か？」

　少しフラついた凛恵を、司が腰に腕を回して支えた。

「うん……大丈夫、ありがとう」

「ごめんな、来るのが遅くなった」

「ううん、私がチョコバナナを買いに行って迷子になったのがいけないから」

「チョコバナナは……やっぱり四本買ってたんだな」

　倒れそうになっても、一本も落としていなかった。

　凛恵は怖がっていたが、あんなチャラ男に絡まれたくらいで、チョコバナナを一本も無駄にしたくはなかった。

「好きなものをいっぱい買うのはいいけど、そのせいで連絡取れなかったんだからな」

「うっ、ごめんなさい……」

「いや、とにかく無事でよかった」

「んっ……」

　司は凛恵を支えながら、頭を撫なでた。

　凛恵は少し恥ずかしそうに顔を赤らめながら、視線を逸らした。

「司、お疲れ」

　チャラ男が連れていかれるのを見送った勇一が、司に話しかけてくる。

　凛恵は他人にあまり見られたくないと思い、バッと司から離れた。

　司はそれに気づいて、苦笑しながらも勇一と話す。

「ああ、勇一、来てくれて助かったよ。正直、俺一人だったらヤバかったと思うから」

「かもな。まあ片付けたのは俺じゃなくて、歌織だったけど」

「惚ほれてもいいのよ、勇一」

「歌織があれくらい出来ることは知ってたからなぁ」

「もともと惚れていたってことね、じゃあこれで夫婦ね」

「いや違うからな」

　勇一と東條院がそんな会話をしている中、藤瀬が凛恵の手を握って心配していた。

「凛恵ちゃん、大丈夫だった？」

「はい、大丈夫です。詩帆さん、助けに来てくれてありがとうございます」

「私は何もしてないよ。すごく怖かったでしょ？　私も中学生の頃、あんな感じで男性に迫られたことあるの」

「そうだったんですか？」

「うん、その時は重本くんが助けてくれたからね。まだ見ず知らずの私を助けてくれて……ふふっ、その時に惚れちゃったんだけど」

「そ、そうだったんですか」

「うん、だけど凛恵ちゃんが無事で本当によかった。私達が来る前に、お兄さんの久村くんが助けに来てたね」

「……はい、本当に安心しました」

　司の到着が遅れていたら、凛恵はあのチャラ男に連れていかれた。

　司が来てくれたから、勇一や東條院が来る時間も生まれた。

「ふふっ、頼りになるお兄さんだね」

「そう、ですね……はい」

　兄のことを自分から褒めるのは恥ずかしくて、やはり照れてしまう。

　そんな凛恵の姿を見て微笑ましそうにする詩帆だった。

「凛恵、そろそろ聖ちゃんのところに……どうした？　顔が赤いが」

「べ、別に、なんでもない」

「そうか？　とりあえず聖ちゃんに連絡したから、合流しよう」

「うん、わかった。聖さんにも迷惑かけちゃった、謝らないと」

「そうだな。じゃあ勇一、藤瀬、東條院さん。俺達はここで」

「助けてくださってありがとうございます」

「久村くん、凛恵さん、待ちなさい」

　司と凛恵が別れようとした時、東條院に呼び止められた。

「あなた達、そろそろ花火の打ち上げが始まるけど、どこで見るつもりかしら？」

「どこって、そりゃ会場近くで場所を取ってだけど」

「今から取りに行くのかしら？　十数分前から取りに行っても、いい場所は見つからないし、座って見ることも出来ないわよ」

「えっ、マジか」

「私が迷子になって時間を取ったから……」

　罪悪感で少し顔が曇る凛恵だったが、東條院がそれを晴らすように明るく話す。

「あんなクズみたいなナンパ男に引っかかって時間が潰つぶれたのは不運だけど、それ以上の幸運があなた達にはあるわ」

　お嬢様らしい笑みを浮かべ、浴衣の懐からチケットのような紙を出す。

「それはあなた達が、私の友人ってことよ」




　司から凛恵が見つかったという連絡があり、聖は安心していた。

　ナンパをされていて少し危ない状況だったようだが、詩帆達と合流してなんとかなったようだ。

　合流場所を決めて、聖が先にそこに着いた。

　花火がよく見える会場から少し離れるような場所。

（なぜここを待ち合わせ場所にしたのだろう？　確かに人は少なくなってるから、合流しやすいとは思うが……）

　そんなことを考えながら司と凛恵を待っていたのだが……。

「あれ、嶋しま田ださん？」

　後ろからそんな声が聞こえて、少しビックリしながら振り返る。

　そこには同じクラスメイトの女子が二人いた。

　確か名前は、佐さ藤とうと伊い藤とうだったはずだ。

「佐藤さんと伊藤さんか。奇遇だな」

「そうだね！　というか嶋田さん、浴衣すっごい似合ってる！」

「ほんと！　すごく綺き麗れいで可愛い！」

「そ、そうか、ありがとう」

　司にいつも褒められている聖だが、まだ慣れていないので少し照れてしまう。

「私達も、今度またお祭りとかあったら着てみたいね」

「そうだね、嶋田さんほど似合うとは思わないけど」

「いや、二人とも可愛いから、似合うと思うぞ」

「そ、そう？　ありがとう、嶋田さん。なんか下手な男子よりもカッコいい嶋田さんに言われると、ドキッとしちゃうね」

「そうだね、私もときめいちゃった！」

「カッコいいと言われてもそこまで嬉うれしくはないが……」

　そんな会話をしていると、二人は聖が一人のことを疑問に思ったようだ。

「嶋田さん、誰かと来てないの？　待ち合わせとか？」

「ああ、今は少し別行動を……！」

　そこで聖は、ここに司が来ることに気づいた。

（だ、大丈夫か？　この二人には私と司が付き合っていることは言っていないし、司が来たらバレてしまうかもしれない……！）

　どうにかして二人にバレないように、隠さないと──。

（──ん？　なんか、少し違和感があるな……）

　聖は少し自分が思ったことで、胸の中がざわついた。

　なぜそうなったのかはわからない、だが確かに今の言葉でモヤモヤしたところがあった。

「嶋田さん、どうしたの？　急に黙っちゃったけど」

「もしかして一緒に来ている人と逸れたの？」

「っ、いや、なんでもない。ここで待ち合わせをしているから大丈夫だ」

　とりあえず、この二人が司が来る前にどこかに行ってくれれば、何事もなく終わる。

　だが、その前に……。

「お待たせ、聖ちゃ……えっ？」

　司が待ち合わせ場所に来てしまった。




　　　　◇　◇　◇




「凛恵、本当に大丈夫だったか？　あいつに掴つかまれた腕は痛くないか？」

「うん、大丈夫。腕も痛くないよ」

「そうか、ならよかったが」

　俺と凛恵は勇一達と別れて、聖ちゃんと合流する場所へと向かっている。

　しかし、本当に凛恵を見つけられてよかった。

　凛恵を捜している最中に、忘れていた原作知識が頭の中に浮かんできたのだ。

　なぜかはわからないが、本当にいきなりだった。

　俺が思い出した原作知識は、花火大会で凛恵がナンパされていて、それを勇一が助けるというシーンだ。

　それが、『おじょじゃま』での久村凛恵の初登場シーンだった。

　凛恵は勇一にナンパから助けられて、それをキッカケに勇一に惚れていくのだ。

　そのことを思い出して、それだけは避けないといけないと思い、全力で凛恵を捜した。

　ここで勇一に助けられてしまったら、凛恵が勇一に惚れるかもしれない。

　そうなったら、原作よりも泥沼化している東條院と藤瀬の勇一争奪戦に、凛恵が巻き込まれると思ったから、兄として絶対にそれは阻止したいと思った。

　幸いにも原作知識で凛恵がどこでナンパをされたかが、なんとなくわかっていたから、勇一よりも先に見つけることが出来た。

　だけど勇一達があのタイミングで来ていなかったら、ちょっとヤバかったけど。

　原作では勇一があのナンパ男を倒していたんだが、今回は一緒にいた東條院さんが倒していたな。

　強いということは知っていたが、あれほど強いとは……勇一の将来が不安だな。

　勇一が来る前に俺が来たから、凛恵は勇一に助けられた感はあまりないだろう。

　どちらかというと東條院さんか……万が一あの人に恋したところで、修羅場にすらならないから大丈夫かな。

「そろそろ聖ちゃんとの待ち合わせ場所かな」

「あっ、お兄ちゃん、ゴミ捨ててきていい？」

「ああ、いいぞ。ついていくか？」

「すぐそこだから大丈夫、心配しすぎ」

　凛恵は少し笑ってチョコバナナの棒を捨てにいった。

　……四本ともすぐ食ってしまったな、さすがだな、凛恵は。

　待ち合わせ場所はすぐそこだから、すでに聖ちゃんの姿が見えた。

　後ろ姿でも浴衣ゆかただからいつもよりもドキッとしてしまうな、可愛い。

「お待たせ、聖ちゃ……えっ？」

　声をかけようとしたら、聖ちゃんの目の前に知っている顔が二人いた。

　確かこの二人は、クラスメイトの佐藤さんと伊藤さん？

　まさか聖ちゃん以外に誰かがいるとは思わなかった。

　偶然会ったのか？

「あれ、久村くん？」

「えっ、嶋田さんが待ってたのは久村くん？　もしかして二人でお祭りに来てたの？」

「そうなの？」

「あ、いや……」

　俺はいきなりのことで固まってしまったが、聖ちゃんと視線を合わせる。

　俺達の間には「付き合っていることは内緒にする」という約束があった。

　だからこの二人には内緒にしないといけない、隠し通さないといけない。

　聖ちゃんと視線を合わせて、それが通じ合ったのだろうが……この状況で隠すのはなかなかキツイぞ？

　俺と聖ちゃんの二人が、浴衣姿でデートをしているようにしか見えない。

「えっ、本当に二人で来てるの？　もしかして二人って恋人同士？」

「そうなの!?　それはすごいビックリだけど……！」

　佐藤さんと伊藤さんはもう確定しているかのように話す。

　もう付き合っていることを隠し通すのは不可能のように感じたが……。

「お兄ちゃん、聖さん、お待たせしました」

　俺の後ろから、ゴミを捨てに行っていた凛恵が現れた。

　凛恵は佐藤さんと伊藤さんの二人を見て、首を傾げる。

「えっと、お兄ちゃんと聖さんの友達ですか？」

「お兄ちゃんって、久村くんのこと？」

「はい、久村司の妹の凛恵です」

「あっ、そういえば久村くん、前に妹いるって言ってたね！」

　二人の興味が凛恵の方にいった。

「すごく可愛いね！　久村くんが妹さんのことを好きでシスコンって聞いていたけど、そうなっちゃうのもわかるかも！」

「っ……お兄ちゃん、そんなこと言ってたの？」

「確かにそんなことを言った覚えはあるな」

「もう、お兄ちゃんったら……」

　恥ずかしそうにしている凛恵に、佐藤と伊藤が微笑ましそうにしている。

「ふふっ、妹さん可愛いね」

「今日は三人で来てたの？」

　っ、これだ！

　俺は隠し通す方法が思い浮かんで、苦笑いしながら話す。

「そうなんだよ。妹の凛恵と嶋田が仲良くて、俺はそのついでって感じだ」

　凛恵には申し訳ないが、こうやって言えば俺達が付き合っていることはバレないだろう。

「あっ、そうだったんだね」

「凛恵ちゃんはどこで嶋田さんと知り合ったの？　学年が違うだろうし、嶋田さんって部活もやってないよね？」

　くっ、なんか無駄に核心をつくような質問をしてきたな。

　その質問を聞いて、凛恵が困ったように俺を見上げてくる。

　俺が視線や表情で「話を合わせてくれ……！」と凛恵に伝える。

「……その、高校の図書室で私が勉強をしている時に、隣に偶然いた聖さんに勉強を教えてもらったんです。そこから仲良くなりました」

「そうなんだね。嶋田さんって頭もいいもんね」

「はい、すごく頭いいんです、聖さんって」

　凛恵が即興で作った話で、話が進んでいく。

　よし、凛恵、ナイスだ！

　なんとか凛恵のお陰で、俺と聖ちゃんが付き合っていることがバレずに済みそうだ。

「いやー、てっきり久村くんと嶋田さんが付き合っていると思ったよ」

「私も、久村くんが来た時はすごいびっくりしちゃった」

　その言葉を聞いて、俺と聖ちゃんの身体がビクッと動いた。

　や、やはり怪しまれていたのか。

　だけど凛恵のお陰でやり過ごせそうだ。

「べ、別に俺は凛恵の付き合いで来てるだけで、俺と嶋田は付き合ってなんかないよ」

　俺がまた苦笑いをしながら、関係を内緒にするために嘘をついた。

　そして一瞬だけ聖ちゃんをチラッと見たのだが……。

　聖ちゃんが少し複雑そうな表情をしていた。

　えっ、どうしたんだろう？

　なんか少し傷ついたような表情をしている気がしたけど……。

「嶋田？　大丈夫？」

「聖さん？」

　思わず俺と凛恵が声をかける、凛恵も少し心配に思ったようだ。

　聖ちゃんはハッとして、少し作ったような笑みを浮かべて答える。

「っ、ああ、大丈夫。少し考え事をしていただけだ」

「それならいいけど……」

　考え事ってなんだろう、少し心配だな。

　聖ちゃんが何かを誤魔化すように、佐藤さんと伊藤さんに話しかける。

「そろそろ花火会場に行かないと、いい席で見られないんじゃないか？」

「あっ、そうだ！　後ご藤とうちゃんと加か藤とうちゃんが、席を取って待ってるんだった！」

「そういえば待たせてるんだった。じゃあ、私達はそろそろ行くね」

　佐藤さんと伊藤さんがそう言って、俺達に手を振って会場の方へと走り出した。

　二人の姿が見えなくなった後、凛恵が聖ちゃんに話しかける。

「聖さん、私が迷子になって迷惑かけて、本当にすみませんでした」

「いや、迷惑などではないよ。何か危ないことがあったようだが、大丈夫だったか？」

「はい、お兄ちゃんや東條院さん達に助けてもらったので」

「そうか、凛恵が無事なら何よりだ」

「聖さん……ありがとうございます」

「そういえば、チョコバナナはどうしたんだ？　買ってきたんじゃないのか？」

「もう食べちゃいました」

「そうか。電話に出られなかったようだから、また四本買ったと思っていたのだが」

「はい、四本食べました。もうこれで両手は塞ふさがらずに済みます」

「……そ、そうか」

　聖ちゃんは何か言いたげだったけど、苦笑いをしただけだった。

「凛恵、さっきはありがとうな。俺の話に合わせてくれて」

「お兄ちゃんが『合わせろ』って表情をしていたからね。なんであの人達に、お兄ちゃんと聖さんが付き合っているのを隠してるの？」

「付き合っていることは秘密でな。あまり言いふらしたくないんだよ」

「なんで秘密にしているの？」

「ふっ、俺と聖ちゃんの二人だけの秘密って、なんか素敵だろ？」

　球技大会の打ち上げの後、聖ちゃんと二人で話したのだ。

　聖ちゃんは大事なものを他の人に見せびらかすのではなく、大切にしまって自分だけのものにしていたいと。

　俺はそれがすごい嬉うれしくて、他の人には「誰かと付き合っている」ということは言ってもいいけど、誰と付き合っているかは言わない。

　そういう約束をした。

　さっき出会った佐藤さんと伊藤さんには「誰かと付き合っている」ということすら言っていなかったから、俺達が付き合っていることがバレていなかった。

　だから約束を守って、秘密にしたのだ。

「……私知ってるけど？　それに他にも知っている人は何人かいるよね」

「まあそうだけど、そこはいいんだよ。だよね、聖ちゃん」

「っ……ああ、そうだな」

　聖ちゃんはまた考え事をしていたのか、複雑そうな表情をしていた。

　どんなことを考えているのかはわからないが、聖ちゃんが話したくないのであれば聞く必要はないだろう。

「そうだ、聖ちゃん。花火を見る場所のことなんだけどさ」

「っ、ああ、私達もそろそろ会場に行かないと花火が見られないぞ。座れないかもしれないが、立って見ることも出来るはずだ」

　決して凛恵のせいではないが、だいぶ花火会場に行くのが遅くなってしまった。

　だから急いで行こうと聖ちゃんは言ったのだろうけど……。

「そのことなんだけど、これ」

　俺が懐からチケット、東條院さんからもらったものを出す。

　聖ちゃんが不思議そうにそれを見つめる。

「なんだそれは？」

「東條院さんからもらった、友人特別チケット」

「友人特別チケット？」

「そう、東條院さんが言うには、今回の花火大会で一番の特等席らしい」

「ほう、それはさすがだな。それで、それはどこなんだ？」

「それが、あそこだって」

　俺は東條院さんに説明されたビルを指差した。

「……司が指差しているのは、ここらで一番大きなあの建物か？」

「そう、そこの最上階テラスだって」

「なんというか……本当にさすがとしか言いようがないな」

「うん、本当にね」

　俺達は苦笑いをしてから、その建物へと向かった。




　　　　◇　◇　◇




　その後、聖達はその建物の最上階へと向かった。

　最上階のレストランが貸切になっており、テラス席で周りを遮るものは何もない。

　天井もないので、夏の夜空を一望出来た。

　テラス席にはすでに重本と東條院の姿があった。

「おっ、司達、来たんだな」

「おう、もちろん来たぞ。こんな良い席に招待してもらったんだからな」

「まあ俺が用意したわけじゃなく、もちろん歌織がいつの間にか用意してたんだが」

「本当なら飛行船がよかったのだけれど、それだと勇一とお祭りを回っている時間がないから、仕方なく地上から見ることにしたわ」

「ああ、ここでよかったよ、歌織。さすがに飛行船はビビるから」

　東條院の凄すさまじいセレブ台詞せりふに、重本が冷静にツッコんでいた。

　聖と凛恵もテラス席のテーブルに荷物を置いてから、周りを見渡して感嘆の声を上げる。

「こんな良い場所を貸切って、やっぱり東條院さんってすごいんですね……」

「花火が上がる場所は目の前だな。これならゆっくり見られそうだ」

「この高さだと、花火がほぼ同じ高さに打ち上がるんじゃないですか？」

「そうかもしれないな」

「ちょっと怖いけど、楽しみですね」

「あっ、聖ちゃん！　凛恵ちゃん！」

　二人が話しているところに、満面の笑みで両手に袋を持っている詩帆が近づいてきた。

「えっ、聖ちゃんが浴衣ゆかた着てる！　すっごい綺き麗れいで可愛い！」

「ありがとう。詩帆も着ているんだな、似合ってるよ」

「ありがとう！　凛恵ちゃんも、すごい可愛いね！　模様とかが似てるけど、もしかして聖ちゃんと一緒にレンタルしたの？」

「そうです、聖さんと一緒に浴衣を着たかったので。ついでにお兄ちゃんもそこで」

「ナイスだよ凛恵ちゃん！　聖ちゃんって全然そういうの着ないからさ、凛恵ちゃんのお陰……いや、凛恵ちゃんのお兄さんのお陰かな？」

「っ、な、何がだ？」

「だって私が誘っても着なかったのに、凛恵ちゃんと久村くんが一緒だとすぐに着たんでしょ？　どっちに自分の浴衣姿を見せたかったのかは……ね、聖ちゃん？」

「くっ、それは……凛恵だが」

「あっ、聖ちゃん、凛恵ちゃんを言い訳にしちゃダメだよ」

「そうですよ、聖さん」

「さ、最初から一択しかないじゃないか！　凛恵も悪ノリするんじゃない！」

　聖が顔を赤くして反応するのを見て、詩帆と凛恵がクスクスと笑った。

「ったく……詩帆、その袋はなんだ？　ずいぶん重そうだが」

　詩帆が持っている袋の片方を指しながら、聖が問いかけた。

「ありがとう、聖ちゃん。これはもちろん、出店での戦利品だよ！」

「戦利品、ですか？」

「うん！　お好み焼きにたこ焼き、りんご飴あめ、焼き鳥、綿菓子、焼きそば、フライドポテト、唐揚げ……あと何を買ったか覚えていないけど、いっぱい！」

　キラキラとした笑みで戦利品と、食べ物を言っている詩帆に、凛恵が少し引いていた。

「す、すごいですね。だけどこれ、食べ切れるんですか？」

「五人分だし、大丈夫だよ！　それに私と重本くんはいっぱい食べるし！」

「確かに、詩帆と重本がいるなら大丈夫か」

「そ、そうなんですね」

　凛恵は詩帆と重本がどれだけ食べるのかわからないので、本当にこれが無くなるのか疑問に思っていた。

「あっ、チョコバナナも十本くらい買ってきたよ！　凛恵ちゃん食べる？」

「食べます、ありがとうございます」

「凛恵、今日でチョコバナナを何本食べるつもりなんだ……？」

「チョコバナナは別の胃袋に通じてますから」

「そ、そうか」

　今度は凛恵が聖にドン引きされる番だった。

「お祭りってやっぱり楽しいね！　重本くんと東條院さんの三人で回ったからどうなるかと思ったけど、すごく楽しかったよ！」

「そうか、それならよかったな」

「うん！　そっちも楽しかった？」

「はい、とても楽しかったです。去年は受験で行けなかったので、今回は聖さんとお兄ちゃんと行けて本当によかったです」

「そっか、よかったね！　聖ちゃんは？」

「ああ、もちろん……」

　楽しかった、と答える直前、聖はさっきの出来事を思い出してしまった。

　佐藤と伊藤の二人に、司との関係を隠し通したこと。

　その時に感じた、心の内のざわつき。

　それが晴れずに過ごしていたからか、言葉に詰まってしまった。

「聖ちゃん……？」

　詩帆が不思議そうにもう一度呟つぶやいたのを聞いて、聖はハッとして答える。

「と、とても楽しかったぞ。だけどその、すまない。少し考え事をな……」

「……それってさっきのお二人と会ってからのことですか？」

「っ、凛恵、気づいていたのか？」

「あの時から少し、聖さんの様子がおかしかったですから」

「そうか……」

　あの時、聖の心の中はずっとざわつき、モヤモヤしていた。

　このモヤモヤは以前にも味わったことがあった。

　飛とび世せに自分達の関係を隠す時と全く同じ。

　今までなぜそうなっていたのか考えて、ようやくわかった。

（私は、司と付き合っていないと嘘をつくのが、嫌なのだ）

　胸に痛みを抱えた瞬間は、自分達の関係を隠そうとしている時だ。

　なぜ隠そうとしている時に、モヤモヤするのか。

（私は自分からこの関係をバラしたくない、隠そうと言っていたのに……）

　司とこの関係を隠すことを約束しているから、偶然出会った二人に司が隠し通してくれたのに。

　なぜ隠そうとすると、モヤモヤするのか。

（この関係を秘密にしていたい、大事にしていたいというのも、私が思っている本当の気持ちだ。だけど……）

　自分達の関係を隠したい、大切にしたい。

　だけど関係を隠そうとすると、胸がざわついて痛む。

　自分の中でなぜ、こんな矛盾した気持ちが生まれているのか。

　それはまだわからないが、とにかく隠すのが嫌なのは確かだった。

「少し、相談してもいいか？　詩帆と、凛恵に」

「私達に？」

「私もですか？」

「ああ、そうだ。これはまだ、司には話せないことで……」

「久村くんと何かあったの？」

「いや、何かあったというわけじゃない。これは私の気持ちの問題で……」

「面白そうな話をしてるじゃない、私も交ぜなさい」

「っ！　と、東條院、いつから私の後ろに……！」

　凛恵が驚いて後ろを向くと、腕組みをして立っている東條院がいた。

「相談してもいいか、とあなたが言ったところからよ。嶋田さんが弱みを見せるなんて珍しい、と思ってね」

「弱みというわけじゃないし、面白がるなんて趣味が悪いぞ、お嬢様」

「お嬢様だから多趣味なのよ。知らなかったかしら？」

　ふふっ、と優雅に笑う浴衣姿の東條院。

　聖はその態度を見て、ため息をついた。

「はぁ、まあいい。お前も相談に乗ってくれるなら、別に聞いてもいいが」

「あら、いいの？　意外ね、私から言ったことだけど、あなたが私に相談なんて」

「趣味が悪いお嬢様のようだが、真面目に相談して揶揄からかってくるような女じゃないだろう」

「ふふっ、そうね。そこまで悪趣味な女ではないわね」

　聖は周りを見て、司と重本がいないことを確認した。

「あの二人はどこに行ったんだ？　姿が見えないが」

「勇一が食べ物と飲み物を買いに行ったわ。ついでに男同士で何かを勝負するって言ってたわね」

「えー、私もいっぱい食べ物買ってきたんだけどなぁ」

「あなたと勇一ならどれだけあっても食べ切れるでしょう」

「まあそうだね！」

「……どんだけ食べられるんですか」

　重本と詩帆の大食いを知らない凛恵が、また少し引いたようにそう呟いた。

　司がいる前だったら相談出来なかったが、いないのなら問題はない。

　聖はさっき出会ったクラスメイトの二人に、自分達の関係を隠したことを話す。

　自分達の関係を隠すというのは、前に司と一緒に決めていたこと。

　だから隠し通せたことは問題ない、はずだった。

「それなのに、私の胸の中がざわついて……私が望んだことなのに、嫌だと思ってしまったんだ」

「久村くんと付き合っているのを隠すのが、嫌だってこと？」

「そうだ」

「だけどあなた、『宝物は誰にも言わずに大切にしまっておきたい』とか臭いこと言ってたじゃない」

「くっ、そうだが……なぜこんな矛盾した気持ちになったのか、私にもわからない」

　聖は顔を赤らめながらも、真面目な表情で相談をする。

　東條院も軽く茶化していたが、真剣に考えてくれている。

「単純に、関係を隠したいという気持ちよりも、話したいという気持ちが上回ったんじゃないですか？」

「確かに、単純に考えればそうなのだが……」

　凛恵の意見は正しくてその通りなのだが、聖としてはまだ何かしっくりこない。

　話したい、という気持ちはそこまでないのだ。

「今も出来ればこの関係を秘密にしたい、大切にしまっておきたいという気持ちはあるんだ。だけど、隠したくないという気持ちがあるんだ」

「うーん、私にはなんとも……」

　凛恵にはよくわからず、それ以上の意見は出てこなかった。

「思ったよりもめんどくさい悩みね……隠すのが嫌って気持ちがあるなら、言うのが早いんじゃないのかしら？」

「くっ、いや、それは確かなんだが、内緒にしたいという気持ちもあってだな……」

「なんか意外ね、嶋田さんってそういうことで悩む人じゃないと思っていたけれど」

「そ、そういうことってなんだ？」

「乙女らしい悩みってことよ。私にとってはそんな悩み、羨うらやましい限りだけど。私だったら早く勇一と付き合って、世界中に報告したいくらいだわ」

「まあ、お前ならそうだろうな……」

　東條院は勇一と付き合う前から、勇一の側から邪魔な女を排除するために、「重本勇一と東條院歌織は付き合っている」という噂を流していた。

　そんな彼女から言わせれば、聖が悩んでいることなんて全く意味がわからないのだろう。

「ダメね、私からは『さっさと公開してイチャイチャしなさい』としか言えないわ」

「前も同じようなことを聞いたが……」

「あなたと私じゃ、考え方も価値観も違いすぎるから。力になれそうにないわね」

「そうか……いや、話を聞いてくれるだけ助かった、ありがとう」

「ええ、それで……さっきからずっと黙って目を輝かせている人は、何を考えているのかしら？」

「……私も相談しておいて、話を聞くのは少し躊躇ためらっていたのだが」

　聖の相談を受けてから、詩帆がずっと目をキラキラとさせて楽しそうにしている。

「聖ちゃん、私は嬉うれしいよ！　聖ちゃんからとても愛らしくて可愛らしい相談を受けられるなんて！」

「そ、そうか？」

「そうだよ！」

　詩帆は興奮が収まらない様子で、聖の両手を取って顔を近づかせる。

「聖ちゃんからこんなドキドキするような恋愛相談を受けられるなんて、久村くんに感謝だね！」

「よくわからないが……詩帆、私の相談をちゃんと聞いていたか？」

「もちろん！」

　詩帆は強く頷うなずいて、少し落ち着いてから笑みを浮かべて話す。

「関係を内緒にしていたい、だけど誰かに隠すのが嫌だって話でしょ？　聖ちゃんがわからないのは多分、なんでそんな気持ちになるかってことだよね？」

「ああ、そうだ。気持ちが矛盾していると思うのだが……」

「ううん、矛盾してないよ」

「えっ？」

「内緒にするっていうのと、関係を隠すっていうのは、少し違う話だと思うよ」

「そうなのか？」

　聖は同じだと思っていたのだが、詩帆が説明してくれる。

「聖ちゃんと久村くんは今まで付き合っていることを疑われていなかったから、ただその関係を言わないで内緒にすることが出来たでしょ？」

「ああ、そうだな」

「だけどさっきの話だと、クラスメイトにバレそうになったのを隠したんでしょ？　それは内緒にするというよりは、嘘をついていることになるよね」

「確かに、その通りだ」

「聖ちゃんは多分、自分達の関係を嘘をついてまで隠し通そうとするのが、嫌だったんじゃないのかな？」

「っ！　そうか、なるほど……」

　確かに今まで内緒にするというのは、誰にも司との関係を言わないだけで済んできた。

　それは嘘を言ったり隠したりすることではない。

　だが今日、クラスメイトの二人に疑われた時は、聖も司も嘘をついて自分達の関係を隠し通した。

　それが嫌だったのだ。

　自分達の関係が他人に隠さないといけない、恥ずかしいものだと言っているかのようで。

「内緒にはしたいが、隠したくないというのは、矛盾はしていなかったのか……」

「うん、それは普通の乙女心だよ、聖ちゃん」

「乙女心……か」

　矛盾したような気持ちが解決出来て、ほっと安心した。

　それと同時に恥ずかしさも込み上げてきて、頬を赤らめて視線を少しずらした。

「……あぁ、もうダメ！　聖ちゃんが可愛すぎる！」

「なっ!?」

　感極まったように、詩帆が聖に正面から抱きついてきた。

「前から聖ちゃんは可愛かったのに、久村くんと付き合ってから乙女感が増して可愛いが過ぎるよ！　犯罪だよ！」

「な、何を言ってるんだ!?」

「聖ちゃんのこの可愛さを引き立ててくれた久村くんに感謝するべきなのか、私の知らない聖ちゃんを見ている久村くんに嫉しつ妬とするべきなのかわからないよ！」

「詩帆、落ち着け！　東條院、凛恵、見てないで助けてくれ！」

「仲なか睦むつまじくていいわね。悩みも解決したようだし、私は勇一を捜しに行っていいかしら？」

「すみません、私は東條院先輩みたいに強くないんで、詩帆先輩を引ひき剥はがせないです」

　最初から聖を助ける気がない東條院、助けようという気持ちが薄い凛恵。

「くっ、お前達……！」

　二人が助けに来ないようなので、聖は仕方なく詩帆を力ずくで離そうと試みる。

　しかしそうする直前、詩帆が「んっ？」と何かに気づいたようで身体が離れた。

　詩帆は聖の両肩に手を置きながら、浴衣姿を下から上まで見る。

「なんだ？　どうしたんだ、詩帆」

「聖ちゃん……胸がなくなった？」

「な、何を言っているんだ!?」

　聖は詩帆から離れて、胸元を隠すように腕で覆う。

　しかし詩帆は目を細めて聖の胸あたりをじっと見て、強く頷いた。

「うん、やっぱりなくなってる！　毎日聖ちゃんの胸を見て嫉妬してきた私が言うんだから、間違いない！」

「なんだその確信の仕方は……！」

「藤瀬さん、悲しくならないのかしら？」

　後ろで聞いていた東條院も、呆あきれながら問いかけていた。

「もう慣れたよ、私は……うん」

「そんなに悟った目も出来るのね、藤瀬さんって」

「私の胸が原因でそんな悟られてもな……」

「はっ、今はどうでもいいんだよ！」

　詩帆が頭を振って立て直して、聖に問いかける。

「聖ちゃんに抱きついた時に、いつも当たってくる胸がなかったよ？」

「そう言われると、もう抱きつかれるのが嫌になってくるのだが……」

　聖はため息をつきながら、まだ司や重本が帰ってきていないことを確認して、少し声を落として話す。

「これはその、浴衣ゆかたを着る時は胸が強調されすぎない方がいいとお店の人に言われて、胸が目立たないような下着をつけているんだ」

「えっ、そんなのがあるんだね。私は特に言われなかったよ？　なんでだろう？」

「そ、そうか、なぜだろうな……」

　聖は答えがわかっているが、詩帆を傷つけまいと思い、目を逸らしてそう言ったが……。

「藤瀬さんには必要ないからでしょう？」

「ぐっ……!?」

　東條院が無慈悲にそう告げて、詩帆がダメージを受けたように胸を押さえた。

「と、東條院！　お前、よくも詩帆を傷つけるようなことを……！」

「嶋田さんもわかっているんだから、本当のことを言えばいいのよ。誤魔化しても意味がないわよ」

「そ、そうだが……」

　もちろんわかっていたが、詩帆が傷つくから言わなかったのだ。

「も、もしかして、東條院さんも、そういう下着をつけてるの……？」

「ええ、つけてるわよ。勇一は胸が大きい女性が好きだけど、そこは服に合わせたわ」

「くっ、今日の東條院さんの浴衣姿を見て、胸の大きさはほとんど変わらないのかもって思ってたのに……！」

　とても悔しそうにしている詩帆。

　二人の胸事情を聞いて、結構なダメージを受けているようだ。

　聖はなんとかして慰めたいが、こういう時に自分が何を言っても詩帆は元気づかないというのは理解していた。

「り、凛恵ちゃんは違うよね？　普通の下着をつけてるよね？」

「は、はい、普通のです……」

　詩帆が縋すがるように問いかけてきたので、凛恵はビクッとして答えた。

　その答えを聞いて、安心したようにホッと笑みを浮かべる詩帆。

「そうだよね、よかった！　凛恵ちゃんもそんな下着をつけるほど大きかったら、私はビックリしてたよ！」

「そ、そうですか」

「私達は仲間だね！」

「は、はい……」

　詩帆が凛恵の両手を取り強く握手をして、凛恵は引き攣った笑みを浮かべていた。

「後輩の凛恵さんに縋ってて、悲しくならないのかしら？」

「東條院、静かにしていろ。詩帆が比較的早く立ち直っているんだから」

「……あなた、藤瀬さんの友達で少し苦労しているのね。胸とか、料理とか」

「……それ以外だったらとても良い子なんだ、詩帆は」

　少し遠い目をしながら答えた聖だった。

　しかし今回、聖が悩んでいたことで詩帆がとても良いアドバイスをくれた。

（私は司との関係を内緒にしたいけど、隠したいわけではないのか……）

　だからあの二人に隠し通そうとした時に、心がざわついたのか。

　それに気づけただけでも、モヤモヤしていた心がとてもスッキリした。

「聖ちゃんはこれからどうするの？」

　凛恵によくわからない仲間意識が芽生えていた詩帆が、聖にそう問いかけてきた。

「ん？　何がだ？」

「久村くんとの関係を隠すのはやめるの？」

「そう、だな……わからないが、司に話してみるよ」

「うん、そうした方がいいね」

　聖の答えを聞いて、詩帆が笑みを浮かべて頷いた。

　聖と司の関係を真面目に考えてくれて、詩帆は頼りになるとても良い親友だ。

（……少し面倒なところもあるが）

　誰にでも欠点はあるし、そういうところも面白くて詩帆の個性だろう。

「……なんか今、貧乳が個性って言われた気がする」

「だ、誰も言っていないぞ、詩帆」

「そう？」

「藤瀬さんの胸の話はもういいとして、勇一は帰ってくるの遅くないかしら？」

「確かに、お兄ちゃんも帰ってきませんね」

　十数分前に会場へ買い物と勝負をしに行った二人が、まだ帰ってきていない。

　そろそろ花火も打ち上がる時間になる。

「しょうがないわね、電話しようかしら」

　東條院がスマホを取り出し、重本に電話をかけた。

　すぐに出たようで、東條院が話し始める。

「勇一？　あなた、どこにいるの？　もう花火が始まってしまうわよ……えっ？」

　しばらく話していると、東條院の顔がどんどん曇っていく。

　そしてため息をついて、一度スマホを下げて聖に話しかけてくる。

「嶋田さん、あなた、飛世茉ま莉り乃のっていう方をご存知かしら？」

「飛世さん？　司のバイト先の先輩だな。知っているが、なぜここでその人の名前が？」

「どうやら、勇一と久村くんと一緒にいるようね」

「……なぜだ？」




　　　　◇　◇　◇




　勇一と適当に屋台で食べ物を買いながら、また射的などで勝負をしていた。

　射的はさっきは出来なかったけど、今度こそいけるかもしれない……と思ってやったんだけど、やはり一個も取れなかった。

　適当に遊びながら、そろそろ聖ちゃん達がいるところに戻るか、と話していた。

　最後に俺が勝負事で負けた罰ゲームとしてジュースを買って、勇一のところに戻ったのだが……。

「大丈夫ですか？」

「うん、ありがと！　私重いと思うけどごめんねー、すごい力持ちだね！」

「いや、全然重くはないんですけど……」

　……なぜか、勇一が飛世さんを背負っていた。

　えっ、浮うわ気き？　浮気現場を俺は見てしまったのか？

　あ、いや、まだ勇一は東條院さんとも藤瀬とも付き合っていないから、浮気ではないか。

「つ、司！　ちょっと、助けてくれ！」

「えっ、司くんだ！　もしかして、司くんのお友達だったの？　うわぁ、運命だねー」

　勇一に気づかれて、勇一の背にいる飛世さんにめちゃくちゃ手を振られてしまった。

　俺はため息をつきながら、近づいた。

「勇一、お前、その姿を東條院さんに見られたらどうするんだよ」

「ち、違うから！　俺はこの人がナンパされていたのを助けて！　逃げる拍子に足を捻ひねったらしくて、背負って運んでいるだけだ！」

　こいつ、またナンパから女性を助けていたのか。

　それは称賛されるようなことだが、女性とのフラグを立てすぎだろ。

　今日も原作通りだったら、凛恵をナンパから助けてフラグが立っていたし。

　凛恵の代わりに飛世さんになったのか？　よくわからないが……。

「司くん、久しぶり！　この前はバイト代わってくれてありがとうね！」

「お久しぶりです、飛世さん。いえ、代わりに入った分、バイト代が高かったのでよかったです」

「司、知り合いだったのか。それならお前が背負って……」

「無理、俺の背中に乗せる女性は一人って決まってるから」

「何言ってんだ、お前……」

「あっ、聖ちゃんでしょ？　ふふっ、ほんと司くんって聖ちゃんが好きだねぇ」

　飛世さん、大正解だ。

　今日は飛世さんも祭りを楽しみに来たのか、浴衣を着ていた。

　慣れない下駄を履いていたから、足を捻ってしまったのかもしれないな。

「勇一くん、私が重いなら歩くよ？　少し痛いけど、全然歩けるから」

「あ、いや、大丈夫です。俺は力と体力だけはあるんで、はい」

「ほんと？　ふふっ、すごいね、ありがとっ」

　飛世さんは勇一の背に乗って、後ろから首に両手を回してくっついている。

　浴衣で薄着だから、勇一の背には飛世さんの豊満な身体が当たっているだろう。

　勇一の顔が赤くなっているのが、その証拠だ。

「よかったな、勇一」

「な、何がだ？　別に俺は嬉うれしいなんて、全く思っていないが？」

「そうだな、東條院さんにその姿を見られたらと考えたら、嬉しいなんて全く思えないよな」

「……一気に冷めたわ」

　赤い顔から真っ青な顔に大変身した勇一。

　しかし、飛世さんを運ぶにしても、どうするのか。

「飛世さんは誰とお祭りに来たんですか？」

「弟や妹達と来てるんだけど、私が買い物に行った時にナンパされちゃって」

「そうなんですね、弟さん達はどこに？」

「あそこの大きなビルの下にいると思うよ、そこで待っててって言ったから」

　大きなビル……ああ、俺と勇一がこれから向かう、最上階を貸し切っているビルのことか。

　花火の会場から少し外れていて人も少なく、待ち合わせするにはいい目印だろう。

　だけどあそこの下からだと、ビルが邪魔になって花火が見られないと思うが。

「花火は見ないんですか？」

「うーん、本当は見たかったんだけど、ここまで混んでるとは思わなかったから、場所取りもしていないの。それに私も怪我しちゃったし帰ろうかなって。楽しみにしている弟達には、悪いと思うけどね……」

　飛世さんは少しバツが悪そうな笑みを浮かべてそう言った。

　確かに飛世さんは弟妹が三人いるから、その人数で場所取りをせずに見るのは厳しいだろう。

　飛世さんも足を怪我してしまったから、座って見ないとキツいはずだ。

　俺と勇一は、視線を合わせる。

　この花火会場の中でおそらく一番良い場所を俺達は取っていて、怪我をした飛世さんも座って見られて、弟妹が三人いても余裕で走り回れるくらいの広い場所だ。

　しかし俺や勇一が取ったわけではなく、東條院さんがいないと入れなかった。

「なあ司、歌織に頼めばいけるよな？」

「俺が頼んでも絶対に無理だが、お前が言えば考えてくれると思うぞ。だけどいいのか？」

　勇一が知らない女性を連れていくことに、あの人が良い感情を持つとは全く思えないが。

「少し躊ちゆう躇ちよするけど、ナンパから助けた時に怪我をさせたのは俺のせいだし」

「違うよ勇一くん、あれはあの男性に無理やり連れていかれそうになった時に、助けてくれたからで……」

「それでも飛世さん達が花火を見られなくなったら悲しいですし、俺が責任を取りますよ」

「勇一くん……ありがとっ！」

　おお、勇一がカッコいいな。

　ただ飛世さんに後ろから強く抱きしめられて、少しニヤけているのを除けば。

「東條院さんと藤瀬に言おうかなぁ……」

「おい司、待て、やめろ」

「あっ、口に出てた？　大丈夫大丈夫、冗談だから」

「これは男なら誰しも口角が上がってしまうものだろ……！」

　確かにその通りだと思うが、俺だったら絶対に揺らがない。

　聖ちゃんにやられたら口角どころか、顔全体の筋肉が緩んでしまうだろうけど。

「ん、やべ、スマホが震えてる。電話かも」

　勇一は飛世さんを背に抱えているから、両手が塞ふさがって出られない。

「あっ、私が取るね」

　飛世さんが抱きかかえられたまま、右手を伸ばして勇一が持っている袋からスマホを取り出す。

「ありがとうございます」

「私が操作して耳元に持っていけばいいかな？」

「そうですね……それでお願いします」

「はーい」

　飛世さんにスマホを持ってもらいながら、勇一は東條院さんと電話をする。

「歌織？　すまん、今からそっちに向かおうとしているんだが、少し頼みたいことがあってな……」

　勇一が飛世さんのことを説明した。

　東條院さんの声はあまり聞こえないが、勇一が少しずつ恐る恐る話しているので、東條院さんの機嫌が悪くなってきているとわかる。

「それで、飛世さんと弟妹三人をそちらに連れていっても、いいですかね……？」

　最終的には敬語になりながら話していた。

「あっ、飛世さんは嶋田と司の知り合いって聞いたんだが……」

　そこからしばらく勇一が喋しやべらなくなったので、東條院さんがあちらのメンバーと話しているのだろう。

　そして、勇一がまた話し始める。

「も、もちろん、それくらいはするぞ。ああ、ありがとう。じゃあ今から向かう」

　勇一はそう言って、電話が切れたようでため息をついた。

「飛世さん、持っていてくれてありがとうございます」

「ううん、大丈夫だけど、どうだった？」

「なんとか許可をもらえたので、行きましょうか」

「ほんと!?　ありがとう、勇一くん！」

　どうやらしっかり許可を取ったようだが、最後の会話が気になるな……何か条件をつけられたのか？

　少し顔色が悪くなっている気がするが……。

　とりあえず、そろそろ花火が上がる時間なので、俺達は急いでビルの方へと向かった。




　ビルの下で飛世さんの弟妹さん達と合流した。

　弟が二人、妹が一人、飛世さんを入れて四人姉弟きようだい。

　妹さんが小学校四年生で、弟二人は双子のようで小学校に上がる前らしい。

　飛世さんに似て可愛らしい弟妹さん達だ。

「おねえちゃんが、背負われてる！」

「俺も背負ってー！」

　双子の二人は少し落ち着きがないようだが、子供らしくて可愛いな。

　そしてビルの最上階に行って、東條院さん達と合流する。

　軽く自己紹介をしたのだが、やはり最初は気まずい雰囲気が流れていた。

「すごーい！　広くて大きい！」

「いっぱい遊べるね！」

　だが弟二人が雰囲気などを壊してキャッキャと遊び始めたので、和やかな空気が流れ始めた。

「歌織ちゃん、今日はありがとう！　弟達も見ての通り、すごい喜んでるよ！」

「いえ、大丈夫です……歌織ちゃん？」

「うん、歌織ちゃんでしょ？」

「……まあいいです」

　飛世さんからの名前の呼び方に、東條院さんが少しビックリしたようだ。

　まあ東條院さんをちゃん付けで呼ぶことなんて、彼女のことを知っていたら普通は出来ないからな。

　確か原作でも飛世さんは「歌織ちゃん」呼びだった気がする。

「怪我をしたとのことなので、湿布やテープなどは用意しております」

「わぁ、ありがとう！　本当にお世話になっちゃって」

「いえ……だから早く勇一の背から降りなさい」

　あっ、東條院さんがなんか不機嫌そうだなと思っていたけど、原因はそれだったのか。

「そうだね、勇一くん。運んでくれてありがとうね」

「はい、大丈夫です」

「すごい力持ちで、お姉さんドキドキしちゃったよ。今度お礼をするからね」

　飛世さんが勇一と顔を合わせて、ニコッと微笑んでそう言った。

　勇一もドキッとしてしまったようで、顔を赤らめる。

「い、いや、これくらいは別に……」

「勇一？　何を照れているのかしら？」

「っ！　て、照れてないぞ、歌織」

　浮うわ気きがバレたかのように、勇一は慌てて取り繕う。

　その様子を東條院さん、さらにはその後ろで藤瀬もジト目で睨にらんでいる。

「もしかして、勇一くんと歌織ちゃんは付き合っているの？」

「はい、付き合ってます」

「付き合ってねえだろ!?」

「付き合ってないでしょ！」

　東條院さんが息を吐くように嘘をつき、それに勇一と藤瀬がツッコんだ。

　飛世さんは不思議そうに首を傾げている。

「どっちなのかな？」

「間違えました、いずれ結婚するだけです」

「違うでしょ！　重本くんと付き合って結婚するのは、私だから！」

「ん？　詩帆ちゃんも勇一くんが好きなんだね。勇一くん、モテモテだなぁ」

　楽しそうにニコニコしながら、東條院さんと藤瀬の争いを見守る飛世さん。

　その間で顔色悪そうにしている勇一が、静かにバレないように俺の方に逃れてきた。

「勇一、お疲れ。大変そうだな」

「他人ひと事ごとでいいな、お前は……」
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「その通りだからな。まあ飛世さんを助けて、東條院さんを不機嫌にするのにここに連れてきた度胸は尊敬するよ」

「俺のせいであの子達が花火を見られなくなるのは、申し訳ないだろ」

　弟妹三人は、聖ちゃんと凛恵と話したり遊んだりしているようだ。

「男前だな、勇一。そのせいで修羅場ってるけど」

「褒めてくれるだけでも嬉うれしいぜ」

「そういえば、電話の時に東條院さんに何か条件をつけられていなかったか？」

「ああ、今度二人でデートしてくれってことらしい」

「それだけか？　なんか意外だが」

「……逆にそれだけってのが怖いよな」

「確かに……」

　何かを企んでいるのかもしれないな。

「頑張れ、勇一。お前はそういう星の下に生まれたのだ」

「贅ぜい沢たくな悩みってわかっているが、もう少し普通で穏やかな星の下に生まれたかったよ」

　学校でも一、二位を争う女子二人に惚ほれられている勇一。

　それで修羅場っているのが贅沢、というのは自分でもわかっているようだな。

　まあ代わりたいとは全く思わないが、俺には聖ちゃんがいるし。

「勇一！　こっちに来なさい！　あなた、飛世さんに何をしたの!?」

「飛世さんが重本くんに抱き寄せられたって言っているけど!?」

「ふふっ、嘘じゃないもんねー」

　離れた場所から、東條院さんと藤瀬が怒って勇一を呼ぶ声が聞こえた。

　飛世さんだけがニコニコとしているが……あの人、楽しんでるなぁ。

　原作でもかき回すタイプではあったけど、さらに勇一が大変になりそうだ。

「頑張れ、勇一」

「……おう」

　勇一は少しやつれたような顔で、東條院さん達の元へと向かった。

　その後ろ姿はなんというか、仕事で疲れて憔しよう悴すいし切ったおっさんのようだった。

　あいつ、原作ではイケメン主人公だったよな？




　その後、俺は聖ちゃんと凛恵の元へ向かう。

　飛世さんの弟妹三人と喋っていたようだが、もうその三人は飛世さんの方へと向かった。

　あの修羅場に向かっていくとは……なかなか度胸がある子供達だ。

「お兄ちゃん、花火が始まる前に戻って来られてよかったね」

「ああ、そうだな」

「飛世さんも一緒に来たようだが……怪我をしたという話は聞いたし、仕方ないだろう」

　聖ちゃんは少し複雑そうな顔で飛世さんの方を見ていた。

　そういえば聖ちゃんは前に「あなたのことが嫌いだ！」と飛世さんに言っていたな。

　あれは飛世さんに揶揄からかわれた流れで言っていたから本心ではないと思うが、おそらく聖ちゃんはあの人が苦手だろうな。

「飛世さんの弟妹さん達はとても可愛らしかったな」

「そうだね、みんな良い子そうだしね」

「双子の子はなかなかやんちゃ盛りだが、それも愛らしくて微笑ましい」

　聖ちゃんが飛世さんの周りで楽しそうに遊んでいる子供達を見て、優しい笑みを浮かべていた。

「聖ちゃんは子供好きなんだね」

「ああ、そうだな。私も今まで知らなかったが、好きなようだ」

　聖ちゃんの子供を見つめる眼差しがとても優しい。

　新たな一面を知れて嬉しいな。

「司は子供、好きなのか？」

「俺？　まあ普通に好きかな、自分の子供もいつか欲しいと思うし」

　そんなに強い気持ちではないけど、子供が出来たら嬉しいと思う。

　俺も聖ちゃんと並んで、飛世さん達の方を眺めていた。

「そうか、私もあまり思っていなかったが、飛世さんの弟妹さん達を見ると、子供が欲しくなってくるな」

「そうだよね、ああやって兄妹きようだいもいた方がいいだろうね」

「ああ、私も出来たら子供は二人以上……っ！」

　聖ちゃんが途中で言葉を止めたので、彼女の方を見ると顔を真っ赤にしていた。

「聖ちゃん？　どうしたの？」

「い、いや、なんでもない……！」

「なんでもないっていう顔じゃないけど？」

「くっ、それでも、なんでもないんだ！」

　聖ちゃんは顔を真っ赤にしながら、俺から少し離れて凛恵の隣に行った。

　少し恥ずかしそうにして、凛恵の背に隠れている感じ。

「聖さん、私を盾にしないでくれますか？」

「す、少しだけだ。だから頼む」

「まあいいですけど……お兄ちゃんと結婚して子供を産むみたいな話を、気づかずにしていたってところですか？」

「ぜ、全部言うな！」

　小さな声で話しているから俺には聞こえないが、聖ちゃんは顔から火が噴くのではないか、というくらい赤いな。

　どこにそんな恥ずかしいポイントがあったのかな？

　そんなことを考えていると──ドンッ、という爆発音が響いてきた。

　そして次の瞬間、夜空に大きくて綺き麗れいな花が咲いた。

　花火が、始まった。

　ここまで近くで花火を見たことがなかったので、音が胸に響くことを初めて知った。

　炸さく裂れつする花火の音、澄んだ夜空に咲く色とりどりの花々。

　ビルの最上階で見ているので、花の咲く距離が近くて、手を伸ばせば届いてしまいそうだ。

　花火の美しさや圧倒的な存在感に、思わず口をつぐんで見上げていた。

「わぁ、すごーい！」

「おっきいー！」

　飛世さんの双子の弟達がそんな感嘆の声を上げたのが聞こえた。

　その声を聞いて、隣にいた聖ちゃんと凛恵も話し始めた。

「こんな近くで花火を見たの初めてなんで、すごい綺麗です」

「私も初めてだ……とても綺麗だな」

　俺も聖ちゃんの隣に並んで、打ち上がり続ける花火を見上げる。

　見上げるというか、横を向いたら花火があるほど高い場所にいるのだが。

「すごいね……ちょっと、言葉が出ないよ」

「ああ、私もだ」

「うん、私も」

　しばらく俺達は黙って、ただ夜空に咲く花を眺めていた。

　火薬と煙の匂いがする、音が身体に響く。ここまで近いと目だけじゃなく五感で花火を感じられる。

　本当に、すごいな。

　そうして花火を眺めていると、後ろでまた子供達が騒ぎ始めたのが聞こえた。

　そちらを見ると、やはり飛世さんの弟二人が騒いでいた。

　もうすでに花火には興味を失ったのか、食べ物を食べたり遊んだりしている。

　勇一もそれに付き合ってあげているようで、一緒に話しながらご飯を食べているようだ。

　いや、あいつは付き合うというよりは、普通に飯を食べたいだけか。

　勇一と一緒に藤瀬もご飯をいっぱい食べているようで、飛世さんの妹とも楽しそうに話している。

　その隣では飛世さんと東條院さんがまだ会話をしているようだが……あれは穏やかに会話をしているのか？

　広いテラスの入り口あたりに固まっていて、俺達とは少し距離がある。

「あっちはあっちで楽しんでいるようだな」

「そうだね、主に食べ物で楽しんでいるようだけど」

「ふふっ、そうだな」

「じゃあ私も、またチョコバナナを食べてきます」

「凛恵……お前、あまり食べ過ぎるなよ？」

「大丈夫、今日だけだから」

　いや、食べ過ぎるなという言葉の返事になっていないと思うが。

　太るぞ、と言ってやりたいが、もともと凛恵は痩やせているし、そこは大丈夫か。

　凛恵はあちらに行く前に、なぜか聖ちゃんに耳打ちしている。

「聖さん、さっきの話とかをするために、お兄ちゃんと二人きりで喋しやべった方がいいんじゃないですか？」

「確かにそうだな……」

「あっち側、観葉植物とかがあって入り口側の席から見えないので、二人きりになれると思いますよ」

「なるほど……凛恵、ありがとう」

「いえ、さっきみたいにイチャイチャするなら二人きりがいいんじゃないかと思って」

「イ、イチャイチャするために二人きりになるんじゃないぞ。話をするためで……」

「まあ、恋人同士なんですし、ゆっくり二人で花火を見るのもいいんじゃないですか？」

「……それは、そうだな」

「……やっぱり聖さんって意外と乙女ですよね」

「くっ、凛恵、あまり揶揄うな……」

「ふふっ、ごめんなさい、聖お姉ちゃん」

「その呼び方も、絶対に司の前ではするなよ……！」

「わかってますよ、意識しちゃうからですよね」

「う、うるさい、早くチョコバナナでも食べてこい」

　なんだか二人は楽しそうに話して、凛恵が入り口の席の方へと向かった。

「何の話をしていたの？」

「い、いや、特別なことは何もないぞ、うん」

「そう？」

　聖ちゃんの顔が少し赤いから、絶対に何か揶揄われた感じだったと思うけど。

　でも聖ちゃんと凛恵が仲良さそうで嬉うれしい。

　前に臨時で入ったバイトで二人を家に残してしまったけど、それから本当に仲良くなったみたいでよかったな。

「その、司。少し話があるんだ」

「ん、なに？」

「二人で話したいから、少しあっちの方に行かないか？」

　聖ちゃんが指差したのは、みんながいる方向とは逆の、観葉植物などが結構あるところ。

「もちろん、じゃあ行こうか」

「ああ、ありがとう」

　俺と聖ちゃんはそちらへと移動する。

　テラス席の端っこの方で、普通だったら壁が近くて花火が見えなくなるが、ここは壁が全面ガラスなので、全く問題なく花火が見られる。

　むしろ花火が打ち上げられているところに近づいたからか、さっきいた場所よりも迫力があるように感じる。

「花火、すごい綺麗だね」

「ああ、本当に。ここまで近くで見たことがないけど、凄すさまじいな」

「こんなところで見られるとは思わなかったから、東條院さんに感謝だね」

「確かにそうだな、今回は素直に感謝しておこう」

　俺と聖ちゃんはそこでしばらく、花火を眺めていた。

　周りは観葉植物で覆われていて、目の前には大きくて綺麗な花火が咲き続けている。

　とても非日常的な空間で、浴衣姿で綺麗な聖ちゃんと、二人きり。

　いつもよりも心臓が高鳴っている気がする。

　聖ちゃんも、同じ気持ちだろうか。

　隣にいる聖ちゃんの方をチラッと見ると、ちょうど一緒のタイミングで聖ちゃんも俺の方を見たのか、視線が交わった。

　お互いに少し驚くように目を見開いた後、口角を上げて笑い合った。

　なんだか通じ合ったみたいで、とても嬉しい。

　その流れで、俺は聖ちゃんの手を握った。

　今日は花火大会で特別な日なのに、聖ちゃんと全く手を握っていなかった。

　妹の凛恵がいる手前、そこまで恋人らしいことは出来なかったからな。

「っ……」

　聖ちゃんは一瞬だけ身体を硬くしたが、すぐに握り返してくれた。

　手を繋つなぎながら、花火をしばらく見続ける。

　それだけで、本当にとても幸せだ。

「……司、話があると言ったが、聞いてくれるか？」

　そういえば話をするということで、二人きりになれる場所に来たんだった。

「もちろん、なに？」

「さっき、クラスメイトの佐藤さんと伊藤さんに出会っただろう？」

「ああ、あれはすごい焦ったよね」

　ちょうど凛恵がいなかったタイミングだったから、言い訳するのも最初は難しかった。

「私達の関係は内緒にするという約束、それを司が守ってくれたのは嬉しいが……」

　聖ちゃんは少し言いづらそうにしているが、俺のことを見上げて話す。

「私は、関係を隠すのは嫌だと思った」

「えっ？」

　関係を隠すのが、嫌だ？

　あれ、そうだったの？

「だけど聖ちゃんが内緒にしたいって」

「そうだ、矛盾するようで申し訳ないが……説明してもいいか？」

「うん」

　聖ちゃんはさっき、俺と勇一がいなかった間に藤瀬達にも相談したらしい。

　その話の結果、聖ちゃんは関係を内緒にはしたいけど、隠したくはないという結論に至ったようだ。

　なるほど、内緒にしたいのと、積極的に関係を隠すのは違うのか。

　俺も気づかなかったが、確かにそうかもしれない。

「私達の関係は嘘をついてまで隠さないといけない、後ろめたいものなのか、と思ってしまってな……」

「そっか……」

　さっき、俺は佐藤さん達に関係を隠すために、嘘をついた。

『俺と嶋田は付き合ってなんかないよ』

　完全な嘘、言う時は少し胸がざわついた。

　もしかしたら俺も、聖ちゃんと同じように関係を隠すのが嫌だったのかもしれない。

「私が関係を内緒にしたいと言ったのに、すまない」

「いや、大丈夫。俺も隠す時、少し違和感を覚えていたから」

「それなら今後は関係のことを聞かれたら、隠すのはやめたいと思うんだが、どうだ？」

「俺は全然構わないよ」

　もともと俺は内緒にしたいとかも特になかったし、今回で内緒にするのは心苦しいと思ったから。

「ありがとう。私から内緒にしたいと言ったのに、隠すのをやめたいと言って、振り回しているようですまないな」

「大丈夫だよ。どっちも可愛らしい頼みだと思うし」

「か、可愛らしい？」

「内緒にしたいってのは、『宝物を自分のものだけにしたい』っていう話だったでしょ？」

「そ、そうだな」

「それで隠すのをやめたいのは、『恋人関係を自慢したい』ってことでしょ？」

「なっ!?　じ、自慢したいわけじゃない！　隠すというのが嫌なだけで……！」

「そう？　俺は自慢したいけどね、『俺にはこんな世界一可愛い彼女がいるんだ！』って、全世界に言いたいけど」

「せ、世界一って、大おお袈げ裟さな……」

　聖ちゃんは呆あきれるように、だけど少し恥ずかしそうに笑う。

　俺にとっては全く大袈裟じゃないし、ただの事実なんだけど。

「だから申し訳ないとか全く思わなくてもいいよ、聖ちゃん」

「……そうか、ありがとう、司」

　聖ちゃんは目め尻じりを下げて、可愛らしく微笑んだ。

　このくらいのワガママやお願い事は、本当に全く問題ない。

「だけど学校で自慢するのはちょっとなぁ……隣に勇一がいるから、大丈夫か？」

「どういうことだ？」

「絶対に男達に嫉しつ妬とされるって話だよ。もともと昼休みとかに勇一と俺、東條院さんと藤瀬と聖ちゃんの五人で食べていることすら、少し嫉妬されているのに」

　クラスメイトの男から「いいよなお前は、勇一と親友ってだけであんな美女達と一緒にご飯を食べられて」と言われたことがある。

　確かにそうだし、否定する要素はない。

　だがそのくらいの嫉妬で済んでいるのは、東條院さんと藤瀬が勇一に惚ほれていて、俺と聖ちゃんが付き添いで一緒にいると見られているからだ。

「俺と聖ちゃんが付き合っているって知られたら、絶対に男達の視線が突き刺さるだろうなぁ。勇一がいるから、少しはその視線が分散されるといいが……」

「……その、本当に大丈夫か？　それが辛いなら、やはり関係を隠してもいいと思うが」

「あ、いや、大丈夫だよ」

　聖ちゃんに心配をかけてしまった。

「確かに男達の視線は面倒だけど、それ以上に聖ちゃんと付き合えている幸せの方が、余裕で優ってるからね」

「っ、そうか……」

「この世で一番好きな女性を彼女に出来て、それが自慢出来るんだから。俺はとても幸せ者だよ」

　この世に俺以上に幸せ者がいるのか、と本気で思うほどに。

　こんな幸せを受け取れるなら、男達の嫉妬の視線くらい喜んで受けよう。

「……わ、私も」

「ん？」

「私も、司と付き合ってから、すごい楽しい日々を過ごせているし……司はとても自慢の彼氏だと、思うぞ」

「っ、聖ちゃん……」

　滅多にこういうことを言わない聖ちゃんが、顔を真っ赤にしながら言ってくれた。

　俺はとても驚いて、思わず聖ちゃんの顔を見つめてしまった。

「あ、あまり見るな……」

　顔が赤いのを自覚しているのか、聖ちゃんは恥ずかしそうに顔を逸らした。

　そして俺に顔を見せないようにするためか、逆に聖ちゃんは俺の方に身体を寄せた。

　手を繋ぎながら、俺の右半身に聖ちゃんの身体が当たっている状態だ。

　聖ちゃんの頭が、俺の右肩に乗るほどくっついている。

　まさか聖ちゃんの方から寄ってくるとは思わず、不意をつかれてしまい、心臓がとてもうるさい。

　聖ちゃんの顔が見えなくなったので、一度正面を向いてまだ打ち上がり続ける花火を眺める。

　ドンッ、ドンッと大きな音を立てて、綺き麗れいな花が夜空に咲く。

　爆発音が胸に響く度に聖ちゃんの身体も揺れているようで、爆発音に負けないくらい心臓が高鳴っている気がする。

　そのまま花火を見ていたのだが、少しだけ花火が止んだ。

　さっきまで花火の音が大きかったが、それがなくなると急にとても静かになったように感じる。

　耳を澄ませれば、テラスの入り口の方でみんなが喋しやべっている声が聞こえる。

　だけどここには俺と聖ちゃんの、二人きり。

　俺の肩に頭を置いている聖ちゃんの方に視線を落とす。

　すると、またしても視線が交わった。

　さっきよりも近い距離、聖ちゃんの綺麗で長い睫毛が見える。

「っ……」

　聖ちゃんが息を呑のんだのがわかった。

　頬が赤くて、聖ちゃんの体温や緊張が伝わってくる。

　大きくて綺麗な瞳ひとみが、若干潤んでいるように見える。

　この感じは、前にもあった。

　東條院さんの家で藤瀬のために料理教室をした時。

　そこで聖ちゃんと二人きりになった時だ。

　あの時と、同じ……つまり、そういうタイミングなのか？

　一回目もわからなかったが、二回目も全く慣れていないし、むしろ緊張が増している。

　落ち着くために、一度俺は聖ちゃんから視線を外す。

　このままずっと視線を合わせていたら、何も考えられなくなってしまう。

　深呼吸をしようと思ったタイミングで、目の前でまた花火が上がり始めた。

　それを見て、一度落ち着こうと思ったのだが……。

「──のか」

「えっ……？」

　聖ちゃんの小さな声が、花火の音で掻かき消された。

　しかし次の言葉は、もう少し大きな声で俺の耳に入り──。




「……しないのか？」




　か細く、消え入りそうな声で。

　だけど俺の耳にしっかりと届き、脳を溶かすような艶つやのある声。

　心臓が一際大きく跳ねて、その声に誘われて聖ちゃんの目を見る。

　潤んだ瞳、上気した頬、そして……形の良い、赤い唇。

　気づいたら俺は聖ちゃんと正面から向かい合い、聖ちゃんの首に手を回していた。

　聖ちゃんが上目遣いで俺のことを見ていた。

　その瞳を、閉じた。

　顎あごを少し上げて、待っている。

　俺は彼女を抱きしめるようにしながら、顔を近づかせる。

　そして、俺も目を閉じて。

　──唇が、重なった。

「んっ……」

　とても柔らかい唇から、聖ちゃんの色っぽい息が漏れた。

　漏れた息、唇の感触、抱きしめた身体から伝わってくる体温。

　そのどれもが刺激的すぎて、心臓がとても高鳴り、身体が熱くなってくる。

　聖ちゃんの身体も熱くなっているような気がして、お互いに身体の熱を渡し合っているようだ。

　花火の音も鳴っているはずなのに、よく聞こえない。

　何秒、何十秒という時間が過ぎたのか。

　全くわからないが、しばらくしてからゆっくりと唇を離した。

　目を開けると、そこには聖ちゃんの顔がもちろんあって。

　さっきよりも顔が赤くなっていて、おそらく俺も真っ赤で。

　俺は緊張で呼吸を止めていたのか、息が少し上がっていた。

　聖ちゃんも少し肩で息をしているのがわかる。

　お互いにまた視線を合わせて、見つめ合う。

　また黙って気まずくなるのもあれだから、俺から何か言わないと。

「あっ……」

　緊張で喉のどが渇きまくっていて、声が出てこなかった。

　一度唾つばを飲み込んで、俺は喋り出す。

「その、ありがとう、聖ちゃん」

「……な、何がだ？」

「また背中を押してもらって、かな」

「っ……別に、そんなつもりはなかったが」

　聖ちゃんはさすがに耐えられなくなったのか、視線を逸らした。

　だけどまだ俺は聖ちゃんを抱きしめている状態なので、距離はとても近い。

　聖ちゃんの腰あたりに手を添えているんだけど、めちゃくちゃ細い。

　このままギュッと抱きしめたら折れてしまいそうだ。

　それでいて柔らかいから、なんというか……うん、可愛すぎるしヤバい。

　ずっと抱きしめていたら、どうにかなってしまいそうだ。

　だけど、離せない俺がいる。

「……司、いつ離れるんだ？」

「ごめん、もうちょっといい？」

「……いいのだが、体勢が中途半端じゃないか？」

　確かに聖ちゃんと俺の身体の間には、まだ少し隙間がある。

　もっとしっかり抱きしめればいいと思うのだが、緊張して躊躇ためらっているのだ。

　聖ちゃんの腰や背中に回した手にも、あまり力が入っていない。

「これ以上は、無理です……」

「なぜ敬語に……仕方ないやつめ」

　聖ちゃんが少し呆あきれたように笑うと、隙間を埋めるようにさらに近づいてくる。

　そして俺の背中に手を回して、ギュッと抱きしめてきた。

「っ、ちょ、聖ちゃん……！」

　聖ちゃんは俺の肩に頭を預けるように抱きついてきたので、頬と頬がくっつく程近い距離にある。

「何を今さら緊張しているんだ……抱き合う以上のことを、したばかりじゃないか」

　耳元でコソコソと可愛い声で、そんな刺激的なことを言わないでほしいんだが……！

　浴衣ゆかた姿で生地も薄いから、聖ちゃんの身体の感触や熱が直接的に伝わってくる感じがする。

　すごい恥ずかしいしドキドキが止まらないんだけど……離れたくないな。

「聖ちゃんは、恥ずかしくないの？」

「は、恥ずかしいに決まっているだろ。だけど今は、顔を見られるのも恥ずかしいから」

「それは俺もだけど……じゃあ離れてそっぽを向くっていう手段は？」

「……それは、寂しいだろ」

　だからそんな可愛すぎることを、耳元で抱きつきながら言わないでほしいんですが。

　くっ、なんか頭がクラクラする。

　いつもならもう鼻血を出していても不思議ではないが、今日は我慢しないと。

　こんなくっついていたら、聖ちゃんに鼻血がついてしまう。

　しかもレンタルしている浴衣だから、絶対にそれはダメだ。

「その、いつ離れてくれますか？」

「……司は、離れたいのか？」

「いや俺はこうして一生くっついてこのまま墓まで一緒に行きたいくらいなんですけど」

「な、何を言ってるんだ、バカ……」

　ちょっと聖ちゃん、照れ隠しにさらに強く抱きしめるのはやめてぇ……！

　さすがに俺もいろいろと我慢の限界が来ていて、聖ちゃんの肩を持って離そうとした、その時……。

「あー！　くっついてる！」

「ぎゅーってしてる！」

　そんな声が聞こえてきて、俺と聖ちゃんはビクッとして身体を離しながら、声がした方向を向いた。

　そこには飛世さんのやんちゃな双子の弟さん達がいて、俺達のことを指差していた。

「こんなところで、かくれんぼしてたの？」

「二人でかくれて、ギュッとしてたんだ！」

　やんちゃな男の子達がそんなことを言って、キャッキャと騒いでいる。

　その声はもちろんテラス席の入り口の方まで届いていたようで、みんなが集まってくる。

「えー、聖ちゃんと久村くん、抱き合ってたの？」

「あらあら、姿が見えないと思ったけど、恋人らしいことはしていたみたいね」

「まあ私はお兄ちゃん達が二人きりなのは知ってましたけど」

「わぁ、いいなぁ、青春だねぇ」

　女性達が寄ってきて、それぞれがニヤついた顔をしていた。

　その後ろに勇一もいるようだが、あいつまだかき氷を食ってやがる。

　俺と聖ちゃんはもう身体を離しているが……言い逃れは出来そうにない。

「くっ、お、お前ら……」

　聖ちゃんは身体を震わせて、顔を真っ赤にしながらみんなを睨にらんでいる。

　いつもならそのまま怒って、この揶揄からかってくる雰囲気を霧散させようとするのだが。

「べ、別にいいだろ。私と司は、恋人同士なのだから」

　聖ちゃんは顔を真っ赤にしたまま、俺の腕に抱きついてそう言い放った。

　俺はもちろん、その場にいた全員が目を丸くして驚いた。

「せ、聖ちゃん……？」

「司も、そんな恥ずかしがることはないだろ……？」

「いや聖ちゃん、恥ずかしさで声が震えているけど」

「う、うるさい！　まだ慣れていないんだから仕方ないだろ！」

　聖ちゃんはもう隠さないと決めたからか、堂々としようとしているようだ。

　だけどまだ恥ずかしさは抑えられないみたい。

「せ、聖ちゃんが、あんなことを言うなんて。すごく可愛いけど、私の親友がどんどん遠くに行っているようだよ……」

「二人きりにさせたのは私ですけど、まさかここまで発展するなんて……」

　藤瀬が複雑そうな表情をしていて、凛恵も驚いた表情をしていた。

　というか凛恵が二人きりにしてくれたのか、そういえば俺達から離れてチョコバナナを食べに行っていたな。

　とてもナイスだ、また今度チョコバナナを奢おごってやろう。

「嶋田さん、吹っ切れたみたいね。まあ見ていてもどかしかったから、それでいいと思うわ」

「東條院、なぜお前が私に上から物を語っている風なんだ？」

「なんですって？」

「私には司という彼氏がいて、お前は好きな人がいるのに恋人になれてはいない……さて、どちらの方が上なんだ？」

　聖ちゃんが俺の腕を抱きかかえて、挑発するように口角を上げて言った。

　まだ頬が赤いのが少し挑発し切れていない感じがする。とても可愛いけど。

「くっ、まさか嶋田さんにそんなマウントを取られるなんて……！」

　東條院さんは悔しそうな顔で聖ちゃんを睨んでいる。

「いいでしょう、今のうちに調子に乗っていなさい。すぐに勇一と付き合ってやるわ」

　意外と挑発に弱いんだな、東條院さんって。

　東條院さんは怒ったようにそう言ってから、後ろでまだかき氷を食べている勇一の方を向いた。

　勇一はビクッとして、食べる手を止めた。

「勇一、今すぐ私と付き合いなさい！」

「ちょっと、東條院さん！　私が重本くんと付き合うんだから！」

　藤瀬もそれにはさすがに黙っていられなかったようで参戦した。

　さっきまで仲良さそうにしていたのに、藤瀬と東條院さんが一瞬だけ睨み合う。

「勇一、どっちを選ぶのかしら」

「重本くん、もちろん私を選ぶよね？」

「えっと、その、もうちょっと考える時間を……」

　勇一はタジタジになりながら、小さな声で言った。

「いいのよ勇一、藤瀬さんに遠慮しないで。人をフる時は必ず傷つくものだから」

「そうだよ重本くん、幼おさな馴な染じみの女の子をフるのは躊躇うかもしれないけど、いつかはしないといけないんだよ」

「あら、前も言ったかもしれないけど、勇一は胸が大きい女性が好きなのよ？　あなたが選ばれるわけがないわ」

「へー、東條院さんは胸だけで選ばれると思ってるんだー。他の容姿の部分とか、性格とかも大事だと思うけどね」

　藤瀬と東條院さんが笑みを浮かべて言い合っているんだけど、やはり目は全く笑っていないな。

　怖いなぁ……勇一も気配を消しながら、コソコソと逃げようとしている。

「へー、勇一くんって胸大きい女性が好きなんだねぇ」

「えっ!?　あ、いや、どうですかね……」

　なぜか飛世さんが勇一を見逃さず、ニッコリと笑いながら話しかけた。

「さっき私を背負って運んでくれた時も、胸が当たって喜んでたもんね！」

「ちょ、飛世さん、それは……！」

「なんですって？」

「重本くん、今のは本当かな？」

　飛世さんの言葉で勇一を放って言い争っていた二人が、勇一を問い詰める。

　勇一は冷や汗を流しながら後ずさる。

「いや、それは、その……」

　勇一が俺の方をチラッと見た気がするが……助けを求められても、これは不可能だろ。

　というか、飛世さんがイタズラで言ったと思うんだが、勇一がニヤついて喜んでいたことを気づいてたんだな。

「ふふっ、なんだかあっちは楽しそうだね」

「飛世さん……あなたは、なかなか悪い人ですね」

「えー、聖ちゃん、酷いなぁ。聖ちゃんと司くんを守るために言ったのに」

　確かに飛世さんが言ってくれたお陰で、もう俺達がくっついていたことを揶揄うような雰囲気ではなくなった。

　だけどその前から聖ちゃんが東條院さんを焚たきつけたことで、そういう空気はなかったと思うのだが。

「だって聖ちゃんと司くん、抱き合ってただけじゃないでしょ？」

「っ、べ、別に抱き合ってただけで……」

　聖ちゃんが目を逸らして誤魔化そうとしたんだが、飛世さんが俺の方をチラッと見て笑った。

「ふふっ、司くんの唇にリップついてるけど、誰のかなぁ？」

「っ！　なっ……!?」

　聖ちゃんが驚きの言葉と共に、俺の方を見た。

　俺も思わず唇を触って確認しようとしたが……。

「あはは、ごめんね、ついてないと思うよ」

　軽く声を上げて笑った飛世さん。

　俺も聖ちゃんも固まって彼女を見つめた。

「暗いからわからないしね。全く見えてないから大丈夫だよ」

「と、飛世さん、あなたは……！」

「だけど今の反応は……ふふっ、いいねぇ、青春だねぇ」

　飛世さんが今日一番の笑みを見せた。

　してやられた……！

　俺はため息をつき、聖ちゃんは顔を真っ赤にして身体を震わせている。

「くっ……！　飛世さん、やはり私はあなたが嫌いだ！」

「ふふっ、私は大好きだよ！」

　飛世さんが前のように聖ちゃんに抱きつこうとした。

　しかし聖ちゃんは読んでいたのか、躱かわして俺の後ろに回り込んだ。

「あー、逃げられちゃった」

「なぜ抱きついてくるのかわからないが、嫌いだからな」

「ふふっ、可愛い子には抱きつきたくなるでしょ？」

　よくわからないが、俺を挟んでやり取りしないでほしいが……。




　その後、いつの間にか花火の打ち上げは止んでいて、花火大会は終わった。

　ちゃんと最後まで花火をしっかり見ていたのは、凛恵と飛世さんの妹さんのようだ。

　まあ凛恵は最後までチョコバナナを片手に持って食べていた気がするが。

　最後の方は花火をしっかり見られなかったが、今日の花火大会は本当に楽しかった。

　というか……マジで幸せでした。
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　花火大会が終わり、週が明けて月曜日となった。

　いつも通りの日々がまた始まる……と思いきや、ちょっと変わったことがある。

　それは聖せいちゃんと、これから毎日一緒に登校することだ。

「聖ちゃん、本当にいいの？」

　俺は隣にいる制服姿の聖ちゃんに問いかけた。

　浴衣姿も綺き麗れいで可愛かったけど、やはり制服姿も可愛いな。

「ああ、もう関係を内緒にするのはやめたんだ。毎日一緒に登校しても問題はないだろう」

「それもそうだね。俺も聖ちゃんと毎日一緒に行きたかったから嬉うれしいよ」

「っ、そうか……」

　少し恥ずかしそうに視線を逸らす聖ちゃん。

　まだこういうところで照れるのが可愛らしい。

「チャリの後ろに乗って登校する？」

「それが楽かもしれないが……歩いた方が、二人で登校する時間が延びるだろ」

「っ、聖ちゃん……！」

　とても嬉しいことを言われて、感動してしまった。

　聖ちゃんも恥ずかしいことを言った自覚があったようで、やはり視線を逸らしていた。

「ほ、ほら、行くぞ。歩いて遅刻したんじゃ意味がないだろ」

　急かすように歩き出した聖ちゃんだが、俺と手を繋つないで引っ張ってくれた。

　俺はドキッとしながらも、しっかり手を握り返して隣を歩き始める。

「そうだね、一緒に行こっか」

「ああ」

　そして俺達は手を繋ぎながら、学校へと向かった。




　学校に着く直前、生徒が多くなってきたところでは手を離した。

　さすがにこれだけの人がいる中で手を繋いで登校するのは恥ずかしい、とのことだ。

　だけどいつも学校に行く時よりも、聖ちゃんとの距離が近い。

　前はやはりバレたくないからか、一緒に歩いていても距離が少し空いていた。

　今は少し手を伸ばせば、すぐに手が握れる距離だ。

　バレてもいい、公表するということになったからだと思うので、それはとても嬉しいな。

　昇降口で靴を履き替え、教室に二人で入る。

　入った瞬間、教室内の空気がいつもと違うのがわかった。

　いやこれは、俺達が一緒に入ったから何か空気が変化した気がする。

　教室に聖ちゃんと一緒に入ったことは何度かあるが、こんなに注目を浴びたことはないんだが……なんだ？

「久ひさ村むらぁ！」

「お前、お前ぇ！」

「な、なんだよ……」

　クラスメイトの男友達が数人、俺を一気に囲み出した。

　全員の顔がとても怖く、すごい目で睨にらんできている。

「この間の花火大会、お前が嶋しま田ださんとチョコバナナを持った美少女、両手に花でデートをしていたって話が挙がっているぞ！」

「全員がお前だと言っている！　それにもう一人の美少女は誰だ！　全員が違う時間に見たというのに、チョコバナナを持っていたと証言しているぞ！」

「俺は見たぞ！　あれは確実に久村だった！　どういうことか説明しろ！」

「えっ、あー……」

　まさか花火大会に行ったことが、すでにバレているとは。

　というかチョコバナナを持った美少女って、凛り恵えのことだよな？

　あいつ、そんな認識をされていたのか。

　そして男子達の圧がすごい……このまま押おし潰つぶされてしまいそうだ。

「チョ、チョコバナナの美少女ってのは俺の妹、凛恵のことだ」

「お前、妹いたのかよ！　しかもあんな美少女の！」

「マジかよ！　紹介してください、お兄様！」

「ぶっ飛ばすぞ」

　可愛い妹をこんな野郎共に紹介するわけないだろうが。

　それだったらまだ勇ゆう一いちを紹介するが、勇一を紹介したところで凛恵が結ばれる可能性は非常に低いからな。

　だから花火大会のナンパ、原作では勇一が助けて惚ほれるキッカケになったところを、俺が助けたのだ。

「ちょっと男子達、嶋田さんと久村くんが困ってるでしょ」

「嶋田さんは久村くんの妹さんと仲が良くて、久村くんとは付き合っていないんだから」

　花火大会で会った佐さ藤とうさんと伊い藤とうさんが、そんな助け舟のようなものを出してくれる。

「なんだ、そうだったのかよ。それなら安心したぜ」

「いやそれでも羨うらやましいけどな。美少女の妹の付き添いで、両手に花なんて」

　助け舟のお陰で、男子達も落ち着いて教室の雰囲気も元に戻ってくる。

　このままだったら俺と聖ちゃんが何も言わなくても、一件落着になるが……。

「すまない、佐藤さん、伊藤さん」

　聖ちゃんが、助け舟を出してくれた二人にそう言った。

　二人はいきなり謝られて、不思議そうに首を傾げる。

　そして聖ちゃんが、俺の方にもたれかかってきて──。




「嘘をついてしまった。私と司つかさは……恋人だ」




　俺の腕に抱きつきながら、そう宣言した。

　まさか俺もそんな爆弾を落とすとは思わず、目を見開いた。

　だが俺以上に目をまん丸にして、驚いている女子二人。

　さらにはさっきまで俺のことを責めていた、男子達。

「えっ!?　そ、そうだったの!?」

「もしかしてと思ったけど、本当に付き合ってたんだ……！」

「おい久村ぁ！　貴様、重しげ本もとの陰に隠れて、嶋田さんと付き合ってたのかぁ!?」

「俺らの学校で『隠れ美女ランキング』堂々一位の嶋田さんとだと!?」

「この裏切りもんがあぁぁぁ！」

　まさに阿あ鼻び叫きよう喚かんとはこのことだろう……男子も女子もみんな騒いでいる。

　あと、そんなランキングあるのか？　全く知らなかったが。

　だがそのランキングに異論を唱える、『隠れ美女』だと？

　それだと聖ちゃんが隠れてないと美女ランキングで一位を取れないみたいじゃないか。

　ふざけんな、聖ちゃんは『世界中の美女ランキング』でぶっちぎりの一位だ、俺の中では。

　……なんて現実逃避は後にしよう。

「聖ちゃんがまさかこんな発表をするなんて、思わなかったよ」

　俺の腕を掴つかんでいる聖ちゃんに、小さな声でそう話した。

　クラス中はまだ騒いでいて、俺と聖ちゃんは小声で話せば誰にも聞こえない。

「すまないな、相談なしに」

「別に大丈夫だけど……いや、大丈夫なのかな？」

「私もまさかここまで騒ぎになるとは思っていなかったが……」

「だけど聖ちゃん、結構楽しそうだね」

　クラス中が阿鼻叫喚の中、聖ちゃんは意外と口角を上げていた。

「ふっ、そうだな。発表するなら、こうした形がよかったからな」

「そうなの？」

「ああ」

　聖ちゃんは俺のことを見上げて、少し耳元に寄って囁ささやいた。

「私の宝物を公表するんだ。これくらいは騒いでもらわないとな」

「っ……」

　その言葉にドキッとしながら、俺は聖ちゃんを見つめる。

　聖ちゃんも恥ずかしくなったのか、頬を赤らめながら一度視線を逸らす。

　だがまた俺と視線を合わせて、口角を上げて可愛らしい笑みを浮かべた。
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　これから俺の学校生活は、騒がしく大変なものになると思うが。

　俺にとって、世界一の推しである聖ちゃんが彼女でいる限り──。

　──絶対に幸せなことは間違いない。








あとがき






　読者の皆様、お久しぶりです！　作者の shiryu です！

　無事に三巻で再び会えたことを、心から嬉うれしく思います！

　三巻まで出るのは最近のラノベ業界ではなかなか難しいと思いますので、これもひとえに読者の皆様の応援のお陰です。

　本当にありがとうございます！




　三巻では新キャラ登場と、さらには二人の関係の発展がテーマでした。

　新キャラの飛とび世せさん、どうでしたか？

　個人的に描いていてとても楽しかったのと、こういうおっとり系のお姉さんキャラも好きだなぁ、と思いました。

　皆様も飛世さんのことを好きになっていただけたら幸いです。（もちろん、一番好きなのは聖せいちゃんですよね？）

　そして今回は聖ちゃんと司つかさが、ついに……ええ、しましたね。

　二巻でも「したのか、してないのか」みたいな感じでしたが、ついにです。

　そして二人の関係を隠すのをやめて、学校で盛大にバラしました。

　司は今後の学校生活、大丈夫なのでしょうか。

　自分だったら聖ちゃんみたいな可愛い彼女が友達に出来たら、そいつを学校裏に呼んでオハナシをしないと……嘘です、そんなことしません。ただ泣きます。




　ご存じかもしれませんが、コミカライズも始まりました。

　しはる先生の描く聖ちゃんは本当に可愛らしく、さらに面白くなっていると思います。

　ぜひそちらもお読みください、本作を何倍も楽しめると思います。




　二人の関係が進んで、本作は終わり……ではありません！

　まだ描きたい物語はたくさんあります！

　次に書くのはまだしっかり決まってないですが……学園祭みたいのを書きたいなぁ。

　読みたいと思ってくださる読者様は、ぜひお楽しみにしてください！

　これからも盛り上げていきたいと思いますので、本作をよろしくお願いします！

　以上、ここまでのお相手は shiryu でお送りいたしました！



















ラブコメ漫まん画がに入はいってしまったので、推おしの負まけヒロインを全ぜん力りよくで幸しあわせにする３
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